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行
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2025 年 4 月 (ドキュメント履歴)

Amazon Web Services (AWS) は、信頼性とセキュリティに優れた AWS クラウドインフラストラク
チャ上に Microsoft SQL Server データベースをデプロイするための、包括的なサービスおよびツー
ルのセットを提供します。AWS でSQL Server を実行する利点には、コスト削減、スケーラビリ
ティ、高可用性とディザスタリカバリ、パフォーマンスの向上、管理のしやすさなどがあります。詳
細については、AWS コンピューティングブログ、「 AWS が Microsoft Windows Server および SQL 
Server のワークロードを実行するのに最適なクラウドである理由 」をご覧ください。

このガイドでは、SQL Server データベースをオンプレミスから AWS クラウド、Amazon Relational 
Database Service (Amazon RDS)、Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2)、または Amazon 
Elastic Compute Cloud (Amazon EC2)、または AWS の VMware Cloud に移行する際に利用できるオ
プションについて説明します。これらの移行オプションを使用する際のベストプラクティスと推奨事
項について詳しく説明します。また、ログ配布、レプリケーション、Always On 可用性グループな
どの SQL Server のネイティブの特徴量を使用して、オンプレミスの SQL Server 環境と AWS 間の
高可用性とディザスタリカバリソリューションを設定する方法についても説明します。

このガイドは、オンプレミスの SQL Server データベースを AWS に移行することを計画しているプ
ログラムマネージャー、プロジェクトマネージャー、プロダクトオーナー、データベース管理者、
データベースエンジニア、運用マネージャー、インフラストラクチャマネージャーを対象としていま
す。

概要
SQL Server データベースを AWS に移行する前に、「リレーショナルデータベースの移行戦略」で
説明されているフレームワークを使用して移行戦略を理解し、評価する必要があります。

最初のステップは、移行の複雑さ、互換性、コストを理解して、アプリケーションと SQL Server 
データベースのワークロードを分析することです。移行を計画する際に考慮すべき重要な点をいくつ
か紹介します。

• データベースサイズ — データベースの現在のサイズと全体的な容量の増加状況を確認します。例
えば、SQL Server データベースを Amazon RDS または Amazon RDS Custom に移行することを

概要 1

https://aws.amazon.com/blogs/compute/learn-why-aws-is-the-best-cloud-to-run-microsoft-windows-server-and-sql-server-workloads/
https://aws.amazon.com/blogs/compute/learn-why-aws-is-the-best-cloud-to-run-microsoft-windows-server-and-sql-server-workloads/
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-database-migration/welcome.html
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計画している場合、最大 16 TiB のストレージを備えた DB インスタンスを作成できます。「 AWS 
サポートでサポートチケットを開く」と、追加のストレージをリクエストできます。最新情報につ
いては、Amazon RDS ドキュメントのAmazon RDS DB インスタンスストレージを参照してくだ
さい。

• IOPS — データベースの IOPS とスループットを決定します。Amazon RDS への移行を計画して
いる場合は、「 Amazon RDS DB インスタンスの I/O パフォーマンス」を考慮してください。

• 依存関係 — 現在のデータベースの依存関係を確認します。データベースが他のデータベースに依
存している場合は、それらをまとめて移行することも、メインデータベースを移行した後に依存関
係を作成することもできます。

データベースがレガシー、カスタム、またはパッケージ化されたアプリケーションをサポートして
いる場合は、Amazon RDS Custom for SQL Server が適している場合があります。このサービスに
より、データベース設定、共有ファイルシステム、オペレーティングシステムパッチの管理を保持
することができます。

SQL Server のすべての依存関係をインベントリします。どの Web サーバー ( レポートサーバーや
ビジネスインテリジェンスサーバーなど ) が SQL Server と連携しているかを調べます。この情報
は、移行の際に何が影響を受けるのか、またどのように影響を最小限に抑えることができるのかを
判断するのに役立ちます。

• コンプライアンス — 現在のアーキテクチャ、監査、またはコンプライアンスのニーズを見直
し、Amazon RDS または Amazon EC2 への移行後にこれらの要件を満たすことができることを確
認します。

• HA/DR — 高可用性 (HA) および自動フェイルオーバー機能が必要ですか？ 本番環境のワークロー
ドを実行している場合、高可用性とディザスタリカバリ (DR) がベストプラクティスとして推奨さ
れます。

HA/DR 要件を理解して、マルチリージョンアーキテクチャが必要かどうかを判断します。その場
合は、SQL Server データベースを Amazon EC2 に移行します。Amazon RDS はマルチリージョ
ン設定をサポートしていません。

• バージョンサポート – Amazon RDS for SQL Server への移行を計画している場合は、SQL Server 
ソフトウェアのバージョンとエディションを確認してください (「 Amazon RDS 」および「
Amazon RDS 」の現在サポートされているバージョンを参照してください )。

• ネットワーク接続 — オンプレミス環境と AWS のネットワーク接続を確認し、オンプレミスと 
AWS の高速データ転送に十分な帯域幅があることを確認します。

• 移行時のダウンタイム — 移行アプローチを計画し、オンライン移行とオフライン移行のどちらを
使用するかを決定できるように、移行に使用できるダウンタイムの量を決定します。

概要 2

https://docs.aws.amazon.com/awssupport/latest/user/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/awssupport/latest/user/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/CHAP_Storage.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/CHAP_Storage.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/CHAP_SQLServer.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/working-with-custom-oracle.html
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• RTO、RPO、SLA 要件 — 既存のデータベースワークロードの目標復旧時間 (RTO)、目標復旧時
点 (RPO)、およびサービスレベルアグリーメント (SLA) 要件を特定します。

• ライセンス — ライセンスオプションを理解してください。Amazon EC2 と Amazon RDS では
ライセンス込みのオプションを選択することも、Amazon EC2 では 「 Bring-Your-Own-License
(BYOL) 」を選択することもできます。

• 特徴量サポート — 社内で開発されたものであれ、市販の (COTS) ソフトウェアであれ、アプ
リケーションが使用するデータベースの特徴量と機能を特定します。この情報は、SQL Server 
Enterprise エディションから Standard エディションに切り替えることでライセンスコストを削減
できるかどうかを判断するのに役立ちます。ただし、切り替える前に Standard エディションのリ
ソース制限を確認してください。例えば、Standard エディションは 128 GB の RAM しかサポー
トしていません。

ワークロードは、Amazon RDS for SQL Server が提供する特徴量や能力の範囲内ですか？ 詳細に
ついては、「 Amazon RDS での SQL Server の特徴量」を参照してください。サポートされてい
ない特徴量が必要な場合は、Amazon EC2 への移行も可能です。

概要 3

https://aws.amazon.com/windows/faq/#byol-sql
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/CHAP_SQLServer.html#SQLServer.Concepts.General.FeatureSupport
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SQL Server データベースの移行戦略
大まかに言うと、SQL Server データベースをオンプレミスから AWS クラウドに移行するには 2 つ
のオプションがあります。SQL Server に留まる (同種移行) か、SQL Server から移行する (異種移
行) です。同種移行では、データベースエンジンを変更する必要はありません。つまり、ターゲット
データベースは SQL Server データベースでもあります。異種移行では、SQL Server データベース
を MySQL、PostgreSQL、MariaDB などのオープンソースデータベースエンジン、または Amazon 
Aurora、Amazon DynamoDB、Amazon Redshift などの AWS クラウドネイティブデータベースに切
り替えます。

SQL Server データベースを AWS に移行するには、リホスト、リプラットフォーム、リアーキテク
ト ( リファクタリング ) という 3 つの一般的な戦略があります。これらはアプリケーション移行戦略
の 7 R の一部であり、次の表で説明しています。

方針 タイプ いつ選択するか 例

リホスト 同種 オペレーティングシ 
ステム、データベー 
スソフトウェア、ま 
たは構成の変更の有 
無にかかわらず、S 
QL Server データベー
スをそのまま移行
したいと考えていま
す。

SQL サーバーから 
Amazon EC2 へ

リプラットフォーム 同種 フルマネージド型の 
データベース製品を 
使用して、データベ 
ースインスタンスの 
管理に費やす時間を 
削減したいと考えて 
います。

SQL Server から 
Amazon RDS for SQL 
Server へ

リアーキテクト (リ
ファクタリング)

異種 オープンソースおよ 
びクラウドネイティ 
ブのデータベース特 

SQL Server 
から Amazon 
Aurora PostgreSQ 

4

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-database-migration/planning-phase.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/strategy-database-migration/planning-phase.html
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方針 タイプ いつ選択するか 例

徴量を活用するため 
に、データベースと 
アプリケーションを 
再構築、再書き込み 
、リアーキテクトし 
たいと考えています 
。

L、MySQL、または 
MariaDB へ

SQL Server データベースをリホストするかリプラットフォームするかを決める場合は、このガイド
の後半にある「 Amazon EC2 と Amazon RDS のどちらを選択するか」で、サポートされている特
徴量を並べて比較してください。

適切な移行戦略を選択する

適切な戦略の選択は、ビジネス要件、リソースの制約、移行期間、コストに関する考慮事項によって
異なります。次の図は、7 つの戦略すべてを含めて、移行に伴う労力と複雑さを示しています。

SQL Server データベースをリファクタリングし、Amazon Aurora PostgreSQL 互換エディションや 
Aurora MySQL 互換エディションなどのオープンソースまたは AWS クラウドネイティブデータベー

適切な移行戦略を選択する 5
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スに移行すると、データベースのモダナイズと最適化に役立ちます。オープンソースデータベースに
移行することで、高額なライセンス (コスト削減)、ベンダーロックイン期間、監査を回避できます。
ただし、ワークロードの複雑さによっては、SQL Server データベースのリファクタリングは複雑で
時間がかかり、リソースを大量に消費する作業になる可能性があります。

複雑さを軽減するために、データベースの移行を一度に行うのではなく、段階的なアプローチを検
討するとよいでしょう。最初の段階では、データベースのコア機能に集中することができます。次
のフェーズでは、追加の AWS サービスをクラウド環境に統合してコストを削減し、パフォーマン
ス、生産性、コンプライアンスを最適化できます。例えば、オンプレミスの SQL Server データベー
スを Aurora MySQL 互換エディションに置き換えることが目標の場合、最初のフェーズで Amazon 
EC2 でデータベースをリホストするか、Amazon RDS for SQL Server でデータベースをリプラット
フォームすることを検討し、次のフェーズで Aurora MySQL 互換エディションにリファクタリング
することを検討してください。このアプローチは、移行フェーズではコスト、リソース、リスクを削
減するのに役立ち、第 2 フェーズでは最適化とモダナイズに重点を置きます。

オンラインとオフラインの移行

SQL Server データベースをオンプレミス環境または別のクラウド環境から AWS クラウドに移行す
るには、移行のタイムラインと許容できるダウンタイムの長さに基づいて、オフライン移行とオンラ
イン移行の 2 つの方法があります。

• オフライン移行: この方法は、アプリケーションに計画的なダウンタイムを許容できる場合に使用
されます。オフライン移行では、移行期間中はソースデータベースがオフラインになります。ソー
スデータベースがオフラインの間は、AWS 上のターゲットデータベースに移行されます。移行が
完了すると、確認と検証のチェックが行われ、ソースデータベースとのデータ整合性が確保されま
す。データベースがすべての確認チェックに合格したら、アプリケーションを AWS のターゲット
データベースに接続して AWS へのカットオーバーを実行します。

• オンライン移行：この方法は、アプリケーションのダウンタイムをゼロに近いか最小限に抑える
必要がある場合に使用されます。オンライン移行では、ソースデータベースは複数のステップで 
AWS に移行されます。最初のステップでは、ソースデータベースがまだ稼働している間に、ソー
スデータベース内のデータがターゲットデータベースにコピーされます。以降のステップでは、
ソースデータベースからのすべての変更がターゲットデータベースに反映されます。ソースデー
タベースとターゲットデータベースが同期すると、カットオーバーの準備が整います。カットオー
バー中、アプリケーションは AWS でターゲットデータベースへの接続をオンに切り替え、ソース
データベースへの接続は残りません。AWS Database Migration Service(AWS DMS) または AWS 
Marketplace から入手できるツール (Attunity など ) を使用して、ソースデータベースとターゲット
データベースを同期できます。

オンラインとオフラインの移行 6

https://aws.amazon.com/marketplace/
https://aws.amazon.com/marketplace/
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SQL Server データベースの移行方法
SQL Server データベースを AWSに移行する方法はさまざまです。評価と要件に基づいて、 AWS 
サービスと SQL Server のネイティブ特徴量を選択できます。このセクションでは、最も一般的な方
法をいくつか説明し、次の 2 つの表にまとめています。これらの方法のいくつかについての詳細な
説明は、このガイドの後半にある Amazon EC2 と Amazon RDS に関するセクションに含まれてい
ます。

AWS サービス

移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

AWS DMS Amazon EC2

Amazon RDS

Amazon RDS Custom

Amazon Aurora

• 全負荷と CDC をサ
ポート

• すべてのデータ
ベースサイズをサ
ポート

AWS DMS セクショ
ン

AWS Migration Hub 
Orchestrator

Amazon EC2

Amazon RDS

• 定義済みのステッ
プバイステップの
ワークフローテン
プレートを提供

• ネイティブバック
アップと復元を自
動化

• SQL Server のすべ
てのエディション
およびバージョン
をサポート

• 一度に 1 つまたは
複数のデータベー
スに適用可

• すべてのデータ
ベースサイズをサ
ポート

AWS Migration Hub 
Orchestrator セクショ
ン
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移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

AWS Transform MGN Amazon EC2 • 高度に自動化され
たリフトアンドシ
フトソリューショ
ン

• エージェントベー
スのブロックレ
ベルのレプリケー
ション

このガイドでは説明 
されていません (MGN 
ドキュメントを参照)

AWS Snowball Edge Amazon EC2

Amazon RDS

Amazon RDS Custom

• 非常に大規模な
データベース (最大 
210 TB) をサポート

• Amazon Simple 
Storage Service 
(Amazon S3) を使
用してデータを保
存および復元する

Snowball Edge セク
ション

SQL Server のネイティブメソッド

移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

ネイティブバックア 
ップおよび復元

Amazon EC2

Amazon RDS

Amazon RDS Custom

• 一度に 1 つまたは
複数のデータベー
スに適用可

• ダウンタイムが必
要

• すべてのデータ
ベースサイズをサ
ポート

「 SQL Server ネイ
ティブバックアッ
プ/復元 」セクショ
ン(ネイティブバッ
クアップと復元を
自動化するために
AWS Migration Hub 
Orchestrator を使用で
きます )

ログ配布 Amazon EC2 • データベースごと
に適用

ログ配布セクション

8
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移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

Amazon RDS

Amazon RDS Custom

• 遅延する可能性あ
り

カスタムログの配布 Amazon RDS

Amazon RDS Custom

• データベースごと
に適用

• 遅延する可能性あ
り

カスタムログ配信を 
使用してオンプレ
ミスまたは Amazon 
EC2 SQL Server から 
Amazon RDS for SQL 
Server への移行を自
動化する (AWS ブロ
グ記事)

データベースのミラ 
ーリング

Amazon EC2 • データベースごと
に適用

• SQL Server エディ
ションに応じて、
同期または非同期
にすることが可能

• セカンダリデータ
ベースは読み取り
不可で、スタンバ
イとして機能

• 自動フェイルオー
バーと手動フェイ
ルオーバーの両方
をサポート

データベースのミラ 
ーリングセクション
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https://aws.amazon.com/blogs/database/automate-on-premises-or-amazon-ec2-sql-server-to-amazon-rds-for-sql-server-migration-using-custom-log-shipping/
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https://aws.amazon.com/blogs/database/automate-on-premises-or-amazon-ec2-sql-server-to-amazon-rds-for-sql-server-migration-using-custom-log-shipping/
https://aws.amazon.com/blogs/database/automate-on-premises-or-amazon-ec2-sql-server-to-amazon-rds-for-sql-server-migration-using-custom-log-shipping/
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移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

Always On 可用性グ
ループ

Amazon EC2

Amazon RDS Custom

• ユーザーデータ
ベースのセットに
適用

• 同期または非同期
にすることが可能

• セカンダリデータ
ベースは読み取り
可能 (SQL Server 
Enterprise エディ
ションのみ )

• 自動フェイルオー
バーと手動フェイ
ルオーバーの両方
をサポート

• フェイルオーバー
は、データベース
グループレベルで
複数のデータベー
スに対して同時に
開始できます。

Always On 可用性グ
ループセクション
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移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

基本的な Always On 
可用性グループ

Amazon EC2 • SQL Server 
Standard エディ
ションでサポート

• 可用性グループご
とに 1 つのユー
ザーデータベース
に適用

• 同期または非同期
にすることが可能

• 自動フェイルオー
バーと手動フェイ
ルオーバーの両方
をサポート

• フェイルオーバー
は可用性グループ
レベルで開始可能

• オンプレミスと の
間のハイブリッド 
環境として使用で
きます。 AWS

このガイドでは説
明されていません 
(「Microsoft ドキュメ
ント」の「単一デー
タベースの基本的な 
Always On 可用性グ
ループ」を参照)
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https://docs.microsoft.com/en-us/sql/database-engine/availability-groups/windows/basic-availability-groups-always-on-availability-groups
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移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

分散可用性グループ Amazon EC2

Amazon RDS Custom 
(移行のみ)

• SQL Server のマル
チリージョンデプ
ロイに使用可能

• SQL Server の新し
いバージョンへの
フェイルオーバー
が可能

• Windows Server 
フェイルオーバー
クラスター (WSFC) 
をターゲット AWS 
環境に拡張する必
要がない

• Windows ベース 
( ソース ) と Linux 
ベース ( ターゲッ
ト ) の SQL Server 
データベースの間
で使用可能

• オンプレミスと 間
のハイブリッド 
SQL Server デプロ
イとして使用でき
ます。 AWS

分散可用性グループ
セクション
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移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

トランザクションレ 
プリケーション

Amazon EC2

Amazon RDS

Amazon RDS Custom

• オブジェクトセッ
ト ( テーブル、
ビュー、ストアド
プロシージャ ) の移
行をサポート

• ほぼリアルタイ
ムのデータによる
非同期レプリケー
ションをサポート

• サブスクライバー
データベースは読
み取り可能

• レプリケーション
を実行する SQL 
Server のレプリ
ケーションジョブ
の綿密な監視が必
要

トランザクションレ 
プリケーションセク
ション

一括コピープログラ 
ム (bcp)

Amazon EC2

Amazon RDS Custom

• 小さなデータベー
スをサポート

• ダウンタイムが必
要

• スキーマは移行先
であらかじめ作成
されている

• データの移動には
使用可能、一方メ
タデータの移動に
は使用不可能

このガイドでは説
明されていません 
(Amazon RDS ドキュ
メントの「他の方
法を使用した SQL 
Server データのイ
ンポートとエクス
ポート」、「一括コ
ピー」セクションを
参照)
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https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.Procedural.Importing.Snapshots.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.Procedural.Importing.Snapshots.html
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移行方法 ターゲット 特徴量と制限事項 詳細情報

デタッチとアタッチ Amazon EC2

Amazon RDS Custom

• バックアップは不
要

• ダウンタイムが必
要

• ファイルの停
止、デタッチ、コ
ピー、Amazon EC2 
へのアタッチが必
要

このガイドでは説
明されていません 
(「Microsoft ドキュ
メント」の「データ
ベースのデタッチと
アタッチ」を参照 )

インポート/エクス 
ポート

Amazon EC2

Amazon RDS

Amazon RDS Custom

• 小さなデータベー
スをサポート

• ダウンタイムが必
要

• スキーマは移行先
であらかじめ作成
されている

• データの移動には
使用可能、一方メ
タデータの移動に
は使用不可能

このガイドでは説
明されていません 
(「Amazon RDS ド
キュメント」の「
他の方法を使用した 
SQL Server データの
インポートとエクス
ポート」を参照)

SQL Server のネイティブバックアップ/復元

Amazon RDS は、完全バックアップ (.bak) ファイルおよび差分バックアップファイルを使用した 
Microsoft SQL Server データベースのネイティブバックアップおよび復元操作をサポートしていま
す。また、Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスまたは Amazon EC2 SQL Server インスタ
ンスの差分復元オプションとログ復元オプションもサポートしているため、アプリケーションのダウ
ンタイムを最小限に抑えることができます。

SQL Server のネイティブバックアップ/復元 14

https://learn.microsoft.com/en-us/sql/relational-databases/databases/database-detach-and-attach-sql-server
https://learn.microsoft.com/en-us/sql/relational-databases/databases/database-detach-and-attach-sql-server
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Note

Amazon RDS for SQL Server で、完全復元、差分復元、およびログ復元オペレーションを実
行できます。ただし、現時点では完全バックアップと差分バックアップのみを実行できます 
( ログバックアップは実行できません)。

SQL Server データベースのバックアップと復元には、ネイティブの .bak ファイルを使用するのが最
も簡単な方法です。この方法を使用して、Amazon RDS との間でデータベースを移行できます。DB 
インスタンス全体ではなく、単一のデータベースをバックアップおよび復元できます。Amazon 
RDS for SQL Server DB インスタンス間でデータベースを移動することもできます。

Amazon RDS を使用すると、ディザスタリカバリの追加保護レイヤーとして、Amazon Simple 
Storage Service (Amazon S3) にバックアップファイルの保管および転送を行うことができます。例
えば、次のようになります。

• ローカルサーバーからデータベースの完全バックアップを作成し、それを S3 バケットにコピーし
てから、既存の Amazon RDS SQL Server DB インスタンスに復元することができます。

• Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスからバックアップを作成し、それを Amazon S3 に
保存してから、どこででも復元することができます。

• 「 Amazon S3 ライフサイクル」設定ルールを実行して、長期バックアップをアーカイブまたは削
除できます。

Amazon RDS for SQL Server は、リードレプリカが設定されている SQL Server DB インスタンスへ
の SQL Server ネイティブバックアップの復元をサポートしています。つまり、ネイティブバック
アップファイルを Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスに復元する前に、リードレプリカ
を削除する必要はありません。

Note

Migration Hub Orchestrator を使用すると、ネイティブバックアップと復元を使用して、SQL 
Server データベースを Amazon EC2 または Amazon RDS に移行することを自動化および
オーケストレートできます。詳細については、「 AWS Migration Hub Orchestrator セクショ
ン」を参照してください。

SQL Server のネイティブバックアップ/復元 15
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次の図表は、SQL Server のネイティブバックアップ/復元プロセスを示しています。Migration Hub 
Orchestrator を使用してこのプロセスを自動化することができます。このプロセスを使用して、SQL 
Server データベースを Amazon EC2 にバックアップおよび復元することもできます。

バックアップと復元を自動化するには、「 Migration Hub Orchestrator ドキュメント」を参照してく
ださい。

Amazon S3 を使用してネイティブバックアップ/復元をセットアップするには、「 Amazon RDS ド
キュメント」を参照してください。

SQL Server のネイティブバックアップと復元を使用する場合の制限については、「 Amazon RDS 
ドキュメント」の「制限と推奨事項」を参照してください。

ログ配布

ログ配信を使用して、プライマリのオンプレミス SQL Server データベースから、 AWS クラウドの 
EC2 インスタンスまたは Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスにデプロイされている 1 つ
以上のセカンダリ (ウォームスタンバイ) SQL Server データベースにトランザクションログバック
アップを送信できます。Amazon RDS for SQL Server でログ配布をセットアップするには、独自の
カスタムスクリプトを使用する必要があります。

このシナリオでは、EC2 インスタンスまたは Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスで
ウォームスタンバイ SQL Server データベースを設定し、オンプレミスデータベースと AWS クラウ

ログ配布 16

https://docs.aws.amazon.com/migrationhub-orchestrator/latest/userguide/what-is-migrationhub-orchestrator.html
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ドのウォームスタンバイサーバー間でトランザクションログのバックアップを非同期的に送信しま
す。その後、トランザクションログのバックアップがウォームスタンバイデータベースに適用されま
す。すべてのログが適用されたら、手動でフェイルオーバーを実行してクラウドにカットオーバーす
ることができます。

このオプションは、SQL Server のすべてのバージョンおよびエディションをサポートします。デー
タベースを AWS クラウドに移行したら、高可用性と回復性のために Always On 可用性グループを
使用してセカンダリレプリカを追加できます。

この方法を使用して Amazon EC2 上の SQL Server データベースの高可用性、データ保護、および
ディザスタリカバリを実現する方法の詳細については、「Amazon EC2 for SQL Server」セクション
の「ログ配布」を参照してください。

データベースのミラーリング

データベースのミラーリングを使用して、SQL Server データベース用のハイブリッドクラウド環境
をセットアップできます。このオプションには SQL Server Enterprise エディションが必要です。
このシナリオでは、プリンシパル SQL Server データベースをオンプレミスで実行し、クラウドに
ウォームスタンバイを作成します。データを非同期でレプリケートし、カットオーバーの準備ができ
たら手動でフェイルオーバーを実行します。データベースを AWS クラウドに移行したら、高可用性
と回復性のために Always On 可用性グループを使用してセカンダリレプリカを追加できます。

データベースのミラーリング 17
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この方法を使用して Amazon EC2 上の SQL Server データベースの高可用性、データ保護、および
ディザスタリカバリを実現する方法の詳細については、「Amazon EC2 for SQL Server」セクション
の「データベースのミラーリング」を参照してください。

Always On 可用性グループ

SQL Server Always On 可用性グループは、高可用性およびディザスタリカバリソリューションを提
供するエンタープライズレベルの高度な特徴量です。この特徴量は、SQL Server 2014 以降のバー
ジョンを使用している場合のみ有効です。Always On 可用性グループを使用して、　 AWS上でオン
プレミスの SQL Server データベースを Amazon EC2 に移行することもできます。この方法では、
ダウンタイムを最小限またはまったく発生させずにデータベースを移行できます。

SQL Server Always On 可用性グループの既存のオンプレミスデプロイがある場合、プライマリレプ
リカとセカンダリレプリカは可用性グループ内のデータを同期的にレプリケートします。したがっ
て、データベースを AWS クラウドに移行するには、Windows Server フェイルオーバークラスタリ
ング (WSFC) クラスターをクラウドに拡張できます。これは移行のためだけの一時的なものでもか
まいません。次に、次の図に示すように、 AWS クラウドでセカンダリレプリカを作成し、非同期レ
プリケーションを使用します。セカンダリレプリカがオンプレミスのプライマリデータベースと同期
されたら、カットオーバーの準備が整うといつでも手動フェイルオーバーを実行できます。

Always On 可用性グループ 18
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この方法を使用して Amazon EC2 上の SQL Server データベースの高可用性、データ保護、および
ディザスタリカバリを実現する方法の詳細については、「Amazon EC2 for SQL Server」セクション
の「Always On 可用性グループ」を参照してください。

分散可用性グループ

分散可用性グループは 2 つの別々の可用性グループにまたがります。複数の可用性グループのう
ちの 1 つの可用性グループと考えることができます。基盤となる可用性グループは 2 つの異なる 
WSFC クラスターで構成されます。分散可用性グループに参加する可用性グループは同じ場所を共
有する必要はありません。物理でも仮想でも、オンプレミスでもパブリッククラウドでも構いませ
ん。分散可用性グループの可用性グループは、同じバージョンの SQL Server を実行する必要はあり
ません。ターゲット DB インスタンスは、ソース DB インスタンスよりも新しいバージョンの SQL 
Server を実行できます。

分散可用性グループアーキテクチャを使用すると、ミッションクリティカルな SQL Server インスタ
ンスまたはデータベースを柔軟にリホストできます AWS。 AWS上で重要な SQL Server データベー
スのリフトアンドシフト ( またはリフトと変換 ) を行うハイブリッドソリューションを提供します。

分散可用性グループアーキテクチャを使用すると、既存のオンプレミス WFSC クラスターを に拡
張するよりも効率的です AWS。データはオンプレミスのプライマリからいずれかのレプリカ (フォ
ワーダー) AWS にのみ転送されます。フォワーダーは、他のセカンダリリードレプリカにデータを
送信する責任があります AWS。

次の図では、最初の WSFC クラスター (WSFC 1) はオンプレミスでホストされており、オンプレミ
スの可用性グループ (AG 1) があります。2 番目の WSFC クラスター (WSFC 2) は でホスト AWS 
され、 AWS 可用性グループ (AG 2) があります。 Direct Connectは、オンプレミス環境と 間の専
用ネットワーク接続として使用されます AWS。オンプレミス可用性グループ (AG 1) には 2 つのレ
プリカ (ノード) があります。ノード間のデータ転送は同期的で、自動フェイルオーバーが行われま
す。同様に、 AWS 可用性グループ (AG 2) にも 2 つのレプリカがあり、それらの間のデータ転送は
自動フェイルオーバーと同期します。分散可用性グループは、データベースを非同期的に同期させ
ます。データは、AG 1 の SQL Server プライマリレプリカ (オンプレミス) から AG 2 のプライマリ
レプリカ (フォワーダー) (オン) に転送されます AWS。フォワーダーは、 AWS 上の他のリードレプ
リカにデータを送信し、常に最新の状態に保つ責任があります。オンプレミスと AWS データベース
が同期されたら、分散可用性グループの手動フェイルオーバーを実行できます AWS。 AWS データ
ベースは、アプリケーションからの読み取り/書き込みアクセスのプライマリデータベースになりま
す。
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Note

どの時点でも、書き込み操作が可能なデータベースは 1 つだけです。残りのセカンダリレ
プリカは読み取り操作に使用できます。読み取りワークロードをスケールアウトするには、 
AWSの複数のアベイラビリティーゾーンにリードレプリカをさらに追加できます。

分散可用性グループの詳細については、以下を参照してください。

• 「Microsoft SQL Server ドキュメント」

• AWS Database ブログの「分散可用性グループを使用してハイブリッド Microsoft SQL Server ソ
リューションを設計する方法」

• 規範ガイダンスウェブサイトの分散可用性グループ AWS を使用して SQL Server を に移行する
AWS

トランザクションレプリケーション

トランザクションレプリケーションは、2 つのデータベース間の変更をレプリケートするために使用
される SQL Server テクノロジーです。これらの変更には、データだけでなく、テーブル ( プライマ
リキーが必要 )、ストアドプロシージャ、ビューなどのデータベースオブジェクトも含まれます。レ
プリケーションプロセスには、パブリッシャー (データを公開するプライマリデータベース)、サブス
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クライバー (レプリケートされたデータを受信するセカンダリデータベース)、ディストリビューター
(トランザクションレプリケーション用のメタデータとトランザクションを格納するサーバー) が関与
します。Amazon EC2 上の SQL Server およびAmazon RDS for SQL Server DB インスタンスのトラ
ンザクションレプリケーションをを使用できます。

トランザクションレプリケーションは、オンプレミス ( パブリケーション ) データベース内のオブ
ジェクトとデータのスナップショットを作成し、サブスクライバーデータベースに送信します。ス
ナップショットがサブスクライバーに適用されると、それ以降にパブリッシャーで行われたすべての
データ変更とスキーマ変更は、発生時にサブスクライバーに送信されます。その後、データ変更は、
パブリッシャーで発生したのと同じ順序でサブスクライバーに継続的に適用されます。

同期が完了したら、ターゲット SQL Server DB インスタンスで検証を実行します。2 つのデータ
ベースが同期したら、オンプレミスデータベースのアクティビティを停止し、レプリケーションが完
了したことを確認してから、ターゲット SQL Server DB インスタンスへのカットオーバーを実行し
ます。その後、プッシュサブスクリプションを停止して削除し、Amazon RDS for SQL Server の使
用を開始できます。

サブスクライバーデータベースは読み取り専用データベースとしても使用できます。同期ジョブを記
録するディストリビューターは、別のサーバーに配置することをお勧めします。ターゲットデータ
ベースが Amazon RDS for SQL Server 上にある場合は、プッシュサブスクリプションをセットアッ
プして変更をサブスクライバーに反映できます。

トランザクションレプリケーションは、次の場合に使用することをお勧めします。

• Amazon RDS または Amazon EC2 へ 1 回限りのデータ移行を実行する。

• スキーマレベルまたはテーブルレベルのオブジェクトを に移行します AWS。

• データベースの一部を に移行します AWS。

• 別のサブスクライバーを追加することで、既存の SQL Server レプリケーション戦略を使用して最
小限のダウンタイムで移行する。

Amazon RDS for SQL Server への 1 回限りのデータの移行にトランザクションレプリケーションを
使用する予定の場合は、レプリケーション用に Single-AZ 構成をセットアップすることをお勧めしま
す。レプリケーションプロセスが完了したら、高可用性を実現するために環境を Multi-AZ アーキテ
クチャに変換できます。

次の図は、Amazon RDS および Amazon EC2 上でのデータベースのトランザクションレプリケー
ションプロセスを示しています。
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トランザクションレプリケーションの詳細については、 AWS 「 データベースブログ」
の「Microsoft SQL Server ドキュメント」および「トランザクションレプリケーションを使用して 
Amazon RDS for SQL Server に移行する方法」の投稿を参照してください。

AWS Migration Hub Orchestrator

Note

AWS Migration Hub は、2025 年 11 月 7 日現在、新規顧客に公開されていません。に似た機
能については AWS Migration Hub、「」を参照してくださいAWS Transform。

AWS Migration Hub Orchestrator は、SQL Server データベースの Amazon EC2 または Amazon 
RDS への移行をオーケストレーションおよび自動化するのに役立ちます。のこの機能 AWS 
Migration Hub を使用すると、ベストプラクティスに基づいて構築された事前定義されたワークフ
ローテンプレートを使用して、すぐに開始できます。Migration Hub Orchestrator は、環境の準備状
況や接続の確認など、移行プロセスでエラーが発生しやすい手動タスクを自動化します。Migration 
Hub Orchestrator を使用して、SQL Server データベースに加えて、.NET アプリケーション、SAP 
ワークロード、および仮想マシンイメージの移行をオーケストレートし、迅速化することもできま
す。このツールには、[Migration Hub Orchestrator コンソール ]からアクセスできます。

SQL Server の移行では、Migration Hub Orchestrator は次の 3 つのユースケースをサポートします。
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• Amazon EC2 上の SQL Server のリホスト 特定の SQL サーバーを選択し、Migration Hub 
Orchestrator の自動ネイティブバックアップと復元を使用して Amazon EC2 でリホストできま
す。詳細については、「 Migration Hub Orchestrator ドキュメント」の「 Amazon EC2 での SQL 
サーバーのリホスト」を参照してください。

• Amazon RDS で SQL Server をリプラットフォームします。Migration Hub Orchestrator の自動ネ
イティブバックアップと復元を使用して、特定の SQL Server データベースを選択し、Amazon 
RDS 上でそれらをリプラットフォームできます。詳細については、「 Migration Hub Orchestrator 
ドキュメント」の「 Amazon RDS での SQL サーバーのリプラットフォーム」を参照してくださ
い。

• Amazon EC2 上の Windows および SQL Server アプリケーションのリホスト .NET と SQL Server 
を実行している Windows サーバーを Amazon EC2 にリフトアンドシフトするには、Amazon EC2 
上のアプリケーションのリホストのテンプレートを使用します。詳細については、「 Migration 
Hub Orchestrator ドキュメント」の「 Amazon EC2 でのアプリケーションのリホスト」を参照し
てください。

Migration Hub Orchestrator は、SQL Server の移行におけるスケジュールや予算の超過を回避するの
に役立ちます。その他の主な利点には以下が含まれます。

• 規範的な方法論を使用してアプリケーションを移行します。実証済みの移行ベストプラクティスに
基づいた定義済みのワークフローテンプレートを使用すれば、すぐに開始できます。また、必要に
応じてステップを追加、順序変更、削除して、移行ワークフローをカスタマイズすることもできま
す。例えば、カットオーバー承認のステップを追加できます。

• 手動ステップを自動化します。Migration Hub Orchestrator は、エージェントのインストール、オ
ンプレミスイメージのインポート、 でのターゲット環境のプロビジョニング AWS、ソース環境と
ターゲット環境の検証などの手動タスクを自動化します。自動化により、時間とコストを節約でき
ると同時に、エラーも減ります。

• 移行ワークフローをオーケストレートする。Migration Hub Orchestrator は、インベントリメタ
データ、構成仕様、および環境コンテキストを再利用して、移行手順で使用されるツールをオーケ
ストレートし、これらのツールが必要とする入力の数を最小限に抑えます。

詳細については、次のリソースを参照してください。

• Migration Hub Orchestrator コンソール

• Amazon EC2 でのアプリケーションのリホスト(Migration Hub Orchestrator ユーザーガイド)
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• Amazon RDS 上での SQL server のリプラットフォーム (Migration Hub Orchestrator ユーザーガイ
ド)

• 移行ワークフロー (Migration Hub Orchestrator ユーザーガイド)

• Migration Hub Orchestrator を使用して Microsoft SQL Server の移行を簡素化および高速化する
(AWS ブログ記事)

• を使用して Windows Server イメージの移行を簡素化する AWS Migration Hub Orchestrator (AWS 
ブログ記事)

AWS Snowball Edge

Note

AWS Snowball Edge は新規顧客には利用できなくなりました。新規のお客様は、オンライ
ン転送、安全な物理的な転送のためのAWS データ転送ターミナル、または AWS Partner ソ
リューションAWS DataSyncを検討する必要があります。エッジコンピューティングについ
ては、「」を参照してくださいAWS Outposts。

AWS Snowball Edge を使用して、非常に大規模なデータベース (最大 210 TB のサイズ) を移行でき
ます。Snowball には 10 Gb イーサネットポートがあり、これをオンプレミスサーバーに接続して、
すべてのデータベースバックアップまたはデータを Snowball Edge デバイスに保存します。データ
が Snowball Edge にコピーされたら、アプライアンスを に送信 AWS して、指定された S3 バケッ
トに配置します。その後、Amazon S3 からバックアップをダウンロードして EC2 インスタンスの 
SQL Server に復元するか、rds_restore_database ストアドプロシージャを実行してデータベー
スを Amazon RDS に復元できます。AWS Snowcone は最大 8 TB のサイズのデータベースにも使用
できます。詳細については、Amazon RDS AWS Snowball Edge ドキュメントのドキュメントおよび
SQL Server データベースのインポートとエクスポート、データベースの復元セクションを参照して
ください。
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SQL Server の同種データベースの移行

AWS は、クラウド環境で SQL Server データベースを実行する機能を提供します。開発者やデー
タベース管理者にとって、 AWS クラウドで SQL Server データベースを実行することは、データ
センターで SQL Server データベースを実行することと非常によく似ています。このセクションで
は、SQL Server データベースをオンプレミス環境またはデータセンターから AWS クラウドに移行
するためのオプションについて説明します。

AWS は、次の表に示すように AWS、 で SQL Server を実行するための 3 つのオプションを提供し
ます。

オプション ハイライト 詳細情報

Amazon RDS 上の Microsoft 
SQL Server

マネージド型サービス。プロ
ビジョニングとライセンシン
グが容易で、費用対効果が高
く、セットアップ、管理、保
守が容易です。

Amazon RDS for SQL Server

Amazon RDS Custom for SQL 
Server

マネージドサービスですが、
データベースと基盤となるオ
ペレーティングシステムの管
理者権限は保持されます。

Amazon RDS Custom for SQL 
Server

Amazon EC2 上のサーバー 自己管理型で、完全な制御と
柔軟性を実現します。

Amazon EC2 for SQL Server
セクション

SQL Server on VMware Cloud 
on AWS

VMware Cloud on で SQL 
Server ワークロードをセット
アップ、スケーリング、運用 
AWS し Directory Service、A 
ctive Directory Connector 
、Amazon S3 と統合します。

VMware Cloud on AWS for 
SQL Server セクション
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注意

2024 年 4 月 30 日現在、VMware Cloud on AWS は AWS またはそのチャネルパートナーに
よって再販されなくなりました。サービスは Broadcom を通じて引き続き提供されます。詳
細については、 AWS 担当者にお問い合わせください。

アプリケーションの要件、データベースの特徴、機能性、成長能力、全体的なアーキテクチャの複
雑さによって、どのオプションを選択するかが決まります。複数の SQL Server データベースを に
移行する場合 AWS、Amazon RDS に適したものもあれば、Amazon EC2 で直接実行するのに適し
たものもあります。SQL Server エンタープライズエディションで実行されているが、SQL Server 
スタンダードエディションには適しているデータベースがあるかもしれません。コストとライセン
スを節約するために、Windows 上で稼働している SQL Server データベースを Linux オペレーティ
ングシステムで実行するようにモダナイズしたい場合もあります。多くの AWS お客様は、Amazon 
RDS、Amazon EC2、VMware Cloud on で複数の SQL Server データベースワークロードを実行しま
す AWS。

Note

Migration Hub Orchestrator を使用すると、ネイティブバックアップと復元を使用して、SQL 
Server データベースを Amazon EC2 または Amazon RDS に移行することを自動化および
オーケストレートできます。詳細については、「 AWS Migration Hub Orchestrator セクショ
ン」を参照してください。

Amazon RDS for SQL Server

Amazon RDS for SQL Serverは、 AWS上のSQL Serverのプロビジョニングと管理を簡素化するマ
ネージドデータベースサービスです。Amazon RDS を使用すると、クラウドで SQL Server デプロ
イを簡単に設定、運用、および拡張することができます。Amazon RDS を使用すると、SQL Server 
の複数のバージョン (2014、2016、2017、2019、2022) とエディション (エクスプレス、ウェブ、ス
タンダード、エンタープライズを含む) を数分でデプロイでき、費用対効果が高く、サイズ変更も可
能なコンピューティング能力を備えています。Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスは、汎
用 SSD またはプロビジョンド IOPS SSD のストレージを使用してプロビジョニングすることができ
ます。(詳細については、 AWS ドキュメントの「Amazon RDS ストレージタイプ」を参照してくだ
さい）。プロビジョンド IOPS SSD は、高速で予測可能で一貫した I/O パフォーマンスを実現する
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ように設計されており、I/O 集約型のトランザクション (OLTP) データベースワークロード向けに最
適化されています。

Amazon RDS では、プロビジョニング、バックアップ、ソフトウェアパッチ適用、モニタリング、
ハードウェアスケーリングなど、時間のかかるデータベース管理タスクが管理されるため、ユーザー
はアプリケーション開発に集中することができます。Amazon RDS for SQL Server では、本番環境
のワークロードに高い可用性、パフォーマンス、スケーラビリティ、信頼性を提供するために、マル
チ AZ 配置とリードレプリカ (SQL Server Enterprise エディション用) も提供しています。

Amazon RDS を選ぶタイミング

Amazon RDS for SQL Serverは、次のような場合の移行オプションです：

• ビジネスとアプリケーションに集中し、データベースのプロビジョニング、バックアップと復旧タ
スクの管理、セキュリティパッチの管理、SQL Server のマイナーバージョンアップグレード、ス
トレージ管理など、差別化されていない重労働タスク AWS を処理したいと考えています。

• 可用性の高いデータベースソリューションが必要であり、データベースミラーリング、フェイル
オーバークラスター、またはフェイルオーバー常時オン可用性グループを手動で設定して管理しな
くても、Amazon RDS が提供するプッシュボタン式の同期マルチ AZ レプリケーションを活用し
たいと考えています。

• 多額の先行投資を行うのではなく、SQL Server ライセンスの料金をインスタンスコストの一部と
して 1 時間単位で支払う必要があります。

• データベースのサイズと IOPS のニーズは、Amazon RDS for SQL Server) でサポートされていま
す。現在の最大制限については、 AWS ドキュメントの「Amazon RDS DB インスタンスストレー
ジ」を参照してください。

• データベースのバックアップやポイントインタイムリカバリを管理する必要はありません。

• 日常的なデータベース管理ではなく、パフォーマンスチューニングやスキーマの最適化などの高レ
ベルのタスクに集中したい場合。

• ライセンスの複雑さを気にせずに、ワークロードパターンに基づいてインスタンスタイプをスケー
ルアップまたはスケールダウンしたいと考えている場合。

データベースとプロジェクトの要件を評価した後、Amazon RDS for SQL Server への移行を決定し
た場合は、以下のセクションに記載されている詳細を確認し、このガイドの後半で説明する移行のベ
ストプラクティスを確認してください。

現在サポートされている SQL Server の機能、バージョン、およびオプションについては、 AWS 
ウェブサイトの「Amazon RDS for SQL Server の機能」、このガイドの後半のAmazon EC2 と 
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Amazon RDS の選択」、および AWS ドキュメントの「Amazon RDS 上の Microsoft SQL Server」
を参照してください。Amazon RDS Customに移行する場合は、Amazon RDS Custom for SQL 
Serverの要件と制限を確認してください。

高可用性

Amazon RDS は、マルチ AZ オプションを使用してデプロイされたデータベースの高可用性とフェ
イルオーバーサポートを提供します。マルチ AZ オプションでデータベースをプロビジョニングする
と、Amazon RDS は自動的に別のアベイラビリティゾーンに同期スタンバイインスタンスをプロビ
ジョニングし、維持します。プライマリ・データベースはデータをスタンバイインスタンスに同期
的にレプリケートします。問題が発生した場合、Amazon RDS は異常のあるインスタンスを自動的
に修復し、同期を再確立します。インフラストラクチャに障害またはアベイラビリティーゾーンに障
害が発生した場合、Amazon RDS ではスタンバイインスタンスへの自動フェイルオーバーが実行さ
れます。フェイルオーバーは、スタンバイとプライマリが完全に同期している場合にのみスタートし
ます。エンドポイントはプライマリインスタンスとスタンバイインスタンスで同じままなので、手動
で操作しなくても、フェイルオーバーが完了するとすぐにデータベース運用を再開することができま
す。フェイルオーバー時間は、復旧プロセスの完了までにかかる時間の影響を受けます。大量のトラ
ンザクションがあると、フェイルオーバー時間はより長くなります。

次の図は、Amazon RDS for SQL Server) マルチ AZ 配置オプションを示しています。
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マルチ AZ 設定で SQL Server をセットアップすると、Amazon RDS は、デプロイする SQL Server 
のバージョンに基づいて、データベースミラーリングまたは Always On 可用性グループを使用して
スタンバイデータベースインスタンスを自動的に設定します。特定の SQL Server のバージョンとエ
ディションは、Amazon RDS ドキュメントに記載されています。

マルチ AZ 配置では、可用性を高めるため、インスタンスのスケーリングやオペレーティングシステ
ム (OS) のパッチ適用などのシステムアップグレードといったオペレーションは、プライマリインス
タンスの自動フェイルオーバーの前にスタンバイインスタンスで最初に適用されます。

SQL Server のフェイルオーバー最適化により、特定のワークロードでは、特にデータベースミラー
リングデプロイでは、プライマリインスタンスよりもスタンバイインスタンスの I/O 負荷が大きくな
ることがあります。この機能により、スタンバイインスタンスの IOPS が高くなる可能性がありま
す。Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスのストレージタイプと IOPS をプロビジョニング
するときは、プライマリインスタンスとスタンバイインスタンスの両方の最大 IOPS ニーズを考慮す
ることをお勧めします。また、クライアントドライバーがMultiSubnetFailover=Trueをサポー
トしていれば、それを指定してフェイルオーバーの時間を大幅に短縮することもできます。
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制限事項

• マルチ AZ オプションは SQL Server Express とウェブエディションでは使用することができませ
ん。SQL Server Standard と Enterprise エディションでのみ利用可能です。

• データベースの読み取りアクティビティを受け入れるように、セカンダリ DB インスタンスを設定
することはできません。

• クロスリージョンマルチ AZ はサポートされていません。

• Amazon RDS では、スタンドアロン DB インスタンスに停止コマンドを発行し、インスタンスを
停止状態に保つことで、コンピューティング料金が発生しないようにすることができます。マルチ 
AZ 設定の Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスは停止できません。代わりに、インスタ
ンスを終了し、終了前に最終スナップショットを作成し、必要なときにそのスナップショットから
新しい Amazon RDS インスタンスを再作成することができます。または、マルチ AZ 設定を先に
削除してからインスタンスを停止することもできます。7 日後、停止したインスタンスは再起動さ
れ、保留中のメンテナンスを適用できるようになります。

その他の制限事項については、Amazon RDS ドキュメントの Microsoft SQL Server マルチ AZ 配置
の注意事項と推奨事項を参照してください。

リードレプリカ

リードレプリカはスケーラビリティとロードバランサーを実現します。SQL Server リードレプリカ
は、Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスの物理コピーであり、読み取り専用に使用されま
す。Amazon RDS は、読み取り専用のワークロードをリードレプリカ DB インスタンスにオフロー
ドすることで、プライマリ DB インスタンスの負荷を軽減します。プライマリ DB インスタンスに対
して行った更新は、リードレプリカに非同期的にコピーされます。

リードレプリカを作成すると、Amazon RDS によりソースインスタンスのスナップショットが作成
され、リードレプリカ にスナップショットが転送されます。リードレプリカの作成と削除中に障害
が発生することはありません。Amazon RDS for SQL Server では、メンテナンスウィンドウに関係
なく、リードレプリカがアップグレードされた後すぐにプライマリデータベースがアップグレードさ
れます。すべてのリードレプリカには、リードレプリカデータベースへの接続に使用する個別のエン
ドポイントが付属しています。

Amazon RDS for SQL Server では、Always On 可用性グループを設定し、プライマリ DB インスタ
ンスとそのリードレプリカ間の安全なネットワーク接続を維持することで、リードレプリカの作成が
簡単にできます。
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リードレプリカは、プライマリデータベースと同じ AWS リージョン、または別の リージョンで設
定できます。1 つのソース DB インスタンスから最大 5 つのリードレプリカを作成できます。

Note

リードレプリカは、次の SQL Server のバージョンとエディションでのみ使用できます。

• SQL Server 2017: Enterprise Edition 14.00.3049.1 以降

• SQL Server 2016 Enterprise Edition 13.00.5216.0 以降

マルチ AZ 環境のデータベースミラーリングをサポートする SQL Server のバージョンとエ
ディションには、リードレプリカはありません。

次の図は、同じ AWS リージョン内の別のアベイラビリティーゾーンにリードレプリカがあるマルチ 
AZ 環境の Amazon RDS for SQL Server DB インスタンスを示しています。すべての AWS リージョ
ンが 3 つ以上のアベイラビリティーゾーンを提供しているわけではないため、この戦略を採用する
前に、使用する予定のリージョンを確認する必要があります。

SQL Server のリードレプリカでは書き込み操作はできません。リードレプリカを昇格させて書き込
み可能にすることができます。いったんプロモートすると、リードレプリカに戻すことはできませ
ん。元のプライマリデータベースインスタンスとは関係のない単一のスタンドアロン DB インスタ
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ンスになります。昇格したリードレプリカのデータは、昇格をリクエストされた時点までのソース 
DB インスタンスのデータと一致します。ソース DB インスタンスとそのすべてのリードレプリカの 
SQL Server DB エンジンバージョンは同じである必要があります。

効率的なレプリケーションを行うには、次の手順をお勧めします。

• 各リードレプリカに、ソース DB インスタンスと同じコンピューティングリソースとストレージリ
ソースを設定します。

• 最初に、バックアップ保持期間を 0 以外の値に設定することで、ソース DB インスタンスで自動
バックアップを有効にする必要があります。

• ソース DB インスタンスは、AlwaysOn 可用性グループ (AG) を持つマルチ AZ 配置である必要が
あります。

SQL Server のバージョンサポート、エディション、制限については、Amazon RDS ドキュメントの 
「SQL Server でのリードレプリカの制限」を参照してください。

リードレプリカの使用の詳細については、 AWS ドキュメントの「リードレプリカの使用」およ
び「Amazon RDS の SQL Server リードレプリカの使用」を参照してください。データ転送料金の
詳細については、「Amazon RDS の料金」を参照してください。

ディザスタリカバリ

Amazon RDS for SQL Server を使用すると、信頼性の高いクロスリージョンディザスタリカバリ 
(DR) 戦略を構築することができます。DR ソリューションを作成する主な理由は、事業継続性とコ
ンプライアンスです。

• 効果的な DR 戦略は、壊滅的な事態が発生してもシステムを最小限に、またはまったく中断せずに
稼働させ続けるのに役立ちます。信頼性が高く効果的なクロスリージョン DR 戦略があれば、リー
ジョン全体がオフラインになっても事業を継続することができます。

• クロスリージョン DR ソリューションは、監査とコンプライアンスの要件を満たすのに役立ちま
す。

目標復旧時点 (RPO)、目標復旧時間 (RTO) とコストは、DR 戦略を策定する際に考慮すべき 3 つ
の重要な指標です。クロスリージョンレプリカを提供するその他のオプションについては、AWS 
Marketplaceを参照してください。これらのアプローチの詳細については、 AWS データベースブ
ログの「Amazon RDS for SQL Server のクロスリージョンディザスタリカバリ」を参照してくださ
い。
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Amazon RDS Custom for SQL Server

サードパーティアプリケーションのカスタマイズ要件のために Amazon RDS などの完全マネージド
型サービスへの移行ができない場合は、SQL Server 用 Amazon RDS Custom に移行することができ
ます。依存型アプリケーションを利用するために、データベースと基盤となるオペレーティングシス
テムの管理者権限を保持することが必要な場合、Amazon RDS Custom が適しています。

Amazon RDS Custom for SQL Server

Amazon RDS Custom for SQL Server は、次の場合に適した移行オプションです。

• 基盤となる OS とデータベース環境へのアクセスを必要とするレガシー、カスタム、およびパッ
ケージアプリケーションを有している場合。

• ベンダーベースのアプリケーションデプロイ要件を満たすには、管理ユーザーアクセスが必要で
す。

• このアクセス権により、設定の構成、パッチのインストール、ネイティブ機能の有効化を行って、
依存型アプリケーションの要件を満たすために、基盤となる OS にアクセスする必要がある場合。

• データベースやアプリケーションのニーズに合わせて、データベース環境にアクセスしてカスタマ
イズしたい場合 (カスタムデータベースパッチを適用したり OS パッケージを変更したりする)。

仕組み

Amazon RDS Custom for SQL Server を使用するには、Amazon RDS Custom for SQL Server ドキュ
メントの要件を確認してください。Amazon RDS のドキュメントで説明されているように、Amazon 
RDS Custom for SQL Server の環境を設定する必要があります。環境を設定したら、以下の図に示
す手順に従ってください：

1. Amazon RDS Custom が提供するエンジンバージョンから、RDS Custom for SQL Serverの DB イ
ンスタンスを作成します。

Amazon RDS Custom for SQL Server は現在、ドキュメントに記載済みのサポートされている DB 
インスタンスクラスで SQL Server 2019、SQL Server 2022、Windows 2019 をサポートしていま
す。詳細については、「RDS Custom for SQL Server DB インスタンスの起動と停止」を参照して
ください。

2. アプリケーションを Amazon RDS Custom DB インスタンスエンドポイントに接続します。
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詳細については、 AWS Systems Managerを使用して「RDS カスタム DB インスタンスに接続す
る」、および「RDP を使用して RDS カスタム DB インスタンスに接続する」を参照してくださ
い。

3. (オプション) ホストにアクセスしてソフトウェアをカスタマイズします。

4. Amazon RDS Custom オートメーションによって生成された通知とメッセージをモニタリングし
ます。

これらのステップの詳細については、Amazon RDS Custom ドキュメントを参照してください。

Amazon RDS Custom はマネージドデータベースサービスであり、クラウドｄえのデータベースの
セットアップ、運用、スケーリングを自動化し、基盤となるオペレーティングシステムおよびデータ
ベース環境へのアクセスを許可します。Amazon RDS Custom for SQL Server では、ソフトウェアを
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インストールして、カスタムアプリケーションとエージェントを実行できます。ホストへの特権アク
セス権があるため、レガシーアプリケーションをサポートするためにファイルシステムを変更できま
す。Amazon RDS Custom DB インスタンスで、カスタムデータベースパッチを適用したり OS パッ
ケージを変更したりできます。

インスタンスをカスタマイズする場合は、Amazon RDS Custom の自動化を最大 24 時間一時停止
し、カスタマイズ作業が完了したら再開ができます。自動化を一時停止することで、Amazon RDS 
の自動化がカスタマイズに直接干渉するのを防ぐことができます。

自動化を再開すると、サポート範囲によって、データベースまたはオペレーティングシステム環境
のカスタマイズが Amazon RDS Custom 自動化に干渉するのか、それとも中断するのかが決まりま
す。Amazon RDS Custom は、変更によって DB インスタンスがサポート範囲外にならない限り、ホ
ストとデータベース環境のカスタマイズをサポートします。サポート範囲のチェックはデフォルト
で 30 分ごとに実行され、スナップショットの削除や DB インスタンスをモニタリングする Amazon 
RDS Custom エージェントのアンインストールなどのイベントの後にも行われます。Amazon RDS 
Custom エージェントは Amazon RDS Custom 機能を確保するための重要なコンポーネントです。
エージェントをアンインストールすると、Amazon RDS Custom は 1 分後にサポート境界チェック
を実行し、DB インスタンスをサポート境界外に移動します。

Amazon RDS Custom for SQL Server 用の Amazon RDS DB インスタンスを設定すると、ソフト
ウェアライセンス込みのインスタンスとなります。つまり、SQL Server のライセンスを別途購入す
る必要はありません。ライセンスの詳細については、AWS サービス条件のセクション10.5を参照し
てください。アクティブな AWS プレミアムサポートアカウントをお持ちの場合は、Amazon RDS 
Custom for SQL Server 固有の問題の AWS プレミアムサポートにお問い合わせください。

Amazon RDS Custom for SQL Server は、限られた DB インスタンスクラスの限られた選択 AWS 
リージョン と でサポートされています。これらおよびその他の制限事項については、Amazon RDS 
Custom for SQL Server ドキュメントの要件と制限事項のページを参照してください。

オンプレミス SQL Server データベースがある場合は、Amazon RDS ドキュメントで説明されて
いるプロセスに従って、ネイティブのバックアップまたは復元ユーティリティを使用して Amazon 
RDS Custom for SQL Server に移行することができます。

詳細については、次のリソースを参照してください。

• 新規 – Amazon RDS Custom for SQL Server が一般公開 (AWS ニュースブログ)

• Amazon RDS Custom for SQL Server と Amazon RDS for SQL Server 間の SQL Server レプリ
ケーションを設定する (AWS データベースブログ)
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• カスタムログ配信を使用してオンプレミスまたは Amazon EC2 SQL Server から Amazon RDS for 
SQL Server への移行を自動化する (AWS データベースブログ)

• Amazon RDS Custom for SQL Server で Always On 可用性グループを使用して高可用性を設定す
る (AWS データベースブログ)

• CloudFormation テンプレートを使用して Amazon RDS Custom for SQL Server の使用を開始する 
(ネットワーク設定) (AWS データベースブログ)

• 分散可用性グループを使用してオンプレミスの SQL Server ワークロードを Amazon RDS Custom 
for SQL Server に移行する (AWS データベースブログ)

• Amazon RDS Custom for SQL Server で Bring Your Own Media (BYOM) を使用して SQL Server 
のコストを最適化する (AWS データベースブログ)

Amazon EC2 for SQL Server セクション

Amazon EC2 は、自己管理 SQL Server データベースをサポートしています。つまり、インフラス
トラクチャとデータベース環境のセットアップを完全に制御することができます。Amazon EC2 で
データベースを実行することは、独自のサーバーでデータベースを実行することとよく似ていま
す。データベースとオペレーティングシステムレベルのアクセスを完全に制御できるため、選択した
ツールを使用して、オペレーティングシステム、データベースソフトウェア、パッチ、データ複製、
バックアップ、および復元を管理することができます。この移行オプションでは、 AWS アーキテク
チャのベストプラクティスに基づいて、EC2 インスタンス、ストレージボリューム、スケーラビリ
ティ、ネットワーク、セキュリティなど、すべてのコンポーネントを設定、設定、管理、調整する
必要があります。同じリージョンまたは異なる AWS リージョンのインスタンス間でのデータレプリ
ケーションとリカバリは、お客様の責任となります。

Amazon EC2 を選ぶタイミング

Amazon EC2 は、以下の場合に SQL Server データベースの移行オプションとして適しています。

• データベースを完全に制御し、基盤となるオペレーティングシステム、データベースのインストー
ル、設定にアクセスする必要があります。

• バックアップとリカバリ、オペレーティングシステムとデータベースへのパッチ適用、オペレー
ティングシステムとデータベースパラメータの調整、セキュリティの管理、高可用性またはレプリ
ケーションの設定など、データベースを管理したい場合。

• Amazon RDS が現在サポートしていない機能やオプションを使いたい場合。詳細について
は、Amazon RDS ドキュメントの「サポートされていない機能とサポートが制限されている機
能」を参照してください。
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• Amazon RDS でサポートされていない特定の SQL Server バージョンが必要です。サポートされ
ているバージョンとエディションのリストについては、Amazon RDS ドキュメントの 「Amazon 
RDS での SQL Server バージョン」を参照してください。

• データベースのサイズとパフォーマンス要件は、現在の Amazon RDS for SQL Server サービスを
超えています。詳細については、Amazon RDS ドキュメントの「Amazon RDS DB インスタンス
ストレージ」を参照してください。

• アプリケーションに適合しない可能性がある自動ソフトウェアパッチは避けたいです。

• Amazon RDS for SQL Server のライセンス込みモデルを使用する代わりに、独自のライセンスを
持参する必要があります。

• 現在の制限よりも高い IOPS とストレージ容量を実現したい場合。詳細については、Amazon RDS 
ドキュメントの「Amazon RDS DB インスタンスストレージ」を参照してください。

Amazon EC2 で現在サポートされている SQL Server の機能とバージョンのリストについては、この
ガイドの後半にある「Amazon EC2 と Amazon RDS から選択する」を参照してください。

高可用性

Amazon EC2 上の SQL Server データベースでは、SQL Server がサポートする任意のレプリケー
ションテクノロジーを使用して、高可用性、データ保護、およびディザスタリカバリを実現すること
ができます。一般的なソリューションには、ログ配布、データベースミラーリング、Always On 可
用性グループ、Always On フェイルオーバークラスターインスタンスなどがあります。

次の図は、1 つの AWS リージョン内の複数のアベイラビリティーゾーンで Amazon EC2 で SQL 
Server を使用する方法を示しています。プライマリデータベースは読み書き可能なデータベースで
あり、セカンダリデータベースは高可用性のためにログシッピング、データベースミラーリング、
またはAlways On可用性グループによって設定されます。プライマリデータベースからのトランザ
クションデータはすべて転送され、ログ配布の場合は非同期でセカンダリデータベースに適用で
き、Always On 可用性グループとミラーリングの場合は非同期で適用できます。
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ログ配布

ログ配布では、プライマリデータベースインスタンスから別の DB インスタンスにある 1 つ以上の
セカンダリデータベース(ウォームスタンバイとも呼ばれる)にトランザクションログのバックアップ
を自動的に送信できます。ログ配布では、SQL Server エージェントジョブを使用して、トランザク
ションログバックアップのバックアップ、コピー、適用を自動化します。ログ配布は一般的にディ
ザスタリカバリ機能と考えられていますが、プライマリ DB インスタンスに障害が発生した場合に
セカンダリ DB インスタンスを昇格できるようにすることで、高い可用性を実現することもできま
す。RTO と RPO に柔軟性がある場合や、データベースがそれほどミッションクリティカルではな
いと考えられる場合は、ログ配布を使用して SQL Server データベースの可用性を高めることを検討
してください。

ログ配布では、必要に応じてプライマリデータベースの読み取り専用コピーとして使用できるセカン
ダリデータベースにアクセスできるようになるため、データベースの可用性が向上されます。セカン
ダリ・データベースに変更が反映される前に、プライマリ・データベースで誤って変更されたデー 
タをリカバリできる遅延時間 (より長い遅延時間) を設定することができます。

プライマリ DB インスタンスとセカンダリ DB インスタンスを別々のアベイラビリティーゾーンで実
行し、モニタリングインスタンスをデプロイしてログ配布の詳細をすべて追跡することをお勧めし
ます。ログ配布グループのバックアップ、コピー、復元、または障害イベントは、モニターインス
タンスから利用できます。ログ配布設定は、プライマリサーバーからセカンダリサーバーに自動的に
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フェールオーバーされません。ただし、プライマリーデータベースが利用できなくなった場合、どの
セカンダリーデータベースも手動でオンラインにすることができます。

ログ配布はディザスタリカバリソリューションとしてよく使用されますが、アプリケーションの要件
によっては高可用性ソリューションとしても使用できます。ログ配布は次の場合に使用します。

• RTO と RPO の要件は柔軟に設定することができます。ログ配布は RPO を数分、RTO を数分か
ら数時間で提供します。

• セカンダリデータベースへの自動フェイルオーバーは必要ではありません。

• セカンダリデータベースからデータを読みたい場合、リストア操作中に読み取り可能である必要は
ありません。

MARS の詳細については、 Microsoft SQL Server のドキュメントを参照してください。

データベースのミラーリング

データベースミラーリングは EC2 インスタンス上にあるデータベースを、完全またはほぼ完全な読
み取り専用コピー (ミラー) を別の DB インスタンスに提供します。Amazon RDS はデータベースミ
ラーリングを使用して、Amazon RDS for SQL Server のマルチ AZ サポートを提供しています。こ
の機能により、データベースの可用性と保護が向上し、アップグレード中もデータベースを使用可能
な状態に保つメカニズムが提供されます。

Note

Microsoft のドキュメントによると、データベースミラーリングはSQL Serverの将来のバー
ジョンで削除される予定です。代わりに Always On可用性グループを使用するよう計画して
ください。

データベースミラーリングでは、SQL サーバーは次の 3 つの役割のいずれかを担うことができま
す。

• プライマリ読み取り/書き込みバージョンのデータベースをホストするプリンシパルサーバー。

• プリンシパルデータベースのコピーをホストするミラーサーバー。

• オプションの監視サーバー。このサーバーは高安全モードでのみ使用可能です。データベースミ
ラーの状態をモニタリングし、プライマリデータベースからミラーデータベースへのフェイルオー
バーを自動化します。
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プリンシパルサーバーとミラーサーバーの間でミラーリングセッションが確立されます。ミラーリン
グ中、プリンシパルデータベースで行われたすべてのデータベース変更は、ミラーデータベースでも
実行されます。データベースミラーリングは、同期操作でも非同期操作でもかまいません。これは、
高安全モードと高性能モードという 2 つのミラーリング動作モードによって決まります。

• 高安全モード:このモードは同期操作を使用します。このモードでは、データベースミラーリング
セッションは、挿入、更新、削除操作をプリンシパルデータベースからミラーデータベースにで
きるだけ早く同期します。データベースが同期されるとすぐに、トランザクションはプリンシパル
データベースとミラーデータベースの両方でコミットされます。ミラーデータベースが同じまたは
異なるアベイラビリティーゾーンにあるが、同じ AWS リージョン内でホストされている場合は、
このオペレーションモードを使用することをお勧めします。

• 高性能モード:このモードでは、非同期オペレーションを使用します。このモードでは、データ
ベースミラーリングセッションは挿入、更新、削除操作をプリンシパルデータベースからミラー
データベースに同期しますが、プリンシパルデータベースがトランザクションをコミットしてから
ミラーデータベースがトランザクションをコミットするまでに時間差が生じることがあります。ミ
ラーデータベースが異なる AWS リージョンにある場合は、このモードを使用することをお勧めし
ます。

データベースミラーリングは次の場合に使用します。

• RTO と RPO の要件が厳しく、プライマリデータベースとセカンダリデータベース間の遅延が
あってはなりません。データベースミラーリングでは、RPO は 0 秒 (同期コミットの場合)、数秒
から数分の RTO を提供する。

• セカンダリデータベースから読み取る必要はありません。

• ミラーリング監視サーバーが同期モードに設定されている場合は、自動フェイルオーバーを実行し
たい場合。

• 推奨オプションである Always On 可用性グループは使用できません。

機能制限:

• 1 対 1 のフェイルオーバーのみがサポートされます。複数のデータベース宛先をプライマリデータ
ベースと同期させることはできません。

MARS の詳細については、 Microsoft SQL Server のドキュメントを参照してください。
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Always On 可用性グループ

SQL Server Always On 可用性グループは、SQL Server データベースの高可用性とディザスタリカ
バリソリューションを提供します。可用性グループは、フェイルオーバーされるユーザーデータベー
スのセットで構成されます。これには、1 セットの読み取り/書き込み可能なプライマリデータベー
スと、複数セット (1 ～ 8) の関連するセカンダリデータベースが含まれます。セカンダリデータベー
スをプライマリデータベース (SQL Server Enterprise エディションのみ) の読み取り専用コピーとし
てアプリケーション層で利用できるようにして、読み取りワークロードのスケールアウトアーキテク
チャを実現することができます。セカンダリデータベースはバックアップ操作に使用することもでき
ます。

SQL Server Always On 可用性グループは、同期コミットモードと非同期コミットモードの両方をサ
ポートしています。同期モードでは、変更がコミットされたり、セカンダリレプリカのログに書き
込まれたりした後に、プライマリレプリカがデータベーストランザクションをコミットします。こ
のモードを使用すると、計画的な手動フェイルオーバーと、レプリカが同期している場合の自動フェ
イルオーバーを実行することができます。同じ環境内の SQL Server インスタンス間で同期コミット
モードを使用できます (たとえば、すべてのインスタンスがオンプレミスであるか、すべてのインス
タンスが にある場合) AWS。

非同期コミットモードでは、プライマリレプリカはセカンダリレプリカを待たずにデータベースト
ランザクションをコミットします。異なる環境にある SQL Server インスタンス間で非同期コミット
モードを使用できます (たとえば、オンプレミスと にインスタンスがある場合) AWS。

Always On 可用性グループは高可用性またはディザスタリカバリに使用することができます。この
方法は次の場合に使用します。

• RTO と RPO の要件は柔軟に設定することができます。Always On 可用性グループでは、RPO は
秒単位、RTO は秒単位から分単位です。

• データベースグループを管理し、フェイルオーバーしたい場合。Always On 可用性グループ
は、SQL Server 2019 の同期コミットモードで 0 ～ 4 個のセカンダリレプリカをサポートしま
す。

• 同期コミットモードでは自動フェイルオーバーを使用したい場合、監視サーバーは必要ではありま
せん。

• セカンダリデータベースから読みたい場合。

• 複数のデータベース宛先をプライマリデータベースと同期したい場合。
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SQL Server 2016 SP1 以降の SQL Server Standard エディションでは、可用性グループごとに 1 つ
の読み取り不可能なセカンダリデータベースとリスナーに基本的な高可用性が提供されます。また、
可用性グループごとに最大 2 つのノードをサポートします。

フェイルオーバー常時稼働のフェールオーバークラスターインスタンス

SQL Server Always On フェイルオーバークラスターインスタンス (FCI) は Windows Server フェイ
ルオーバークラスタリング (WSFC) を使用して、サーバーインスタンスレベルで高可用性を提供し
ます。FCI は SQL Server の単一インスタンスで、複数の WSFC ノードにインストールされます。
これにより、SQL Server のインストール全体にわたって高可用性が実現されます。基盤となるノー
ドでハードウェア、オペレーティングシステム、アプリケーション、またはサービスの障害が発生
した場合、SQL Server インスタンス内のすべてが別の WSFC ノードに移動されます。これには、シ
ステムデータベース、SQL Server ログイン、SQL Server エージェントジョブと、証明書が含まれま
す。

通常、次の場合は Always on 可用性グループよりも FCI の方が適しています。

• エンタープライズエディションの代わりに SQL Server スタンダードエディションを使用していま
す。

• インスタンスごとに多数の小規模データベースがあります。

• SQL Server エージェントのジョブ、ログインなどのインスタンスレベルのオブジェクトを絶えず
変更しています。

に FCIsをデプロイするには、次の 4 つのオプションがあります AWS。

• 永続予約機能を搭載した Amazon EBS Multi-Attach

• Amazon FSx for Windows File Server

• Amazon FSx for NetApp ONTAP

• AWS パートナーからのソリューション

永続予約機能を搭載した Amazon EBS Multi-Attach の使用

Amazon EBS Multi-Attach と NVMe 予約は、Windows Server フェイルオーバークラスターの共有
ストレージとして Amazon EBS io2 ボリュームを使用した SQL Server FCI の作成をサポートしま
す。この機能は、Amazon EBS io2ボリュームを使用してフェイルオーバークラスターを構築でき
るようにすることで、フェイルオーバークラスターのセットアッププロセスを簡素化します。これら
のボリュームは、インスタンスと同じアベイラビリティーゾーンに限りアタッチできます。Amazon 
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EBS io2ボリュームを使用して Windows Server フェイルオーバークラスターをデプロイするには、
最新の AWS NVMe ドライバーを使用する必要があります。

Amazon EBS ボリュームおよびインスタンスストアボリュームは、Nitro ベースのインスタンスで 
NVMe ブロックデバイスとして公開されます。Amazon EBS io2 ボリュームを使用して WSFC お
よび SQL Server FCI を形成する際に設定した SCSI 永続予約機能を使用して AWS NVMe ドライ
バーをインストールする必要があります。

この機能の詳細については、 AWS ブログ記事「How to deploy a SQL Server failover cluster with 
Amazon EBS Multi-Attach on Windows Server」を参照してください。

Amazon FSx for Windows File Server の使用

Amazon FSx for Windows File Server は、フルマネージドの共有ファイルストレージを提供します。
ストレージを 2 つのアベイラビリティーゾーンに同期して自動的に複製し、高可用性を実現しま
す。FSx for Windows File Server ストレージを使用すると、Amazon EC2 での SQL Server の高可用
性デプロイを簡素化および最適化できます。

Microsoft SQL Server を使用すると、通常、WSFC 内の複数のデータベースノードにデプロイさ
れ、各ノードは共有ファイルストレージにアクセスできます。FSx for Windows File Server は、SQL 
Server 高可用性デプロイの共有ストレージとして、アクティブデータファイルのストレージとし
て、および SMB ファイル共有監視として使用できます。

FSx for Windows File Server を使用して SQL Server FCI デプロイの実行の複雑さとコストを削減
する方法については、「Amazon FSx for Windows File Server を使用して Microsoft SQL サーバー
の高可用性デプロイを簡素化する」を参照してください。このブログ記事では、共有ストレージソ
リューションとして Amazon FSx Multi-AZ ファイルシステムを使用して SQL Server FCIs をデプロ
イする手順についてもステップバイステップで説明しています。詳細については、Amazon FSx for 
Windows File Server ドキュメントを参照してください。

Amazon FSx for NetApp ONTAP の使用

Amazon FSx for NetApp ONTAP は、NetApp ONTAP ファイルシステム上に構築された、信頼性が
高く、スケーラブルで、パフォーマンスが高く、機能が豊富なファイルストレージを提供するフルマ
ネージドサービスです。FSx for ONTAP は、NetApp ファイルシステムの使い慣れた機能、パフォー
マンス、機能、および API オペレーションと、フルマネージド AWS サービスの俊敏性、スケーラビ
リティ、およびシンプルさを兼ね備えています。

FSx for ONTAP は、Windows および Linux システムの NFS、SMB、iSCSI プロトコルを介してデー
タへのマルチプロトコルアクセスを提供します。ブログ記事「Amazon FSx for NetApp ONTAP を
使用した SQL Server の高可用性デプロイ」で詳しく説明されているように、可用性が高い SQL 
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Server Always On FCI アーキテクチャを構築できます。FSx for ONTAP は、目標復旧時間 (RTO) と
目標復旧時点 (RPO) の要件を満たすために AWS リージョン 、SQL Server 環境を別の環境にフェイ
ルオーバーする簡単な方法も提供します。詳細については、ブログ記事「FSx for ONTAP を使用し
た SQL Server Always-On フェイルオーバークラスターインスタンスの HA と DR の実装」を参照し
てください。

を使用して SQL Server ソリューションを AWS Launch Wizard にデプロイし AWS、Always On 可
用性グループと単一ノードデプロイをサポートすることもできます。Launch Wizard は、FSx for 
ONTAP を共有ストレージとして Amazon EC2 上の SQL Server Always on FCI のデプロイをサポー
トします。このサービスは、複雑な手動デプロイプロセスを、共有ストレージに依存するオンプレ
ミス SQL Server ワークロードの移行を加速するガイド付きコンソールベースのウィザードに置き
換えることで、時間と労力を節約します。Launch Wizard が数時間で SQL Server FCIs「Simplify 
SQL Server Always On deployments with AWS Launch Wizard and Amazon FSx」を参照してくださ
い。Launch Wizard は、共有ストレージソリューションとして Amazon FSx for Windows File Server
を使用することで、SQL Server Always On FCI のデプロイもサポートしています。

AWS パートナーからのソリューションの使用

• SIOS DataKeeper は、 AWS リージョン および アベイラビリティーゾーン間で高可用性クラス
ターフェイルオーバーサポートを提供します。SIOS DataKeeper は AWS Marketplace で利用でき
ます。

• DH2i の DxEnterprise により、Kubernetes の SQL Server 可用性グループの完全自動フェイルオー
バーと、Windows および Linux の統合インスタンスフェイルオーバーが可能になります。D2HI は
AWS Marketplace で使用できます。

FSx for Windows File Server

FSx for Windows File Server は、SMB (Server Message Block) プロトコルを使用してアクセス可
能な、フルマネージド、高信頼性、スケーラブルなファイルストレージを提供します。Windows 
Server 上に構築されており、ユーザークォータ、エンドユーザーファイルの復元、Microsoft Active 
Directory (AD) 統合など、さまざまな管理機能を備えています。シングル AZ とマルチ AZ 配置オ
プション、完全マネージド型バックアップ、保管中および転送中のデータの暗号化が可能です。ソ
リッドステートドライブ (SSD) とハードディスクドライブ (HDD) のストレージオプションを使用
すると、ワークロードのコストとパフォーマンスを最適化することができます。また、ストレージ
をスケールしたり、ファイルシステムのスループットパフォーマンスをいつでも変更したりできま
す。Amazon FSx ファイルストレージは、Windows、 で実行されている Linux コンピューティング
インスタンス AWS、およびオンプレミスからアクセスできます。
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Amazon FSx では、継続的可用性 (CA) ファイル共有と小規模なファイルシステムをサポートしてい
るため、高可用性 SQL Server デプロイ用の共有 Windows ストレージを簡単にデプロイできます。
このオプションは次のようなユースケースに適しています。

• WSFC インスタンス内の SQL Server ノードが使用する共有ストレージとして使用することができ
ます。

• WSFC を使用する任意の SQL Server クラスターで使える SMB ファイル共有ウィットネスとして
使用することができます。

Amazon FSx は、ファイルシステムあたり最大 2 GB/秒のベースラインスループット、数十万 
IOPS、および安定したサブミリ秒のレイテンシーにより、高速なパフォーマンスを実現します。

SQL インスタンスに適切なパフォーマンスを提供するために、ファイルシステムのサイズに関係な
くスループットレベルを選択することができます。スループットキャパシティでは、アクセスする 
SQL Server インスタンスにファイルサーバーが提供できる IOPS が高くなります。

ストレージ容量によって、保存できるデータ量だけでなく、そのストレージで実行できる IOPS の数
も決まります。各ギガバイトのストレージは 3 IOPS です。各ファイルシステムのサイズは最大 64 
TB までプロビジョニングすることができます。

SQL Server の高可用性デプロイの複雑さとコストを削減するために Amazon FSx を設定および使用
する方法については、 AWS Storage ブログの「Simplify your Microsoft SQL Server high availability 
deployments using FSx for Windows File Server」を参照してください。新しい CA 共有の作成の詳
細については、FSx for Windows File Server のドキュメントを参照してください。

ディザスタリカバリ

多くの組織が SQL Server データベースに高可用性を実装していますが、真の IT レジリエンスを必
要とする組織にとっては、それだけでは十分ではありません。ミッションクリティカルなデータベー
スのデータ損失やダウンタイムを回避するために、ディザスタリカバリソリューションを実装する
ことをお勧めします。SQL Server のデプロイにマルチリージョンのディザスタリカバリアーキテク
チャを採用すると、次のことが実現できます。

• 事業継続性の実現

• 地理的に分散した顧客ベースのレイテンシーの改善

• 監査や規制の要件を満たす
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ディザスタリカバリのオプションには、ログ配信、Always On 可用性グループ、Amazon S3 に保存
され、リージョン間でレプリケートされる Amazon EBS スナップショット、Always On 可用性グ
ループと組み合わせた Always On フェイルオーバークラスターインスタンス (FCIs)、分散可用性グ
ループなどがあります。 Amazon S3 AWS

分散可用性グループ

分散可用性グループを使用するアーキテクチャは、複数リージョンの SQL Server のデプロイに最適
なアプローチです。分散可用性グループは、2 つの別々の可用性グループにまたがる特殊な種類の
可用性グループです。複数の可用性グループのうちの 1 つの可用性グループと考えることができま
す。基盤となる可用性グループは 2 つの異なる WSFC クラスターで構成されます。

分散可用性グループは疎結合されているため、単一の WSFC クラスターを必要とせず、SQL Server 
によって管理されます。WSFC クラスターは個別に管理され、送信は主に 2 つの可用性グループ間
で非同期で行われるため、別のサイトでのディザスタリカバリ設定が容易です。各可用性グループの
プライマリレプリカは、独自のセカンダリレプリカを同期します。

分散可用性グループでは、現時点では手動フェイルオーバーのみがサポートされています。データが
失われないようにするには、グローバルプライマリデータベース(つまり、プライマリ可用性グルー
プのデータベース) のすべてのトランザクションを停止します。次に、分散可用性グループを同期コ
ミットに設定します。

VMware Cloud on AWS for SQL Server

注意

2024 年 4 月 30 日現在、VMware Cloud on AWS は AWS またはそのチャネルパートナーに
よって再販されなくなりました。サービスは Broadcom を通じて引き続き提供されます。詳
細については、 AWS 担当者にお問い合わせください。

VMware Cloud on AWS は、 AWS と VMware が共同で開発した統合クラウドサービスです。SQL 
Server は VMware Cloud on AWSと簡単に統合することができます。この移行オプションにより、仮
想化への既存の投資を基盤に構築することができます。

VMware Cloud on には、 AWS 時間単位、オンデマンドベース、またはサブスクリプション形式で
アクセスできます。vSphere Hypervisor (ESXi)、仮想 SAN (vSAN)、NSX ネットワーク仮想化プ
ラットフォームなど、データセンターで実行しているのと同じコア VMware テクノロジーが組み込
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まれており、SQL Server データベースを効率的かつシームレスに管理できるように設計されていま
す。VMware Cloud on AWS では、SQL Server データベースのストレージ、コンピュート、および
メモリを数分でスケールするすることできます。

VMware Cloud on は物理ハードウェア上で直接 AWS 実行されますが、 AWS セキュリティファース
トのインフラストラクチャモデルをサポートするように設計されたネットワークとハードウェアの機
能を活用します。つまり、VMware 仮想化スタックは、ネストされた仮想化を使用せずに AWS イン
フラストラクチャ上で実行されます。

VMware Cloud on AWS を使用すると、SQL Server データベースのワークロードを簡単にセッ
トアップ、スケーリング、運用できます AWS。高可用性ソリューションを提供し、オンプレミ
スの Active Directory と統合して、 AWS Directory Service for Microsoft Active Directory や AD 
Connector、Amazon Route 53、Amazon CloudWatch、Amazon S3 などの AWS サービスへのアク
セスを提供します。バックアップを Amazon S3 に保存し、ディザスタリカバリプロセスをモダナイ
ズおよび簡素化することができます。

VMware Cloud on を選択するタイミング AWS

VMware Cloud on AWS は、SQL Server データベースのオプションです。

• SQL Server データベースは、すでに vSphere 仮想化環境のオンプレミスデータセンターで実行さ
れています。

• 多数のデータベースをお持ちで、以下の理由でクラウドへの迅速な移行が必要な場合 (例えば、わ
ずか数時間) 、移行チームが追加作業を行う必要必要なく移行できます。

• データセンターの拡張。仮想デスクトップを実行したり、アプリケーションを公開したり、開
発/テスト環境を提供したりするには、オンデマンドの容量が必要です。

• ディザスタリカバリ 新しいディザスタリカバリシステムをセットアップしたい、あるいは既存
のシステムを置き換えたい場合。

• クラウド移行 データセンター全体をクラウドに移行したい、インフラストラクチャを更新した
い場合。

SQL Server データベースが 80K を超える IOPS を必要とする場合は、vSAN を使用することができ
ます。

詳細については、 AWS ニュースブログの「In the Works – VMware Cloud on AWS」および AWS 
ウェブサイトの「Deploy Microsoft SQL Server on VMware Cloud on AWS」を参照してください。
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異種混在データベースの移行
のようなオープンソースデータベースやクラウドコンピューティングプラットフォームのイノベー
ションと改善により AWS、多くの組織は SQL Server などの独自の (オンライントランザクション処
理または OLTP) データベースエンジンからオープンソースエンジンに移行しています。SQL Server 
データベースはどの組織にとってもミッションクリティカルなシステムですが、特定のベンダーに縛
られることはリスクとコストのかかる状況です。運用コストが低く、ライセンス料がかからないこと
が、基盤となるデータベーステクノロジをオープンソースまたは AWS クラウドネイティブのデータ
ベースに切り替えることを検討する説得力のある理由です。

SQL Server から移行するその他の理由としては、ベンダーロックイン期間、ライセンス監査、高
額なライセンス、コストなどがあります。このため、多くの組織が AWSへの移行時に SQL Server 
データベースをオープンソースデータベース (PostgreSQL、MySQL、MariaDB など) や AWS クラウ
ドネイティブデータベース (Amazon Aurora や Amazon DynamoDB など) に移行することを選択し
ています。

SQL Server データウェアハウスデータベースを、高速でフルマネージド型のクラウドデータウェ
アハウスである Amazon Redshift に移行することもできます。Amazon Redshift はデータレイクと
統合され、他のどのデータウェアハウスよりも最大 3 倍速いパフォーマンスを提供し、コストは他
のどのクラウドデータウェアハウスよりも最大 75% 低くなります。詳細については、 AWS 「 規
範ガイダンス」ウェブサイトの「 を使用してオンプレミスの Microsoft SQL Server データベースを 
Amazon Redshift に移行する AWS DMS」パターンを参照してください。

オープンソースまたは AWS クラウドネイティブデータベースに移行するには、データの種類、アク
セスモデル、スケーラビリティ、アプリケーションの実用性、複雑さに応じて、適切なデータベース
を選択します。SQL Server から PostgreSQL や他のオープンソースデータベースへの移行は、しば
しば困難で時間がかかり、慎重な評価、計画、テストが必要でした。

このプロセスは AWS Database Migration Service 、(AWS DMS) や AWS Schema Conversion Tool 
(AWS SCT) などのサービスで簡単になります。これにより、最小限のダウンタイム AWS で商用
データベースを のオープンソースデータベースに移行できます。

異種データベースのマイグレーションでは、SQL Server から Aurora へのマイグレーション
や、SQL Server から MariaDB へのマイグレーションのように、ソースデータベースエンジンとター
ゲットデータベースエンジンは異なります。ソースデータベースとターゲットデータベースのスキー
マ構造、データ型、データベースコードはまったく異なる場合があるため、データ移行を開始する
前にスキーマとコードを変換する必要があります。このため、異種移行は 2 ステップのプロセスで
す。

48

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-an-on-premises-microsoft-sql-server-database-to-amazon-redshift-using-aws-dms.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-an-on-premises-microsoft-sql-server-database-to-amazon-redshift-using-aws-dms.html


AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

• ステップ 1. ソーススキーマとコードをターゲットデータベースと一致するように変換します。こ
の変換 AWS SCT には を使用できます。

• ステップ 2. 移行元のデータベースからターゲットデータベースにデータを移行します。このプロ
セス AWS DMS には を使用できます。

AWS DMS は、移行中に主要なデータ型の変換を自動的に処理します。ソースデータベースは 
AWS、 の外部にある独自のオンプレミス、EC2 インスタンスで実行されているデータベース、ま
たは Amazon RDS データベースにすることができます ( ドキュメントの AWS DMS 「データ移行
のソース」を参照）。ターゲットは、Amazon EC2、Amazon RDS、または Aurora のデータベース
にすることができます。MySQL をターゲットデータベースとして使用する方法については、 AWS 
データベースブログの「SQL Server データベースを MySQL 互換データベースエンジンに移行す
る」を参照してください。

異種混在データベースの移行

次の表は、SQL Server から別のデータベースエンジンへの移行に使用できるツールの一覧です。
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移行ツール ターゲットデータベースのサ
ポート

次の用途に使用されます。

AWS SCT Amazon RDS for MySQL

Amazon RDS for PostgreSQL

Amazon Aurora MySQL

Amazon Aurora PostgreSQL

スキーマ変換

AWS DMS Amazon RDS for MySQL

Amazon RDS for PostgreSQL

Amazon Aurora MySQL

Amazon Aurora PostgreSQL

データ移行

Babelfish Amazon Aurora PostgreSQL データアクセスと移行

この後のサブセクションで、各ツールの詳細について説明します。

AWS SCT

AWS Schema Conversion Tool (AWS SCT) は、既存の商用データベーススキーマをオープンソース
エンジンまたは AWS クラウドネイティブデータベースに変換します。 は、ソースデータベースス
キーマと、ビュー、ストアドプロシージャ、関数を含むデータベースコードオブジェクトの大部分
を、ターゲットデータベースと互換性のある形式に自動的に変換することで、異種データベース移行
を予測可能 AWS SCT にします。

データベーススキーマをあるエンジンから別のエンジンに変換するときは、古いデータベースエンジ
ンではなく新しいデータベースエンジンとやり取りするようにアプリケーションの SQL コードも更
新する必要があります。 AWS SCT また、 は SQL コードを C++、C#、Java、またはその他のアプ
リケーションコードで変換します。自動変換できないオブジェクトは、手動変換用に明確にマークさ
れます。 AWS SCT は、アプリケーションのソースコードをスキャンして埋め込み SQL ステートメ
ントを探し、データベーススキーマ変換プロジェクトの一部として変換することもできます。詳細に
ついては、 AWS ドキュメントの「Microsoft SQL Server を のソースとして使用する AWS SCT」を
参照してください。
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AWS DMS

AWS Database Migration Service (AWS DMS) は、データを迅速かつ安全に に移行します AWS。移
行中、ソースデータベースは完全に動作し続け、アプリケーションのダウンタイムを最小限に抑え
ます。 は、ある SQL Server データベースから別の SQL Server データベースへのデータの移行など
の同種移行 AWS DMS をサポートします。また、SQL Server データベースをオープンソースデータ
ベースや AWS クラウドネイティブデータベースに移行するなど、さまざまなデータベースプラッ
トフォーム間の異種移行もサポートします。 は、ソースデータベースで発生したデータ変更をター
ゲットデータベースに自動的にレプリケートするなど、移行プロセスの複雑さ AWS DMS を管理し
ます。データベースの移行が完了すると、ターゲットデータベースは選択した期間だけソースと同
期したままになり、都合の良いタイミングでデータベースを切り替えることができます。詳細につい
ては、 AWS ドキュメントの「Microsoft SQL Server データベースを のソースとして使用する AWS 
DMS」を参照してください。

Babelfish

Babelfishは Amazon Aurora に組み込まれている機能です。Babelfish for Aurora PostgreSQL を使用
すると、Aurora PostgreSQL 互換エディションのデータベースが Microsoft SQL Server 用に作成さ
れたアプリケーションからのコマンドを理解できるようになります。SQL Server の独自の SQL ダ
イアレクトである Transact-SQL (T-SQL) で記述された SQL Server データベースコードを含む SQL 
Server アプリケーションの変更には労力と時間がかかります。Babelfish for Aurora PostgreSQLを
使用すると、このプロセスがよりシンプルで簡単になります。Babelfish を使用すると、アプリ
ケーションコードに変更を加える必要はありません。Babelfish for Aurora PostgreSQL を使用する
と、SQL Server データベースから Amazon Aurora PostgreSQL DB クラスターへの移行が可能で
す。

Babelfish を使用すると、Aurora PostgreSQL は T-SQL を理解し、同じ通信プロトコルをサポートす
るため、データベースドライバーを切り替えたり、アプリケーションクエリを書き換えたりする必要
はありません。元々 SQL Server 用に作成されたアプリケーションが、コードを変更する回数を減ら
して Aurora と連携できるようになりました。これにより、SQL Server 以降で実行されているアプ
リケーションを変更して Aurora に移動するのに必要な労力が軽減され、より迅速でリスクが低く、
コスト効率の高い移行が可能になります。

レガシー SQL Server データベースから移行する場合は、Babelfish を使用して、ネイティブ 
PostgreSQL API を使用して構築した新しい機能と SQL Server コードを並行して実行することがで
きます。Babelfishを使用すると、Aurora PostgreSQL は一般的に使用されている SQL Server ツー
ル、コマンド、およびドライバーと連携できます。
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Babelfish は、ネイティブ PostgreSQL 接続を使用してデータへのアクセスを提供します。デフォル
トでは、Babelfish でサポートされている両方の SQL 言語は、次のポートでネイティブのワイヤプロ
トコルを通じて使用できます。

• SQL Server 言語 (T-SQL)、クライアントはポート 1433 に接続します。

• PostgreSQLg 言語 (PL/pgSQL) ダイアレクト、クライアントはポート 5432 に接続します。

Babelfish は、SQL Server または PostgreSQL ポートからの接続を提供することで、コードを大幅に
書き直すことなく、レガシー SQL Server アプリケーションが Aurora と通信できるようにします。
このアーキテクチャを以下に図で示します。

Aurora クラスターの Babelfish は、Amazon RDS マネジメントコンソールから有効にできます。
手順については、Amazon RDS ドキュメントの「Babelfish for Aurora PostgreSQL クラスターの作
成」を参照してください。

移行の詳細については、Aurora ドキュメントの 「SQL Server データベースから Babelfish for 
Aurora PostgreSQL への移行」を参照してください。

詳細については、次のリソースを参照してください。

• Babelfish for Aurora PostgreSQL の使用を開始する (AWS データベースブログ)

• Babelfish を使用して SQL Server から Amazon Aurora に移行する (AWS データベースブログ)

• SSIS と Babelfish を使用して SQL Server から Aurora PostgreSQL に移行する (AWS データベー
スブログ)

• SSIS パッケージを SQL Server から Babelfish for Aurora PostgreSQL に変更する (AWS データ
ベースブログ)
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• Babelfish for Aurora PostgreSQL に対してSQL Server Reporting Services レポートを実行する
(AWS データベースブログ)

• AWS SCT 評価レポートによる Babelfish 移行の準備 (AWS データベースブログ)

Babelfish 53

https://aws.amazon.com/blogs/database/run-sql-server-reporting-services-reports-against-babelfish-for-aurora-postgresql/
https://aws.amazon.com/blogs/database/prepare-for-babelfish-migration-with-the-aws-sct-assessment-report/


AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

SQL Server のハイブリッド移行シナリオ
SQL Server のワークロードは、 AWSを含むハイブリッド環境で実行することもできます。例え
ば、既にオンプレミスまたは同じ場所にあるデータセンターで SQL Server を実行しているが、 
AWS クラウドを使用してアーキテクチャを強化し、高可用性またはディザスタリカバリソリュー
ションを提供するとします。ハイブリッドソリューションを使用して、長期 SQL Server バック
アップの保存 AWS、移行のロールバック、問題発生時のロールバック、または AWS クラウド内の 
SQL Server Always On 可用性グループを使用したセカンダリレプリカの実行を行うこともできま
す。SQL Server には、高可用性とディザスタリカバリソリューションを提供する複数のレプリケー
ションテクノロジーがあります。

SQL Server データベースを AWS クラウドにバックアップする

Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) を使用すると、クラウドストレージの柔軟性と価格
を活用できます。これにより、SQL Server データベースを安全で、可用性が高く、耐久性と信頼
性の高いストレージシステムにバックアップできます。SQL Server のバックアップを Amazon S3 
に安全に保存することができます。Amazon S3 ライフサイクルポリシーを使用して、バックアップ
を長期間保存することもできます。Amazon S3 では、非常に低コストで大量のデータを保存できま
す。AWS DataSync を使用して、バックアップファイルを Amazon S3 に転送できます。

Storage Gateway を使用して、オンプレミスの SQL Server バックアップとアーカイブデータを 
Amazon S3 または Amazon S3 Glacier に保存できます。キャッシュストレージボリュームを作成
し、オンプレミスのバックアップアプリケーションサーバーから Internet Small Computer System 
Interface (iSCSI) デバイスとしてマウントできます。すべてのデータは SSL AWS 経由で に安全に転
送され、暗号化された形式で Amazon S3 に保存されます。ゲートウェイのキャッシュボリュームを
使用すると、コストのかかるストレージハードウェアをオンプレミスで維持およびスケールするため
の初期費用を節約できます。プライマリデータまたはバックアップをオンプレミスで保持したい場合
は、ゲートウェイのストアボリュームを使用してこのデータをローカルに保存し、データをオフサイ
トで Amazon S3 にバックアップできます。

高可用性およびディザスタリカバリソリューションの拡張

SQL Server のネイティブログ配信機能 AWS を使用して、既存のオンプレミスの高可用性プラク
ティスを拡張し、 でディザスタリカバリソリューションを提供できます。SQL Server トランザク
ションログは、オンプレミスまたは同じ場所にあるデータセンターから、EC2 インスタンスで実行
されている SQL Server インスタンス、または仮想プライベートクラウド (VPC) の Amazon RDS for 
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SQL Server DB インスタンスに転送できます。このデータは、 を使用して専用ネットワーク接続経
由で安全に送信するか Direct Connect、安全な VPN トンネル経由で送信できます。トランザクショ
ンログのバックアップは EC2 インスタンスに送信され、セカンダリデータベースインスタンスに適
用されます。

AWS クラウドを使用して、オンプレミスデータセンターと Amazon EC2 の間で SQL Server Always 
On 可用性グループを使用することで、より高いレベルの高可用性とディザスタリカバリを提供でき
ます。これは、 などの専用ネットワーク接続 AWS を使用してデータセンターを 上の VPC に拡張す
るか Direct Connect、これら 2 つの環境間に安全な VPN トンネルを設定することで実現できます。

SQL Server Always On 可用性グループのハイブリッド実装を計画する際に留意すべき点がいくつか
あります。

• オンプレミス環境と AWS Direct Connect または VPN との間で、安全で信頼性が高く、一貫した
ネットワーク接続を確立します。

• Amazon Virtual Private Cloud (Amazon VPC) サービスは、VPC を作成します。Amazon VPC の
ルートテーブルとセキュリティグループを使用して、2 つの環境間の適切な通信を可能にします。

• ドメインコントローラーを EC2 インスタンスとしてデプロイするか、 AWS Directory Service for 
Microsoft Active Directoryを使用して Active Directory ドメインを VPC に拡張します。Amazon 
RDS for SQL Server AWS Managed Microsoft AD に を使用することもできます。詳細について
は、「 Amazon RDS ドキュメント」を参照してください。

Storage Gateway

Storage Gateway では、Windows の Server Message Block (SMB) 共有を使用してファイルを保存
および取得できます。ストレージゲートウェイをオンプレミスの Active Directory のドメインに結
合させることができます。SQL Server データベースとストレージゲートウェイを同じドメインに置
いておくと、バックアップをローカルに保存してからネットワーク共有にアップロードする代わり
に、SMB ネットワーク共有に直接取り込むことができます。ストレージゲートウェイは S3 バケッ
トを使用するように設定されているため、バックアップはすべての AWSの S3 バケットで利用でき
ます。EC2 インスタンスの SQL Server にバックアップファイルをダウンロードしてデータベースを
復元するか、データベースを Amazon RDS に直接復元できます。

次の図は、Storage Gateway と Amazon S3 を使用してバックアップを保存し、アクセスする方法を
示しています。詳細については、「 Storage Gateway ドキュメント」を参照してください。
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AWS DMS と の使用 AWS SCT

AWS DMS ハイブリッド SQL Server 環境で を使用して、オンプレミスデータベースからクラウ
ドにデータを移行したり、逆にデータを移行したりできます。 AWS DMS で を使用すると、SQL 
Server データベースを MySQL または PostgreSQL に移行できます AWS SCT。移行手順について
は、「AWS SCT ドキュメント」を参照してください。データを移行する前に、他に必要になる可能
性のある手動作業を特定する「移行評価レポート」を実行できます。

継続的なレプリケーション (変更データキャプチャまたは CDC) AWS DMS に を使用することもでき
ます。詳細については、 AWS DMS ドキュメントの「SQL Server ソースからの継続的なレプリケー
ション (CDC) の使用」を参照してください。
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SQL Server データベースのモダナイズ
このセクションでは、Windows オペレーティングシステムから Linux に切り替えて AWS で SQL 
Server のワークロードをモダナイズする方法について説明します。この変更により、システムアー
キテクチャを大幅に変更したり、ユーザーを再トレーニングしたりすることなく、オープンソーステ
クノロジーを活用して Windows のライセンスコストを節約できます。

SQL Server のワークロードを Windows から Linux に移行する

SQL Server 2017 以降、SQL Server は Linux オペレーティングシステム上で実行できるようになり
ました。SQL Server のワークロードを Linux に移行することで、コスト削減とパフォーマンスの向
上の両方を実現できます。

Microsoft Windows で使用している SQL Server の関数、アプリケーション、ステートメント、ス
クリプトのほとんどすべてが Linux でもサポートされています。SQL Server Management Studio 
(SSMS)、SQL Server Data Tools (SSDT)、PowerShell モジュール (sqlps) などのツールを使用し
て、Windows インスタンスから Linux 上の SQL Server を管理することもできます。

次の 3 つのオプションのいずれかを使用して SQL Server のワークロードを Linux に移行できます。

• SQL Server のネイティブバックアップおよび復元特徴量 (「Microsoft SQL Server ドキュメント」
を参照)

• 分散可用性グループ (AWS への移行中にオペレーティングシステムを変更するため )

• Powershell ベースのスクリプトツールである AWS リプラットフォームアシスタント

AWS リプラットフォームアシスタントは、既存の SQL Server のワークロードを Windows から 
Linux オペレーティングシステムに移行するのに役立ちます。ソース SQL Server データベースで
リプラットフォームアシスタントの PowerShell スクリプトを実行すると、Windows インスタンス
はデータベースを暗号化された Amazon S3 ストレージ バケットにバックアップします。次に、
バックアップを EC2 Linux インスタンス上の新規または既存の SQL Server データベースに復元し
ます。ソース SQL Server データベースをオンラインにしたまま、データベースをレプリケートして
アプリケーションをテストできます。テスト後、アプリケーションのダウンタイムをスケジュール
し、PowerShell バックアップスクリプトを再実行して最終的なカットオーバーを実行できます。

リプラットフォームアシスタントの使用方法の詳細については、AWS データベースブログの「オ
ンプレミスの SQL Server Windows ワークロードを Amazon EC2 Linux に移行する」と「 Amazon 
EC2 ドキュメント」を参照してください。
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Linux での高可用性

SQL Server 2017 は Windows と Linux 間の Always On 可用性グループをサポートしており、高可用
性がなくても読み取りスケールのワークロードを作成できます。残念ながら、クロスプラットフォー
ム構成を管理できるクラスター化されたソリューションがないため、Windows と Linux 間で高可用
性を実現することはできません。

Always On 可用性グループで高可用性を実現するには、Windows Server フェイルオーバークラ
スター (WSFC) または Linux 上の Pacemaker の使用を検討してください。このソリューション
は、Windows 上の SQL Server から Linux へ、またはその逆への移行パス、または手動フェイル
オーバーを使用したディザスタリカバリに適しています。このシナリオの詳細については、AWS 
データベースブログの「 Amazon EC2 Windows インスタンスと Amazon Linux インスタンス間の 
Always On 可用性グループのデプロイ」を参照してください。
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AWS SQL Server の起動ウィザード

AWS Launch Wizard は、Amazon EC2 での Microsoft SQL Server のサイズ設定、設定、デプロイ
をガイドするサービスです。Amazon EC2 上での SQL Server のシングルインスタンスと高可用性 
(HA) の両方のデプロイをサポートします。

Launch Wizard は無料サービスです。Amazon EC2、Amazon EBS、Amazon VPC AWS リソースな
ど、アプリケーションを実行するためにプロビジョニングされたリソースに対してのみ料金が発生し
ます。

パフォーマンス、ノード数、Launch Wizard コンソールの接続を含むアプリケーションの要件を入力
します。Launch Wizard は、SQL Server アプリケーションをデプロイして実行する適切な AWS リ
ソースを特定します。また、デプロイにかかる推定コストも表示されるため、リソースを変更して、
更新されたコスト評価をすぐに確認できます。選択内容を確認してデプロイを開始すると、Launch 
Wizard は選択したリソースを数時間以内にプロビジョニングして構成し、完全に機能する SQL 
Server アプリケーションを作成します。Amazon EC2 コンソールから、デプロイされた SQL Server 
アプリケーションにアクセスできます。

SQL Server のLaunch Wizard を使用する利点は以下の通りである：

• シンプルなデプロイ — 要件に基づいて質問に回答 AWS することで、 での SQL Server リソース
のプロビジョニングを簡素化できます。Launch Wizard のデプロイは手動デプロイよりも高速であ
るため、アプリケーションをプロビジョニングして設定する時間がなくなります AWS。

• サイジングとコスト見積もりの自動化 – Launch Wizardには、要件に基づいた組み込みのインスタ
ンス選択機能があります。SQL Server の要件に最も適したインスタンスタイプ、EBS ボリュー
ム、その他のリソースを選択します。Launch Wizard は、 AWS リソースをプロビジョニングする
前にコスト見積もりも提供します。

• 反復可能な自動化テンプレートによる時間の節約 – Launch Wizard によって作成された再利用可能
な CloudFormation テンプレートを使用して SQL Server を再デプロイできます。これらのテンプ
レートはベースラインとなり、時間を節約できます。

Launch Wizard は、次のオペレーティングシステム、SQL Server バージョン、および機能をサポー
トしています。最新情報については、「AWS Launch Wizard ドキュメント」を参照してください。
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Category ユースケースま
たは機能

Launch Wizard 
サポート

Quick Start サ
ポート

Amazon EC2 コ
ンソールのサ
ポート

単一 SQL ノード
デプロイ

はい いいえ はい

HA デプロイ：
Always On 可用
性グループ

はい はい いいえ

HA デプロイ：
FSx for Windows 
File Server によ
る常時稼働のフ 
ェイルオーバー
クラスターイン
スタンス (FCI) 
の導入

はい はい いいえ

HA デプロイ：専
有ホスト

はい はい いいえ

Windows へのデ
プロイ

再利用可能な
コードテンプ
レート

はい はい いいえ

単一 SQL ノード
デプロイ

はい いいえ はい

Ubuntu での HA 
デプロイメント

はい いいえ いいえ

Linux へのデプロ
イ

再利用可能な
コードテンプ
レート

はい いいえ いいえ
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Category ユースケースま
たは機能

Launch Wizard 
サポート

Quick Start サ
ポート

Amazon EC2 コ
ンソールのサ
ポート

インスタンスタ
イプの推奨事項

はい いいえ いいえサイジング

コスト見積もり はい いいえ いいえ

自動的に作
成された 
AWS Systems 
Manager リソー
スグループ

はい いいえ いいえ

ワンクリック 
Amazon SNS 通
知

はい いいえ いいえ

ワンクリッ
ク Amazon 
CloudWatch の
モニタリング

はい いいえ いいえ

既存の Active 
Directory に接続
する (オンプレミ
スとマネージド
の両方)

はい いいえ いいえ

早期の入力検証 はい いいえ いいえ

設定

マネージド IAM 
ポリシー

はい いいえ いいえ

SQL Server Launch Wizard の詳細については、以下を参照してください：

• AWS Launch Wizard for SQL Server のドキュメント
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• AWS Launch Wizard と Amazon FSx を使用して SQL Server Always On デプロイを簡素化するブ
ログ記事

• AWS Launch Wizard による SQL Server Always On デプロイの高速化に関するブログ記事
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Amazon RDS for SQL Server への移行のベストプラクティ
ス

データベースの評価とプロジェクト要件に基づいて、Amazon RDS for SQL Server への移行を目標
としている場合は、このセクションのベストプラクティスに従って、ターゲットデータベースのプロ
ビジョニング、移行の実行、Amazon RDS for SQL Server データベースのテスト、運用、最適化を
行います。

Important

データベースを移行する前に、必ずロールバック計画を立ててください。

Note

Migration Hub Orchestrator を使用すると、ネイティブバックアップと復元を使用して、SQL 
Server データベースを Amazon EC2 または Amazon RDS に移行することを自動化および
オーケストレートできます。詳細については、AWS Migration Hub Orchestrator セクション
を参照してください。

ターゲットデータベースのプロビジョニング

データベース移行戦略の評価、計画、準備が終わったら、Amazon RDS for SQL Server データベー
スをプロビジョニングする際に、以下のベストプラクティスに従ってください：

• CPU、メモリ、IOPS、ストレージタイプの要件に基づいて、Amazon RDS for SQL Server DB 
インスタンスを適切なサイズに設定します。(SQL Server Standard Edition を使用している場合
は、Standard Edition の制限内で CPU とメモリをプロビジョニングします。)

• 正しいタイムゾーンと照合順序を設定します。

• Amazon RDS は、必ず正しい仮想プライベートクラウド (VPC) で起動します。

• 正しいポートと IP アドレスを使用してセキュリティグループを作成します。

• セキュリティのため、プライベートサブネットに Amazon RDS データベースをプロビジョニング
します。
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• 可能であれば、SQL Server インスタンスを最新バージョンの SQL Server でプロビジョニングし
ます。

• Amazon RDS データベースごとに個別のオプショングループとパラメータグループを作成しま
す。

• 移行用のログイン、ユーザー、ロールを収集し、抽出します。

• SQL Server Agent のジョブにメンテナンスや移行が必要なアプリケーションがないか確認しま
す。

ソースデータベースからのバックアップ

SQL Server データベースをAmazon RDS for SQL Server データベースに移行するためのツールは多
数あります。最も一般的な方法は、SQL Server ネイティブのバックアップとリストアを使用するこ
とです。

ダウンタイムが限られている場合は、SQL Server のネイティブバックアップ/リストアと差分バック
アップとログバックアップを併用できます。または、AWS DMS には、フルロード、フルロードと 
CDC、CDC のみという 3 つのオプションがあります。

データ・ダンプ・ファイルを AWS に転送する

• オンプレミス環境と AWS 間の広帯域接続を提供する Direct Connect を使用している場合、SQL 
Server のバックアップをAmazon S3 にコピーし、Amazon S3 統合 を設定することができます。

• Direct Connect で高い帯域幅を確保できない場合は、AWS Snowball Edge を使って大きなデータ
ベースのバックアップファイルを転送します。レプリケーションが必要な場合は、AWS DMS を
使ってデータを転送することもできます。

ターゲットデータベースへのデータの復元

• 非常に大きなデータベースを移行する場合、データのロードを高速化するために、移行中は最初に
大きなAmazon RDS インスタンスタイプ をプロビジョニングすることをお勧めします。

• マルチ AZ を無効にする。(これは移行後に再度有効にすることができます。)

• バックアップの保持を無効にします。(これは移行後に再度有効にすることができます。)

• SQL Server ネイティブのリストア コマンドを使用してデータベースをリストアします。

• ログインとユーザーを作成し、必要に応じて孤立したユーザーを修正します。
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• SQL Server エージェントジョブを作成し、必要に応じてスケジュールを確認します。

移行ステップ

移行が完了すると、以下を行うことができます。

• DB インスタンスを適切なサイズのインスタンスタイプに変更します。

• マルチ AZ とバックアップ保持を有効にします。

• すべてのジョブがセカンダリノード上に作成されていることを確認します (Multi-AZ 構成の場合)。

• Amazon CloudWatch Logs に SQL Server のエラーログとエージェントログを公開
し、CloudWatch を使用してメトリクスを表示したり、アラームを作成したりします。詳細につい
ては、Amazon RDS ドキュメントを参照してください。

• 拡張モニタリング を有効にして、DBインスタンスのメトリクスをリアルタイムで取得します。

• アラート用に Amazon Simple Notification Service (Amazon SNS) のトピックを設定します。

移行のテスト

新しい Amazon RDS for SQL Server データベースに対してアプリケーションを検証するために、以
下のテストを推奨します：

• 機能テストを実施します。

• ソースデータベースとターゲットデータベースの SQL クエリのパフォーマンスを比較し、必要に
応じてクエリを調整します。一部のクエリはターゲットデータベースでは実行速度が遅くなる場合
があるため、ソースデータベースで SQL クエリのベースラインを取得することをお勧めします。

概念実証 (POC) 段階でさらに検証を行うには、以下の補足テストを行うことをお勧めします：

• パフォーマンステストを実行して、ビジネス上の期待に応えていることを確認します。

• データベースのフェイルオーバー、リカバリ、復元をテストして、RPO と RTO の要件を満たし
ていることを確認します。

• 重要なジョブとレポートをすべて一覧表示し、Amazon RDS で実行して、サービスレベル契約 
(SLA) に照らしてパフォーマンスを評価します。
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Amazon RDS データベースの運用と最適化

データベースが AWS 上にある場合、クラウドにおける監視、アラート、バックアップ、高可用性な
どの分野でベスト・プラクティスに従っていることを確認する必要があります。例：

• CloudWatch モニタリングをセットアップし、詳細モニタリングを有効にします。

• Amazon RDS Performance Insights や、SentryOne やFoglight for SQL Server のようなサードパー
ティ製の監視ソリューションを使ってデータベースを監視します。

• SNS トピックを使用してアラートを設定します。

• 「AWS Backup」 またはネイティブ SQL Server バックアップを使用して自動バックアップを設定
し、Amazon S3 にコピーします。

• 可用性を高めるには Amazon RDS マルチ AZ 機能をセットアップしてください。

• 読み取り専用のデータベースが必要な場合は、ニーズに応じて、同じリージョン内または AWS 
リージョン間で読み取りレプリカをセットアップ します。
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Amazon EC2 と Amazon RDS のどちらかを選ぶ
Amazon EC2 と Amazon RDS には、特定のユースケースに有益な独自のメリットがあります。SQL 
Server データベースでは、ニーズに応じて、一方または両方のサービスを柔軟に使用できます。こ
のセクションでは、選択に役立つ詳細な情報を提供します。

意思決定マトリックス

次の表は、Amazon RDS、SQL Server 用 Amazon RDS Custom、および Amazon EC2 でサポート
されている SQL Server 機能を並べて比較したものです。この情報を利用して、それぞれの違いを理
解し、ユースケースに最適なアプローチを選択します。

Amazon RDS の最新情報については、AWS ドキュメントの「Amazon RDS上の Microsoft SQL 
Server」 を参照してください。

Development

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

バッファプール
の拡張

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

BULK INSERT はい はい はい Amazon RDS
ドキュメント 
の「Amazon 
RDS for SQL 
Server DB イ
ンスタンスと
Amazon S3の統
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

合」 を参照して
ください。

変更データキャ
プチャ (CDC)

「  はい」 (エ
ンタープライズ 
エディション：
全バージョン、
スタンダードエ
ディション： 
2016 SP1 以降)

はい はい Amazon RDS 
ドキュメント
の「変更データ
キャプチャの使
用」 を参照して
ください。

変更追跡 はい はい はい  

コラムストアイ
ンデックス

はい (エンター
プライズおよび
スタンダード 
エディション: 
2016 以降)

 はい (エン
タープライズお
よびスタンダー
ドエディショ
ン: 2019 および 
2022)

 はい (エン
タープライズ 
エディション: 
2014 以降、ス
タンダードエ
ディション：20 
16 SP1 以降)

SQL Server 
ドキュメント
の「RDBMS の
スケーラビリ
ティとパフォー
マンス」を参照
してください。

データクオリ
ティサービス

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

データベース
メール

はい はい はい ブログ記
事「Amazon 
RDS for SQL 
Serverでデータ
ベース・メール
を使う」 を参照
してください。

AWS リソー
スから発信さ 
れるEメール
の送信には、
高度な配信性 
を確保するた
め、「Amazon 
Simple Email 
Service 
(Amazon 
SES) 」 を使用
することを推奨
します。

データベースエ
ンジンチューニ
ングアドバイ
ザー

はい はい はい  

DB イベント通
知

はい はい  いいえ (DBイ
ベントを手動で
追跡して管理す 
る)

Amazon RDS 
ドキュメント
の「Amazon 
RDS イベント通
知の使用」 を参
照してください 
。
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

DDL イベント通
知

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

トランザクショ
ンの遅延耐久性 
(遅延コミット)

 はい (SQL 
サーバー 2016 
以降)

 はい (2019 年
と 2022 年の 
SQL サーバー)

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

 

分散クエリ  はい (SQL 
サーバーター
ゲット)

はい (SQL 
サーバーター
ゲット)

はい (SQL 
サーバーター
ゲット)

ブログ記
事「Amazon 
RDS for SQL 
Server でリンク
されたサーバー
を実装する」 を
参照のこと。

延長イベント はい はい はい  

xp_cmdshell
を含む拡張スト
アドプロシー
ジャ

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

ファイルテーブ
ル

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

FILESTREAM いいえ はい はい FILESTREAM
は Amazon RDS 
と互換性があ
りません。ただ
し、インメモリ
データベースを 
設定することが
できます。

フルテキスト検
索

 はい (セマン
ティック検索を
除く)

はい はい  

インメモリデー
タベース

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

はい (SQL 
サーバー 2019)

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

リンクサーバー  はい (SQL 
サーバー、Orac 
le、Teradata 
ターゲット)

はい、CEV で はい Amazon RDS 
ドキュメント
の「SQL Server 
用 Amazon RDS 
によるリンク
サーバーの実
装」 ブログ投
稿と「Amazon 
RDS for SQL 
Server の 
Oracle OLEDB 
によるリン
クサーバーの
Support」 を参
照してください 
。

1 カスタムエン
ジンバージョ
ン (CEV) は、
データベース
バージョンと 
Amazon マシン
イメージ (AMI) 
のバイナリボ
リュームスナッ
プショットで
す。
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

機械学習サービ
ス (Rスクリプト
付き)

はい はい はい 機械学習サービ
スは、Windows 
または Linux マ
シンに別途イン
ストールする必
要があります。
これは、SQL 
Server 2019以
降の「Always 
On Failover 
Cluster Instance 
(FCI) 」でのみ
サポートされて
います。

RはAmazon 
RDSではサポー
トされていない
が、AWS では
使うことがで
きる (ブログ記
事「AWS でR 
と始めよう」 を
参照)。
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

メンテナンスプ
ラン

いいえ はい はい Amazon RDS に
は、データベー
スのバックアッ
プとリカバリを
容易にする個別
の機能セットが 
用意されていま
す。バックアッ
プには、自動
バックアップを 
設定できます。

マスターデータ
サービス

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

マイクロソフ
ト分散トラン
ザクションコ 
ーディネータ 
(MSDTC)

はい はい はい ブログ記事「ド
メイン結合した 
Amazon RDS 
for SQL Server
インスタンスで
分散トランザク
ション・サポー 
トを有効にす
る」 を参照のこ
と。

OPENROWSET はい はい はい  
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

部分的包含デー
タベース

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

はい (SQL 
サーバー 2019)

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

 

パフォーマンス
データコレク
ター

いいえ はい はい Amazon RDS 
では、Amazon 
CloudWatc 
h、AWS 
CloudTrail、お
よび Performan 
ce Insights を
使用して SQL 
Server のパ
フォーマンスを 
モニタリングで
きる (Amazon 
RDS ドキュメン
トの「Amazon 
RDS モニタリン
グの概要」 を参
照)。

ポリシーベース
の管理

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

ポリベース いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

事前設定パラ
メータ

はい いいえ いいえ  

リソースガバ
ナー

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

安全 CLR  はい (SQL 
サーバー 
2016、2019 
、2022)

はい はい  

シーケンス  はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

 はい (SQL 
サーバー 2019)

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

サーバーレベル
のトリガー

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

サービスブロー
カー

 はい (エンド
ポイントを除く)

はい はい  

空間と位置の特
徴

はい はい はい  

SQL Server 
エージェント

はい はい はい  

SQL Server 
Analysis 
Services 
(SSAS)

 はい (SQL 
サーバー 2016 
以降)

はい はい Amazon RDS 
ドキュメント
の「Amazon 
RDS for SQL 
Server で
の SSAS の
Support」 を参
照してください 
。
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

SQL Server 
Integration 
Services (SSIS)

 はい (SQL 
サーバー 2016 
以降)

はい はい Amazon RDS 
ドキュメント
の「Amazon 
RDS for SQL 
Server で
の SSIS の
Support」 を参
照してください 
。

SQL Server 
Reporting 
Services 
(SSRS)

 はい (SQL 
サーバー 2016 
以降)

はい はい Amazon RDS
ドキュメント 
の「Amazon 
RDS for SQL 
Server で
の SSRS の
Support」 を参
照してください 
。

SQL Server 
Management 
Studio (SSMS)

はい はい はい  

SQLサーバー移
行アシスタント 
(SSMA)

はい はい はい  

SQL Server プ
ロファイラー

 はい (サー
バー側とクラ 
イアント側のト
レース)

はい はい  

sqlcmd はい はい はい  
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

ストレッチデー
タベース

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

THROW ステート
メント

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

 はい (SQL 
サーバー 2019)

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

 

Transact-SQL 
エンドポイント

いいえ はい はい Amazon RDS 
では、CREATE 
ENDPOINTを使
用するすべての 
オペレーション
を実行できませ
ん。これらの操
作を行うには 
、EC2 インス
タンスに SQL 
Server をインス
トールすること
をお勧めします 
。

UTF-16 サポー
ト

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

はい  はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

WCF データ
サービス

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

HA/DR

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

Always On 可用
性グループ

はい はい (移行目的
のみ)

はい 自己管理型の 
Always On 可
用性グルー
プが必要な場
合は、AWS 
Launch Wizard 
を使用して EC2 
インスタンスへ
の SQL Server 
HA のデプロイ
を簡素化する
ことをお勧め
します。AWS 
ドキュメン
トの「AWS 
Launch Wizard 
のSQL Server」
についてはを参

意思決定マトリックス 80
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

照してくださ
い。

常時稼働の
フェールオー
バークラスター 
インスタンス 
(FCI)

いいえ はい はい AWS Launch 
Wizard を使用
して、Amazon 
EC2 での SQL 
Server FCI デプ
ロイを簡素化で 
きます。AWS 
ドキュメン
トの「AWS 
Launch Wizard 
のSQL Server」
についてはを参
照してくださ
い。
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

Amazon S3 へ
のバックアップ

はい はい はい Amazon RDS で
は、完全バック
アップ ファイ
ル (.bak ファイ
ル) と Amazon 
S3 をリポジト
リとして使用す
ることにより 
、SQL Server 
データベースの
ネイティブ バッ
クアップと復元 
をサポートし
ます。Amazon 
RDS ドキュメ
ントの「SQL 
Server データ
ベースのイン 
ポートとエクス
ポート」 を参照
してください。
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

BACKUP コマン
ド

いいえ はい はい AWS ナレッ
ジセンターの
「SQL Server 
を実行している 
Amazon RDS 
DB インスタン
スのネイティブ
バックアップ 
を実行する方法
を教えてくださ
い」  を参照し
てください。

データベースの
ミラーリング

いいえ はい はい  

SQL Server レ
プリケーション

 いいえ (限定
プッシュサブス
クリプション)

はい はい Amazon RDS
で単一のテー 
ブルをレプリ
ケートしたい場
合は、「AWS 
DMS」 を使う
か、リードレ 
プリカを設定す
ることもできま
す。

意思決定マトリックス 83

https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/native-backup-rds-sql-server/
https://aws.amazon.com/dms/
https://aws.amazon.com/dms/


AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

分散可用性グ
ループ

いいえ はい (移行の
み)

はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

ログ配布 いいえ はい はい ディザスタリ
カバリの目的
では、リード 
レプリカま
たは「AWS 
DMS」 を使用
できます。

カスタムログの
配布

はい はい 該当しない  

マネージド自動
バックアップ

はい はい  いいえ (メン
テナンスプラ 
ンの設定と管
理、またはサー
ドパーティのソ
リューションの 
使用が必要)

Amazon RDS 
ドキュメント
の「バックアッ
プの使用」 を参
照してください 
。
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AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

自動フェイル
オーバー機能を
備えたマルチ 
AZ

はい はい (ストレー
ジベースのレプ
リケーション)

 はい (Enterpri 
se Edition の
み、Always On 
可用性グループ
を手動で設定す
る)

Amazon RDS
ドキュメント 
の「Amazon 
RDS for SQL 
Serverのため 
のマルチ AZ 配
置」 を参照して
ください。

リードレプリカ  はい (SQL 
サーバー 2016 
以降)

いいえ  はい (Always 
On 可用性グ
ループを手動で
設定した場合)

RESTORE コマ
ンド

はい はい はい AWS 
Knowledge 
Centerを参照し
てください。

Scalability

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

ビルトインの
インスタンスと
データベースの
モニタリングと 
メトリクス

はい いいえ (独
自のメトリク
スを Amazon 
CloudWatch に
エクスポート
するか、サード
パーティーのソ
リューションを
使用する)

 いいえ (独自
のメトリクス 
を CloudWatc 
h にエクスポー
トするか、サー
ドパーティのソ
リューションを 
使用する)

ブログ記
事「Amazon 
CloudWatch と 
AWS Systems 
Manager でカ
スタムメトリッ 
クスを使用し
て SQL Server 
データベースを
監視する」 を参
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https://aws.amazon.com/blogs/database/monitor-your-microsoft-sql-server-using-custom-metrics-with-amazon-cloudwatch-and-aws-systems-manager/
https://aws.amazon.com/blogs/database/monitor-your-microsoft-sql-server-using-custom-metrics-with-amazon-cloudwatch-and-aws-systems-manager/
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

照してください 
。

設定可能なスト
レージサイズ

はい はい はい  

インスタンス
あたりのデータ
ベースの最大数

インスタンスサ
イズとマルチ 
AZ 構成によっ
て異なります

SQL サーバーの
最大数 (5000)

制限なし Microsoft SQL 
Serverのドキュ
メントの「SQL 
Server の最大容
量の仕様」 を参
照してください 
。
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https://docs.microsoft.com/en-us/sql/sql-server/maximum-capacity-specifications-for-sql-server?view=sql-server-ver15
https://docs.microsoft.com/en-us/sql/sql-server/maximum-capacity-specifications-for-sql-server?view=sql-server-ver15
https://docs.microsoft.com/en-us/sql/sql-server/maximum-capacity-specifications-for-sql-server?view=sql-server-ver15
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

DB インスタン
スの最大スト
レージサイズ

64 TiB 64 TiB 制限なし Amazon RDS 
は、不揮発性
メモリエクスプ
レス (NVMe) イ
ンスタンススト
レージを使用し
てローカルディ
スクの tempdb 
データベース
もサポートし
ます。Amazon 
RDS ドキュメン
トの「Amazon 
RDS for SQL 
Server の 
tempdb データ
ベースに対す 
るインスタンス
ストアのサポー
ト」 を参照のこ
と。

DB インスタン
スの最小スト
レージサイズ

20 GiB
(Enterpri 
se、Standa 
rd、Web および 
Express エディ
ション)

20 GiB
(Enterpri 
se、Standa 
rd、Web および 
Express エディ
ション)

制限なし  

新しいクエリオ
プティマイザー

 はい (SQL 
サーバー 2016 
以降)

 はい (2019 年
と 2022 年の 
SQL サーバー)

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)
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https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.InstanceStore.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.InstanceStore.html
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Security

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

ソフトウェアの
自動パッチ適用

はい いいえ (CEV)

はい (RPEV)

いいえ 1 カスタムエン
ジンバージョ
ン (CEV) は、
データベース
バージョンと 
Amazon マシン
イメージ (AMI) 
のバイナリボ
リュームスナッ
プショットで
す。RDS が提
供するエンジ
ンバージョン 
(RPEV) は、
デフォルトの 
Amazon マシン
イメージ (AMI) 
と Microsoft 
SQL Server の
インストールで
す。

AWS KMS を使
用した暗号化ス 
トレージ

はい はい はい ブログ記
事「AWS KMS
暗号化による 
Amazon RDS の
データの保護」
を参照してくだ
さい。
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https://aws.amazon.com/blogs/database/securing-data-in-amazon-rds-using-aws-kms-encryption/
https://aws.amazon.com/blogs/database/securing-data-in-amazon-rds-using-aws-kms-encryption/
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

サーバーロール  はい (SQL 
サーバー 2016 
以降)

 はい (2019 年
と 2022 年の 
SQL サーバー)

 はい (SQL 
サーバー 2014 
以降)

 

SQL 認証 はい はい はい  

SQL Server 監
査

はい はい はい  

SSL (転送中の
暗号化)

はい はい はい Amazon RDS 
ドキュメント
の「Microsoft 
SQL Server DB 
インスタンス
での SSL の使
用」 を参照して
ください。

意思決定マトリックス 89

https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.Concepts.General.SSL.Using.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.Concepts.General.SSL.Using.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.Concepts.General.SSL.Using.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.Concepts.General.SSL.Using.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/SQLServer.Concepts.General.SSL.Using.html


AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

システム管理者
ロール

いいえ はい はい サポートされて
いないサーバー
レベルのロール
については、 
Amazon RDS 
ドキュメント
の「Microsoft 
SQL Server セ
キュリティ」 を
参照してくださ
い。

新しいRDS DB
インスタンス
を作成すると、
使用するデフォ
ルトのマスター
ユーザーはその 
DBインスタン
スに対して特定
の権限を得る 
(Amazon RDS
ドキュメント 
の「アカウン
ト権限」 を参
照)。
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https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/CHAP_SQLServer.html#SQLServer.Concepts.General.FeatureSupport.UnsupportedRoles
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/CHAP_SQLServer.html#SQLServer.Concepts.General.FeatureSupport.UnsupportedRoles
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https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/UsingWithRDS.MasterAccounts.html
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

TDE (静止時の
暗号化)

はい (エンター
プライズエディ
ション: 2016～
2022、スタン
ダードエディ
ション: 2019 お
よび 2022)

はい (SQL 
サーバー 2019 
および 2022: エ
ンタープライズ
エディション、
スタンダード
エディション 
、ウェブエディ
ション、デベ
ロッパーエディ
ション)

 はい (エン
タープライズ 
エディション: 
2014-2019、ス
タンダードエデ 
ィション：2019 
)

Amazon RDS
および Amazon 
RDS Custom ド
キュメントの 
TDE サポート
に関する情報を
参照してくださ 
い。

Windows 認証 はい はい はい  

Other features

開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

サードパーティ
エージェントを
インストールす
る機能

いいえ はい はい  

既存のデータ
ベースの名前を
変更できる

 はい (シング
ル AZ のみ)

はい  はい (可用性
グループのデー
タベースやミラ 
ーリングが有
効になっている
データベースで
は使用できませ 
ん)

Amazon RDS 
でのマルチ AZ 
配置について
は、Amazon 
RDS ドキュメ
ントの「マル
チ AZ 配置での 
Microsoft SQL 
Server データ
ベースの名前の
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https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/Appendix.SQLServer.Options.TDE.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/custom-reqs-limits-MS.html#custom-sqlserver-features.smk.tde
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

変更」 を参照し
てください。

DB インスタン
スとオペレー
ティングシステ 
ムのコントロー
ル

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

カスタム設定タ
イムゾーン

はい はい はい  

分散再生 いいえ はい はい SQL Server の
分散リプレイク
ライアントサー
ビスには「シス
テム管理者権 
限が必要」 な
ため、Amazon 
RDS ではサポー
トされていませ
ん。
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https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/Appendix.SQLServer.CommonDBATasks.RenamingDB.html
https://docs.microsoft.com/en-us/sql/tools/distributed-replay/distributed-replay-security?view=sql-server-ver16#sql-server-permissions
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開発機能 Amazon RDS Amazon RDS 
Custom

Amazon EC2 メモ

msdb データ
ベースへのデー
タのインポート

いいえ はい はい この機能がワー
クロードにとっ
て重要な場合
は、Amazon 
RDS Customま
たは Amazon 
EC2 を選択する
ことを検討して
ください。

インストール方
法

該当なし 該当なし Amazon マシン
イメージ (AMI) 
または手動イン
ストール

 

SQL Server エ
ディション

エンタープライ
ズ、スタンダー
ド、ウェブ、エ
クスプレス

エンタープライ
ズ、スタンダー
ド、デベロッ
パー

エンタープライ
ズ、スタンダー
ド、ウェブ、デ
ベロッパー、エ
クスプレス

 

SQL Server 
バージョン

2016、2017 
、2019、2022

2019, 2022 2014、2016 
、2017、201 
9、2022

 

これらの機能の詳細については、以下を参照してください。

• 「 上のMicrosoft 製品」AWS

• 「Active Directoryリファレンスアーキテクチャ: AWS でActive Directoryドメインサービスを実装
する」

• 「 における Microsoft プラットフォームの保護」AWS

• AWS Directory Service
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https://aws.amazon.com/windows/products/
https://aws.amazon.com/windows/resources/whitepapers/#ad
https://aws.amazon.com/windows/resources/whitepapers/#ad
https://d1.awsstatic.com/whitepapers/aws-microsoft-platform-security.pdf
https://aws.amazon.com/directoryservice/
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• 「AWSEC2-SQLServerDBRestore」 (Amazon S3 に保存されている SQL Server データベース
のバックアップを EC2 Linux インスタンスで実行されている SQL Server 2017 に復元する AWS 
Systems Manager 自動化ランブック)

責任共有

以下の図は、SQL Server の機能と操作の管理における、AWS とユーザーの間の責任分担を示して
います。

AWS サービスを利用すれば、サーバーのプロビジョニング、パッチ適用、セットアップ、設定、
バックアップ、リカバリなどの管理作業を心配する必要はない。AWS はクラスターを継続的に監視
し、自己修復ストレージと自動スケーリングによってワークロードを稼働させ続けます。あなたはス
キーマ設計、クエリ構築、最適化といった価値の高いアプリケーション開発タスクに集中し、AWS 
はあなたに代わって運用タスクを引き受けます。

アプリケーションの増加、断続的な急上昇、パフォーマンス要件に対応するためにインフラストラク
チャを過剰にプロビジョニングしたり、不足させたりする必要はありません。また、ソフトウェアの
ライセンスやサポート、ハードウェアの更新、ハードウェアを維持するためのリソースなどの固定資
本コストが発生することもありません。AWS がこれらを管理できるため、インフラストラクチャの
管理ではなく、新しいアプリケーションの革新と構築に時間を費やすことができます。

詳しくは、AWS ウェブサイトの「責任共有モデル」を参照してください。
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https://docs.aws.amazon.com/systems-manager-automation-runbooks/latest/userguide/automation-awsec2-sqlserverdbrestore.html
https://aws.amazon.com/compliance/shared-responsibility-model/
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パートナー
データベースの移行は、専門知識とツールを必要とする困難なプロジェクトになる場合がありま
す。パートナーシップを通じて、移行を加速し、結果が出るまでの時間を短縮できます。「AWS 
Database Migration Service パートナーは」、顧客がクラウドに簡単かつ安全に移行できるよう支援
するのに必要な専門知識を備えています。これらのパートナーは、SQL Server から SQL Server へ
の同種間の移行と、SQL Server から Amazon Aurora、または Amazon RDS for MySQL などの異な
るデータベースプラットフォーム間の異種移行の両方に関する専門知識を持っています。

要件と好みに応じて、パートナーを利用して移行全体を処理することも、移行の一部の側面のみを支
援することもできます。さらに、AWS パートナーネットワーク (APN) パートナーが提供するツール
やソリューションを利用して移行を支援することもできます。移行ツールとソリューションの完全な
カタログについては、「AWS パートナーのツールとソリューション」 を参照してください。
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https://aws.amazon.com/dms/partners/
https://aws.amazon.com/dms/partners/
https://aws.amazon.com/migration/partner-solutions/
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その他のリソース
ブログ記事

• Amazon RDS for SQL Server のクロスリージョンディザスタリカバリ

• Database Migration—What Do You Need to Know Before You Start?

• Amazon EC2 Windows インスタンスと Amazon Linux インスタンス間の常時オン可用性グループ
のデプロイ

• 分散可用性グループを使用してハイブリッドMicrosoft SQL Serverソリューションを構築する方法

• トランザクションレプリケーションを使用して Amazon RDS for SQL Server に移行する方法

• Amazon RDS for SQL Server からのAWS Database Migration Serviceを使った継続的レプリケー
ションの紹介

• AWS がMicrosoft Windows Server とSQL Serve rのワークロード実行に最適なクラウドである理由
をご覧ください

• オンプレミス SQL Server Windows ワークロードを Amazon EC2 Linux に移行する

• SQL Server データベースの MySQL 互換データベースエンジンへの移行

• オンプレミス SQL Server Windows ワークロードを Amazon EC2 Linux に移行する

• FSx for Windows File Server を使用して Microsoft SQL Server の高可用性デプロイを簡素化する

• Store SQL Server backups in Amazon S3 using  (ブログ記事)

AWS ドキュメント

• Amazon Aurora

• Amazon EC2

• Amazon RDS

• Amazon RDS Custom

• AWS DMS

• AWS SCT

• での SQL Server のライセンス
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https://aws.amazon.com/blogs/database/cross-region-disaster-recovery-of-amazon-rds-for-sql-server/
https://aws.amazon.com/blogs/database/database-migration-what-do-you-need-to-know-before-you-start/
https://aws.amazon.com/blogs/database/deploying-always-on-availability-groups-between-amazon-ec2-windows-and-amazon-linux-2-instances/
https://aws.amazon.com/blogs/database/deploying-always-on-availability-groups-between-amazon-ec2-windows-and-amazon-linux-2-instances/
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https://aws.amazon.com/blogs/compute/learn-why-aws-is-the-best-cloud-to-run-microsoft-windows-server-and-sql-server-workloads/
https://aws.amazon.com/blogs/database/migrating-your-on-premises-sql-server-windows-workloads-to-amazon-ec2-linux/
https://aws.amazon.com/blogs/database/migrating-a-sql-server-database-to-a-mysql-compatible-database-engine/
https://aws.amazon.com/blogs/database/migrating-your-on-premises-sql-server-windows-workloads-to-amazon-ec2-linux/
https://aws.amazon.com/blogs/storage/simplify-your-microsoft-sql-server-high-availability-deployments-using-amazon-fsx-for-windows-file-server/
https://aws.amazon.com/blogs/database/storing-sql-server-backups-in-amazon-s3-using-aws-storage-gateway/
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/AuroraUserGuide/CHAP_AuroraOverview.html
https://docs.aws.amazon.com/ec2/
https://docs.aws.amazon.com/rds/
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/UserGuide/rds-custom.html
https://docs.aws.amazon.com/dms/
https://docs.aws.amazon.com/SchemaConversionTool/latest/userguide/CHAP_UserInterface.html
https://aws.amazon.com/windows/resources/licensing/
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確認
本ガイドにご協力いただいた以下の専門家に謝意を表する：

• マルセロ・フェルナンデス、AWS マイグレーション・シニア・コンサルタント ー Amazon EC2と
Amazon RDSの選択 セクション

• タルン・チャウラ、データベース移行コンサルタント ー Amazon EC2とAmazon RDSの選択 セク
ション

• Amazon EC2 上の SQL Server シニアテクニカルプロダクトマネージャー、アレックス・ズオ ー 
「AWS Migration Hub Orchestrator」 セクション
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付録：SQL Serverデータベース移行アンケート
このセクションのアンケートは、移行プロジェクトの評価と計画段階のための情報収集の出発点とし
てお使いください。このアンケートは Microsoft Excel 形式でダウンロードして、情報を記録するた
めに使用できます。

ダウンロードアンケート

一般情報

1. SQL Server インスタンスの名前は何ですか?

2. お使いの SQL Server のバージョンはどのようになっていますか?

3. SQL ServerデータベースのエディションはStandard、Developer、Enterpriseのどちらですか？

4. データベースのタイプは何ですか (OLTP、DW、レポーティング、バッチ処理) ？

5. SQL Server インスタンスにはいくつのデータベースがありますか?

6. データベースのサイズはどのくらいですか?

7. データベース照合順序はどのようなものですか?

8. データベースのタイムゾーンは何ですか?

9. 1 秒あたりの I/O トランザクション (TPS) の平均値と最大値はどのぐらいですか？

10.このデータベースの読み取り/書き込み操作の IOPS (平均値と最大値) はどのくらいですか?

11.1 時間あたりに生成するトランザクションログの数 (平均サイズと最大サイズを含む)。

12.データベースには、他のデータベースを指すリンクサーバーがありますか?

13.データベースの SLA 要件は何ですか?

14.データベースの RTO と RPO の要件は何ですか？

15.移行目的でどのくらいのデータベースダウンタイムを許容できますか?

16.コンプライアンス、規制、監査の要件はありますか?

17.SQL Server データベースの監視にはどのツールを使用していますか?

インフラストラクチャ

1. データベースのホスト名は何ですか?
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2. このデータベースにはどのようなオペレーティングシステムが使用されていますか?

3. サーバーには何個の CPU コアが搭載されていますか?

4. サーバーのメモリサイズはどのくらいですか?

5. データベースは仮想マシン上にあるのか、それとも物理サーバー上にありますか？

6. ローカルストレージを使用していますか?

7. ネットワークアタッチドストレージ (NAS) とストレージエリアネットワーク (SAN) のどちらのタ
イプのストレージを使用していますか?

8. クラスターまたはシングルインスタンスはありますか?

データベースバックアップ

1. データベースのバックアップはどのようにしていますか? また、その頻度はどのくらいですか?

2. トランザクションログとバックアップの保存期間はどのくらいですか?

3. バックアップはどこに保存していますか?

データベース機能

1. SQL Server インスタンスに自動チューニングを使用していますか?

2. 並列インデックス操作を使用していますか?

3. 分割テーブルの並列処理機能を使用していますか?

4. テーブルとインデックスのパーティショニングを使用していますか?

データベースセキュリティ

1. ダイナミックデータマスキングを使用していますか？

2. 透過的データベース暗号化 (TDE) などのセキュリティ機能を使用していますか？

3. サーバーやデータベースの監査を行っていますか？

4. 高度な圧縮を使用していますか？

データベースの高可用性とディザスタリカバリ

1. 高可用性の要件は何ですか?
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2. トランザクションレプリケーションを使用していますか?

3. ピアツーピアのトランザクションレプリケーションを使用していますか？

4. SQL Server 環境では、どのような種類の高可用性ソリューション (フェイルオーバークラスター
リング、Always On 可用性グループ、データベースミラーリングなど) を使用していますか？

5. プライマリとスタンバイのデータベースリージョンはどこにありますか？

6. ディザスタリカバリソリューションとして何を使っていますか (例えば、ログシッピング、Always 
On 可用性グループ、SAN ベースの仮想化環境など)。

7. データベース接続にドメインネームシステム (DNS) エイリアスを使用していますか?
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ドキュメント履歴

以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

更新したテーブル SQL Server データベースの移
行方法と決定マトリックスを
最新の情報で更新しました。

2025 年 4 月 25 日

更新済みのセクション: Always On フェイルオーバー
クラスターインスタンスセク
ションに、AWS に FCI をデ
プロイするための永続予約と
その他のオプションを含む 
Amazon EBS Multi-Attach に
関する情報を追加しました。

2024 年 4 月 1 日

更新した情報 SQL Server 2022 の決定マト
リックスを更新しました。

2024 年 3 月 18 日

更新した情報 Amazon RDS Custom が TDE 
をサポートするようになっ
たことを反映するために、決
定マトリックスを更新しまし
た。

2023 年 11 月 16 日

追加済みのセクション に関する情報を追加しまし
た。。AWS Migration Hub 
Orchestrator

2023 年 6 月 29 日

削除済みのセクション CloudEndure Migrationに関
する情報を削除しました。
「AWS Transform MGN」
は、AWS クラウドへのリフト 

2022 年 9 月 23 日
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＆シフト移行に推奨される主
要な移行サービスです。

更新済みのセクション 決定マトリックスにさらに情
報を追加しました。

2022 年 8 月 3 日

追加および更新済みのセク
ション

SQL Serverデータベースを
Aurora PostgreSQLに移行する
ためのSQL Serverデータベー
スのAmazon RDS Customへ
の移行とBabelfishの使用に関
する情報を追加しました。決
定マトリックスを最新の情報
に更新しました。

2022 年 7 月 29 日

修正済みのテキスト 決定マトリックスのCLR情報
を修正しました。

2022 年 6 月 21 日

更新済みのセクション CloudEndure Migration セク
ションを更新して、製品の在
庫状況に関する最新情報を掲
載しました。

2022 年 5 月 10 日

削除済みのセクション Amazon RDS for VMware につ
いての情報を削除しました。

2022 年 4 月 19 日

追加済みのセクション SQL Server AWS のLaunch 
Wizard に関する情報を追加し
ました。

2021 年 7 月 15 日

追加済みの決定マトリックス Amazon EC2 と Amazon RDS 
のどちらを選択するかセク
ションでは、SQL Server の
サポートを並べて比較しまし
た。

2021 年 6 月 28 日
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更新済みのログ配信情報 ログ配信セクションで、Am 
azon RDS for SQL Server で
のログ配布にはカスタムスク
リプトが必要であることを明 
確にしました。

2021 年 3 月 25 日

初版発行 — 2020 年 10 月 9 日
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AWS 規範ガイダンスの用語集

以下は、 AWS 規範ガイダンスによって提供される戦略、ガイド、パターンで一般的に使用される用
語です。エントリを提案するには、用語集の最後のフィードバックの提供リンクを使用します。

数字

7 Rs

アプリケーションをクラウドに移行するための 7 つの一般的な移行戦略。これらの戦略は、ガー
トナーが 2011 年に特定した 5 Rs に基づいて構築され、以下で構成されています。

• リファクタリング/アーキテクチャの再設計 — クラウドネイティブ特徴を最大限に活用して、
俊敏性、パフォーマンス、スケーラビリティを向上させ、アプリケーションを移動させ、アー
キテクチャを変更します。これには、通常、オペレーティングシステムとデータベースの移植
が含まれます。例: オンプレミスの Oracle データベースを Amazon Aurora PostgreSQL 互換エ
ディションに移行する。

• リプラットフォーム (リフトアンドリシェイプ) — アプリケーションをクラウドに移行し、ク
ラウド機能を活用するための最適化レベルを導入します。例: お客様のオンプレミスの Oracle 
データベースを AWS クラウドの Oracle 用の Amazon Relational Database Service (Amazon 
RDS) に移行する。

• 再購入 (ドロップアンドショップ) — 通常、従来のライセンスから SaaS モデルに移行して、別
の製品に切り替えます。例: 顧客関係管理 (CRM) システムを Salesforce.com に移行する。

• リホスト (リフトアンドシフト) — クラウド機能を活用するための変更を加えずに、アプリケー
ションをクラウドに移行します。例: お客様のオンプレミスの Oracle データベースを AWS ク
ラウドの EC2 インスタンス上の Oracle に移行する。

• 再配置 (ハイパーバイザーレベルのリフトアンドシフト) – 新しいハードウェアを購入したり、
アプリケーションを書き換えたり、既存の運用を変更したりすることなく、インフラストラク
チャをクラウドに移行できます。オンプレミスプラットフォームから同じプラットフォームの
クラウドサービスにサーバーを移行します。例： Microsoft Hyper-Vアプリケーションを に移
行します AWS。

• 保持 (再アクセス) — アプリケーションをお客様のソース環境で保持します。これには、主要な
リファクタリングを必要とするアプリケーションや、お客様がその作業を後日まで延期したい
アプリケーション、およびそれらを移行するためのビジネス上の正当性がないため、お客様が
保持するレガシーアプリケーションなどがあります。
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• 廃止 — お客様のソース環境で不要になったアプリケーションを停止または削除します。

A

A2A (Agent-to-Agent)

タスクの委任と状態転送をサポートするagent-to-agentコラボレーション用のステートフルプロ
トコル。

ABAC

「属性ベースのアクセス制御」をご覧ください。

抽象化されたサービス

「マネージドユーザー」をご覧ください。

ACID

「原子性、一貫性、分離性、耐久性 (ACID)」をご覧ください。

アクティブ/アクティブ移行

(双方向レプリケーションツールまたは二重書き込み操作を使用して) ソースデータベースとター
ゲットデータベースを同期させ、移行中に両方のデータベースが接続アプリケーションからのト
ランザクションを処理するデータベース移行方法。この方法では、1 回限りのカットオーバーの
必要がなく、管理された小規模なバッチで移行できます。アクティブ/パッシブ移行よりも柔軟な
方法ですが、さらに多くの作業が必要となります。

アクティブ/パッシブ移行

ソースデータベースとターゲットデータベースを同期させながら、データがターゲットデータ
ベースにレプリケートされている間、接続しているアプリケーションからのトランザクションを
ソースデータベースのみで処理するデータベース移行方法。移行中、ターゲットデータベースは
トランザクションを受け付けません。

[エージェント]

目標を達成するためのツールを使用して、自律的に推論、計画、アクションを実行できる AI シス
テム。

エージェントオペレーション

AI エージェントを本番環境で大規模に構築、テスト、デプロイ、実行するための運用プラクティ
ス。
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集計関数

複数行に処理を行い、グループ全体を対象に単一の戻り値を計算する SQL 関数。集計関数の例
としては、SUM や MAX などがあります。

AI

「人工知能」をご覧ください。

AIOps

「AI オペレーション」をご覧ください。

匿名化

データセット内の個人情報を完全に削除するプロセス。匿名化は個人のプライバシー保護に役立
ちます。匿名化されたデータは、もはや個人データとは見なされません。

アンチパターン

繰り返し起こる問題に対して頻繁に用いられる解決策で、その解決策が逆効果であったり、効果
がなかったり、代替案よりも効果が低かったりするもの。

アプリケーション制御

マルウェアからシステムを保護するために、承認されたアプリケーションのみを使用できるよう
にするセキュリティアプローチ。

アプリケーションポートフォリオ

アプリケーションの構築と維持にかかるコスト、およびそのビジネス価値を含む、組織が使用す
る各アプリケーションに関する詳細情報の集まり。この情報は、ポートフォリオの検出と分析プ
ロセス の重要な要素であり、移行、モダナイズ、最適化するアプリケーションを特定し、優先順
位を付けるのに役立ちます。

人工知能 (AI)

コンピューティングテクノロジーを使用し、学習、問題の解決、パターンの認識など、通常は
人間に関連づけられる認知機能の実行に特化したコンピュータサイエンスの分野。詳細について
は、「人工知能 (AI) とは何ですか?」をご覧ください。

AI オペレーション (AIOps)

機械学習技術を使用して運用上の問題を解決し、運用上のインシデントと人の介入を減らし、
サービス品質を向上させるプロセス。 AWS 移行戦略での AIOps の使用方法については、オペ
レーション統合ガイド を参照してください。
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非対称暗号化

暗号化用のパブリックキーと復号用のプライベートキーから成る 1 組のキーを使用した、暗号化
のアルゴリズム。パブリックキーは復号には使用されないため共有しても問題ありませんが、プ
ライベートキーの利用は厳しく制限する必要があります。

原子性、一貫性、分離性、耐久性 (ACID)

エラー、停電、その他の問題が発生した場合でも、データベースのデータ有効性と運用上の信頼
性を保証する一連のソフトウェアプロパティ。

属性ベースのアクセス制御 (ABAC)

部署、役職、チーム名など、ユーザーの属性に基づいてアクセス許可をきめ細かく設定する方
法。詳細については、 AWS Identity and Access Management (IAM) ドキュメントの「 の ABAC 
AWS」を参照してください。

信頼できるデータソース

最も信頼性のある情報源とされるデータのプライマリーバージョンを保存する場所。匿名化、編
集、仮名化など、データを処理または変更する目的で、信頼できるデータソースから他の場所に
データをコピーすることができます。

アベイラビリティーゾーン (AZ)

他のアベイラビリティーゾーンの障害から AWS リージョン 隔離され、同じリージョン内の他の
アベイラビリティーゾーンへの低コストで低レイテンシーのネットワーク接続を提供する 内の別
の場所。

AWS クラウド導入フレームワーク (AWS CAF)

組織がクラウドへの移行を成功させるための効率的で効果的な計画を立て AWS るための、 のガ
イドラインとベストプラクティスのフレームワークです。 AWS CAF は、ビジネス、人材、ガバ
ナンス、プラットフォーム、セキュリティ、運用という 6 つの重点分野にガイダンスを整理して
います。ビジネス、人材、ガバナンスの観点では、ビジネススキルとプロセスに重点を置き、プ
ラットフォーム、セキュリティ、オペレーションの視点は技術的なスキルとプロセスに焦点を当
てています。例えば、人材の観点では、人事 (HR)、人材派遣機能、および人材管理を扱うステー
クホルダーを対象としています。この観点から、 AWS CAF は、クラウド導入を成功させるため
の組織の準備に役立つ人材開発、トレーニング、コミュニケーションに関するガイダンスを提供
します。詳細については、AWS CAF ウェブサイトと AWS CAF のホワイトペーパー を参照して
ください。
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AWS ワークロード認定フレームワーク (AWS WQF)

データベース移行ワークロードを評価し、移行戦略を推奨し、作業見積もりを提供するツール。 
AWS WQF は AWS Schema Conversion Tool (AWS SCT) に含まれています。データベースス
キーマとコードオブジェクト、アプリケーションコード、依存関係、およびパフォーマンス特性
を分析し、評価レポートを提供します。

B

不正なボット

個人や組織に混乱や損害を与えることを目的としたボット。

BCP

「ビジネス継続性計画 (BCP)」をご覧ください。

動作グラフ

リソースの動作とインタラクションを経時的に示した、一元的なインタラクティブ
ビュー。Amazon Detective の動作グラフを使用すると、失敗したログオンの試行、不審な API 
呼び出し、その他同様のアクションを調べることができます。詳細については、Detective ドキュ
メントの「動作グラフのデータ」を参照してください。

ビッグエンディアンシステム

最上位バイトを最初に格納するシステム。「エンディアン性」もご覧ください。

二項分類

バイナリ結果 (2 つの可能なクラスのうちの 1 つ) を予測するプロセス。例えば、お客様の機械学
習モデルで「この E メールはスパムですか、それともスパムではありませんか」などの問題を予
測する必要があるかもしれません。または「この製品は書籍ですか、車ですか」などの問題を予
測する必要があるかもしれません。

ブルームフィルター

要素がセットのメンバーであるかどうかをテストするために使用される、確率的でメモリ効率の
高いデータ構造。

ブルー/グリーンデプロイ

それぞれが独立しているが、同一の環境を 2 つ作成するデプロイ戦略。現在のアプリケーション
バージョンを 1 つの環境 (ブルー) で実行し、新しいアプリケーションバージョンを別の環境 (グ
リーン) で実行します。この戦略は、最小限の影響で迅速にロールバックするのに役立ちます。
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ボット

インターネット経由で自動タスクを実行し、人間のアクティビティややり取りをシミュレートす
るソフトウェアアプリケーション。インターネット上の情報のインデックスを作成するウェブク
ローラーなど、一部のボットは有用または有益です。悪質なボットと呼ばれる他のボットの中に
は、個人や組織を混乱させたり、損害を与えたりすることを意図したものもあります。

ボットネット

マルウェアに感染しており、ボットハーダーまたはボットオペレーターと呼ばれる単一の当事者
によって制御されているボットのネットワーク。ボットネットは、ボットとその影響力を拡大す
る仕組みとして、非常によく知られています。

ブランチ

コードリポジトリに含まれる領域。リポジトリに最初に作成するブランチは、メインブランチと
いいます。既存のブランチから新しいブランチを作成し、その新しいブランチで機能を開発した
り、バグを修正したりできます。機能を構築するために作成するブランチは、通常、機能ブラン
チと呼ばれます。機能をリリースする準備ができたら、機能ブランチをメインブランチに統合し
ます。詳細については、「ブランチの概要」(GitHub ドキュメント) を参照してください。

ブレークグラスアクセス

例外的な状況では、承認されたプロセスを通じて、通常アクセス許可 AWS アカウント を持たな
い にユーザーがすばやくアクセスできるようにします。詳細については、 AWS Well-Architected 
ガイダンスの「ブレークグラス手順の実装」インジケータを参照してください。

ブラウンフィールド戦略

環境の既存インフラストラクチャ。システムアーキテクチャにブラウンフィールド戦略を導入す
る場合、現在のシステムとインフラストラクチャの制約に基づいてアーキテクチャを設計しま
す。既存のインフラストラクチャを拡張している場合は、ブラウンフィールド戦略とグリーン
フィールド戦略を融合させることもできます。

バッファキャッシュ

アクセス頻度が最も高いデータが保存されるメモリ領域。

ビジネス能力

価値を生み出すためにビジネスが行うこと (営業、カスタマーサービス、マーケティングなど)。
マイクロサービスのアーキテクチャと開発の決定は、ビジネス能力によって推進できます。詳細
については、AWSでのコンテナ化されたマイクロサービスの実行ホワイトペーパーの「ビジネス
機能を中心に組織化」セクションを参照してください。
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ビジネス継続性計画 (BCP)

大規模移行など、中断を伴うイベントが運用に与える潜在的な影響に対処し、ビジネスを迅速に
再開できるようにする計画。

C

CAF

「AWS クラウド導入フレームワーク」を参照してください

カナリアデプロイ

エンドユーザーへのバージョンリリースを、時間をかけて段階的に行うこと。確信が持てたら新
規バージョンをデプロイして、現在のバージョン全体を置き換えます。

CCoE

「Cloud Center of Excellence」を参照してください。

CDC

「変更データキャプチャ」を参照してください。

変更データキャプチャ (CDC)

データソース (データベーステーブルなど) の変更を追跡し、その変更に関するメタデータを記録
するプロセス。CDC は、ターゲットシステムでの変更を監査またはレプリケートして同期を維持
するなど、さまざまな目的に使用できます。

カオスエンジニアリング

障害や破壊的なイベントを意図的に導入して、システムの耐障害性をテストすること。AWS 
Fault Injection Service (AWS FIS) を使用して、 AWS ワークロードにストレスを与え、その応答
を評価する実験を実行できます。

CI/CD

「継続的インテグレーションと継続的デリバリー」を参照してください。

分類

予測を生成するのに役立つ分類プロセス。分類問題の機械学習モデルは、離散値を予測します。
離散値は、常に互いに区別されます。例えば、モデルがイメージ内に車があるかどうかを評価す
る必要がある場合があります。
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シチズンデベロッパー

専門的な技術スキルを持たないノーコード/ローコードプラットフォームを使用して AI アプリ
ケーションを作成するビジネスユーザー。

クライアント側の暗号化

ターゲットがデータ AWS のサービス を受信する前のローカルでのデータの暗号化。

Cloud Center of Excellence (CCoE)

クラウドのベストプラクティスの作成、リソースの移動、移行のタイムラインの確立、大規模変
革を通じて組織をリードするなど、組織全体のクラウド導入の取り組みを推進する学際的なチー
ム。詳細については、 AWS クラウド エンタープライズ戦略ブログの CCoE 投稿を参照してくだ
さい。

クラウドコンピューティング

リモートデータストレージと IoT デバイス管理に通常使用されるクラウドテクノロジー。クラウ
ドコンピューティングは、一般的に、エッジコンピューティングに接続されています。

クラウド運用モデル

IT 組織において、1 つ以上のクラウド環境を構築、成熟、最適化するために使用される運用モデ
ル。詳細については、「クラウド運用モデルの構築」を参照してください。

導入のクラウドステージ

組織が、 AWS クラウドへの移行時に通常実行する 4 つの段階。

• プロジェクト — 概念実証と学習を目的として、クラウド関連のプロジェクトをいくつか実行
する

• 基礎固め — お客様のクラウドの導入を拡大するための基礎的な投資 (ランディングゾーンの作
成、CCoE の定義、運用モデルの確立など)

• 移行 — 個々のアプリケーションの移行

• 再発明 — 製品とサービスの最適化、クラウドでのイノベーション

これらのステージは、 AWS クラウド エンタープライズ戦略ブログのブログ記事「クラウド
ファーストへのジャーニー」と「導入のステージ」で Stephen Orban によって定義されました。
移行戦略との関連性については、 AWS 「移行準備ガイド」を参照してください。

CMDB

「構成管理データベース (CMDB)」を参照してください。
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コードリポジトリ

ソースコードやその他の資産 (ドキュメント、サンプル、スクリプトなど) が保存され、バー
ジョン管理プロセスを通じて更新される場所。一般的なクラウドリポジトリには、GitHub や 
Bitbucket Cloud があります。コードの各バージョンはブランチと呼ばれます。マイクロサービス
の構造では、各リポジトリは 1 つの機能専用です。1 つの CI/CD パイプラインで複数のリポジト
リを使用できます。

コールドキャッシュ

空である、または、かなり空きがある、もしくは、古いデータや無関係なデータが含まれている
バッファキャッシュ。データベースインスタンスはメインメモリまたはディスクから読み取る必
要があり、バッファキャッシュから読み取るよりも時間がかかるため、パフォーマンスに影響し
ます。

コールドデータ

めったにアクセスされず、通常は過去のデータです。この種類のデータをクエリする場合、通常
は低速なクエリでも問題ありません。このデータを低パフォーマンスで安価なストレージ階層ま
たはクラスに移動すると、コストを削減することができます。

コンピュータビジョン (CV)

機械学習を使用してデジタルイメージやビデオといった、ビジュアル形式の情報を分析および抽
出する AI の分野。例えば、Amazon SageMaker AI では、CV 用の画像処理アルゴリズムを利用
できます。

設定ドリフト

ワークロードにおいて、設定が想定した状態から変化すること。これによって、ワークロードが
非準拠になる可能性がありますが、この状態は、徐々に生じ、意図的なものではありません。

構成管理データベース (CMDB)

データベースとその IT 環境 (ハードウェアとソフトウェアの両方のコンポーネントとその設定を
含む) に関する情報を保存、管理するリポジトリ。通常、CMDB のデータは、移行のポートフォ
リオの検出と分析の段階で使用します。

コンフォーマンスパック

コンプライアンスチェックとセキュリティチェックをカスタマイズするためにアセンブルでき
る AWS Config ルールと修復アクションのコレクション。YAML テンプレートを使用して、コン
フォーマンスパックを AWS アカウント および リージョンの単一のエンティティとしてデプロイ
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することも、組織全体にデプロイすることもできます。詳細については、 AWS Config ドキュメ
ントの「コンフォーマンスパック」を参照してください。

継続的インテグレーションと継続的デリバリー (CI/CD)

ソフトウェアリリースプロセスのソース、ビルド、テスト、ステージング、本番の各ステージを
自動化するプロセス。CI/CD は一般的にパイプラインと呼ばれます。プロセスの自動化、生産性
の向上、コード品質の向上、配信の加速化を可能にします。詳細については、「継続的デリバ
リーの利点」を参照してください。CD は継続的デプロイ (Continuous Deployment) の略語でも
あります。詳細については「継続的デリバリーと継続的なデプロイ」を参照してください。

CV

「コンピュータビジョン」を参照してください。

D

保管中のデータ

ストレージ内にあるデータなど、常に自社のネットワーク内にあるデータ。

データ分類

ネットワーク内のデータを重要度と機密性に基づいて識別、分類するプロセス。データに適した
保護および保持のコントロールを判断する際に役立つため、あらゆるサイバーセキュリティのリ
スク管理戦略において重要な要素です。データ分類は、 AWS Well-Architected フレームワーク
のセキュリティの柱のコンポーネントです。詳細については、「データ分類」を参照してくださ
い。

データドリフト

実稼働データと ML モデルのトレーニングに使用されたデータとの間に有意な差異が生じたり、
入力データが時間の経過と共に有意に変化したりすることです。データドリフトは、ML モデル
予測の全体的な品質、精度、公平性を低下させる可能性があります。

転送中のデータ

ネットワーク内 (ネットワークリソース間など) を活発に移動するデータ。

データメッシュ

非一元的で分散型のデータ所有権を持つとともに、一元的な管理およびガバナンスを行えるアー
キテクチャフレームワーク。
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データ最小化

厳密に必要なデータのみを収集し、処理するという原則。でデータ最小化を実践 AWS クラウド 
することで、プライバシーリスク、コスト、分析のカーボンフットプリントを削減できます。

データ境界

AWS 環境内の一連の予防ガードレール。信頼された ID のみが、期待されるネットワークから信
頼されたリソースにアクセスできるようにします。詳細については、「 でのデータ境界の構築 
AWS」を参照してください。

データの前処理

raw データをお客様の機械学習モデルで簡単に解析できる形式に変換すること。データの前処理
とは、特定の列または行を削除して、欠落している、矛盾している、または重複する値に対処す
ることを意味します。

データ出所

データの生成、送信、保存の方法など、データのライフサイクル全体を通じてデータの出所と履
歴を追跡するプロセス。

データ件名

データを収集、処理している個人。

データウェアハウス

分析などのビジネスインテリジェンスをサポートするデータ管理システム。データウェアハウス
には、一般的に、大量の履歴データが含まれており、多くの場合、それらはクエリや分析に使用
されます。

データベース定義言語 (DDL)

データベース内のテーブルやオブジェクトの構造を作成または変更するためのステートメントま
たはコマンド。

データベース操作言語 (DML)

データベース内の情報を変更 (挿入、更新、削除) するためのステートメントまたはコマンド。

DDL

「データベース定義言語」を参照してください。
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ディープアンサンブル

予測のために複数の深層学習モデルを組み合わせます。ディープアンサンブルを使用して、より
正確な予測を取得したり、予測の不確実性を推定したりできます。

深層学習

人工ニューラルネットワークの複数層を使用して、入力データと対象のターゲット変数の間の
マッピングを識別する機械学習サブフィールド。

多層防御

一連のセキュリティメカニズムとコントロールをコンピュータネットワーク全体に層状に重ね
て、ネットワークとその内部にあるデータの機密性、整合性、可用性を保護する情報セキュリ
ティの手法。この戦略を採用するときは AWS、 AWS Organizations 構造の異なるレイヤーに複
数のコントロールを追加して、リソースの安全性を確保します。たとえば、多層防御アプローチ
では、多要素認証、ネットワークセグメンテーション、暗号化を組み合わせることができます。

委任管理者

では AWS Organizations、互換性のあるサービスが AWS メンバーアカウントを登録して組織
のアカウントを管理し、そのサービスのアクセス許可を管理できます。このアカウントを、
そのサービスの委任管理者と呼びます。詳細、および互換性のあるサービスの一覧は、 AWS 
Organizations ドキュメントの「AWS Organizationsで使用できるサービス」を参照してくださ
い。

トラブルシューティング

アプリケーション、新機能、コードの修正をターゲットの環境で利用できるようにするプロセ
ス。デプロイでは、コードベースに変更を施した後、アプリケーションの環境でそのコードベー
スを構築して実行します。

開発環境

「環境」を参照してください。

検出管理

イベントが発生したときに、検出、ログ記録、警告を行うように設計されたセキュリティコント
ロール。これらのコントロールは副次的な防衛手段であり、実行中の予防的コントロールをすり
抜けたセキュリティイベントをユーザーに警告します。詳細については、「 AWSでのセキュリ
ティコントロールの実装」の「検出的コントロール」を参照してください。
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開発バリューストリームマッピング (DVSM)

ソフトウェア開発ライフサイクルのスピードと品質に悪影響を及ぼす制約を特定し、優先順位を
付けるために使用されるプロセス。DVSM は、もともとリーンマニュファクチャリング・プラク
ティスのために設計されたバリューストリームマッピング・プロセスを拡張したものです。ソフ
トウェア開発プロセスを通じて価値を創造し、動かすために必要なステップとチームに焦点を当
てています。

デジタルツイン

建物、工場、産業機器、生産ラインなど、現実世界のシステムを仮想的に表現したものです。デ
ジタルツインは、予知保全、リモートモニタリング、生産最適化をサポートします。

ディメンションテーブル

スタースキーマにおいて、ファクトテーブルの定量データに関するデータ属性が含まれる小さい
テーブル。ディメンションテーブルの属性は、通常、テキストフィールド、またはテキストのよ
うに扱える個別の数値で示されます。これらの属性は、一般的に、クエリの制約、フィルタリン
グ、結果セットのラベル付けに使用されます。

ディザスタ

ワークロードまたはシステムが、導入されている主要な場所でのビジネス目標の達成を妨げるイ
ベント。これらのイベントは、自然災害、技術的障害、または意図しない設定ミスやマルウェア
攻撃などの人間の行動の結果である場合があります。

ディザスタリカバリ (DR)

ディザスタによるダウンタイムとデータ損失を最小限に抑えるための戦略とプロセス。詳細に
ついては、 AWS Well-Architected フレームワークの「 でのワークロードのディザスタリカバリ 
AWS: クラウドでのリカバリ」を参照してください。

DML

「データベース操作言語」を参照してください。

ドメイン駆動型設計

各コンポーネントが提供している変化を続けるドメイン、またはコアビジネス目標にコンポー
ネントを接続して、複雑なソフトウェアシステムを開発するアプローチ。この概念は、エリッ
ク・エヴァンスの著書、Domain-Driven Design: Tackling Complexity in the Heart of Software (ド
メイン駆動設計:ソフトウェアの中心における複雑さへの取り組み) で紹介されています (ボスト
ン: Addison-Wesley Professional、2003)。strangler fig パターンでドメイン駆動型設計を使用す
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る方法の詳細については、「コンテナと Amazon API Gateway を使用して、従来の Microsoft 
ASP.NET (ASMX) ウェブサービスを段階的にモダナイズ」を参照してください。

DR

「ディザスタリカバリ」を参照してください。

ドリフト検出

ベースライン設定からの偏差を追跡します。たとえば、 AWS CloudFormation を使用してシステ
ムリソースのドリフトを検出したり、 を使用して AWS Control Tower 、ガバナンス要件への準
拠に影響するランディングゾーンの変更を検出したりできます。

DVSM

「開発バリューストリームマッピング」を参照してください。

E

EDA

「探索的データ分析」を参照してください。

EDI

「電子データ交換」を参照してください。

エッジコンピューティング

IoT ネットワークのエッジにあるスマートデバイスの計算能力を高めるテクノロジー。クラウド
コンピューティングと比較すると、エッジコンピューティングは通信レイテンシーを短縮し、応
答時間を改善できます。

電子データ交換 (EDI)

組織間で行う、ビジネスドキュメントの自動交換。詳細については、「電子データ交換とは」を
参照してください。

暗号化

人間が読み取り可能なプレーンテキストデータを暗号文に変換するコンピューティング処理。

暗号化キー

暗号化アルゴリズムが生成した、ランダム化されたビットからなる暗号文字列。キーの長さは決
まっておらず、各キーは予測できないように、一意になるように設計されています。

E 117

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/modernization-aspnet-web-services/considerations.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/modernization-aspnet-web-services/considerations.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-stack-drift.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/using-cfn-stack-drift.html
https://docs.aws.amazon.com/controltower/latest/userguide/drift.html
https://aws.amazon.com/what-is/electronic-data-interchange/


AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

エンディアン

コンピュータメモリにバイトが格納される順序。ビッグエンディアンシステムでは、最上位バイ
トが最初に格納されます。リトルエンディアンシステムでは、最下位バイトが最初に格納されま
す。

エンドポイント

「サービスエンドポイント」を参照してください。

エンドポイントサービス

仮想プライベートクラウド (VPC) 内でホストして、他のユーザーと共有できるサービス。を使
用してエンドポイントサービスを作成し AWS PrivateLink 、他の AWS アカウント または AWS 
Identity and Access Management (IAM) プリンシパルにアクセス許可を付与できます。これら
のアカウントまたはプリンシパルは、インターフェイス VPC エンドポイントを作成すること
で、エンドポイントサービスにプライベートに接続できます。詳細については、Amazon Virtual 
Private Cloud (Amazon VPC) ドキュメントの「エンドポイントサービスを作成する」を参照して
ください。

エンタープライズリソースプランニング (ERP)

エンタープライズの主要なビジネスプロセス (会計、MES、プロジェクト管理など) を自動化およ
び管理するシステム。

エンベロープ暗号化

暗号化キーを、別の暗号化キーを使用して暗号化するプロセス。詳細については、 AWS Key 
Management Service (AWS KMS) ドキュメントの「エンベロープ暗号化」を参照してください。

環境

実行中のアプリケーションのインスタンス。クラウドコンピューティングにおける一般的な環境
の種類は以下のとおりです。

• 開発環境 — アプリケーションのメンテナンスを担当するコアチームのみが使用できる、実行
中のアプリケーションのインスタンス。開発環境は、上位の環境に昇格させる変更をテストす
るときに使用します。このタイプの環境は、テスト環境と呼ばれることもあります。

• 下位環境 — 初期ビルドやテストに使用される環境など、アプリケーションのすべての開発環
境。

• 本番環境 — エンドユーザーがアクセスできる、実行中のアプリケーションのインスタン
ス。CI/CD パイプラインでは、本番環境が最後のデプロイ環境になります。
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• 上位環境 — コア開発チーム以外のユーザーがアクセスできるすべての環境。これには、本番
環境、本番前環境、ユーザー承認テスト環境などが含まれます。

エピック

アジャイル方法論で、お客様の作業の整理と優先順位付けに役立つ機能カテゴリ。エピックで
は、要件と実装タスクの概要についてハイレベルな説明を提供します。例えば、 AWS CAF セ
キュリティエピックには、ID とアクセスの管理、検出コントロール、インフラストラクチャセ
キュリティ、データ保護、インシデント対応が含まれます。 AWS 移行戦略のエピックの詳細に
ついては、プログラム実装ガイドを参照してください。

ERP

「エンタープライズリソース計画」を参照してください。

探索的データ分析 (EDA)

データセットを分析してその主な特性を理解するプロセス。お客様は、データを収集または集計
してから、パターンの検出、異常の検出、および前提条件のチェックのための初期調査を実行し
ます。EDA は、統計の概要を計算し、データの可視化を作成することによって実行されます。

F

ファクトテーブル

スタースキーマの中央にあるテーブル。ビジネスオペレーションに関する定量的データが保存さ
れます。一般的に、ファクトテーブルは、2 種類の列で構成されます。1 つは測定値が含まれる
列、もう 1 つはディメンションテーブルへの外部キーが含まれる列です。

フェイルファスト

開発ライフサイクルを短縮するために、頻繁かつ段階的にテストを行う哲学であり、アジャイル
アプローチでは、この考え方がきわめて重要です。

障害分離境界

では AWS クラウド、アベイラビリティーゾーン AWS リージョン、コントロールプレーン、
データプレーンなどの境界で、障害の影響を制限し、ワークロードの耐障害性を向上させるのに
役立ちます。詳細については、「AWS 障害分離境界」を参照してください。

機能ブランチ

「ブランチ」を参照してください。
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特徴量

お客様が予測に使用する入力データ。例えば、製造コンテキストでは、特徴量は製造ラインから
定期的にキャプチャされるイメージの可能性もあります。

特徴量重要度

モデルの予測に対する特徴量の重要性。これは通常、Shapley Additive Deskonations (SHAP) や
積分勾配など、さまざまな手法で計算できる数値スコアで表されます。詳細については、「 を使
用した機械学習モデルの解釈可能性 AWS」を参照してください。

機能変換

追加のソースによるデータのエンリッチ化、値のスケーリング、単一のデータフィールドからの
複数の情報セットの抽出など、機械学習プロセスのデータを最適化すること。これにより、機械
学習モデルはデータの恩恵を受けることができます。例えば、「2021-05-27 00:15:37」の日付を
「2021 年」、「5 月」、「木」、「15」に分解すると、学習アルゴリズムがさまざまなデータコ
ンポーネントに関連する微妙に異なるパターンを学習するのに役立ちます。

数ショットプロンプト

LLM に、タスクと望ましい出力を示す例を少数提示した後に、類似のタスクを実行させること。
この手法は、プロンプトに記述された例 (ショット) からモデルが学習する「インコンテキスト学
習」の一種です。数ショットプロンプトは、特定のフォーマット、推論、専門知識が必要なタス
クに効果的です。「ゼロショットプロンプト」も参照してください。

FGAC

「きめ細かなアクセス制御」を参照してください。

きめ細かなアクセス制御 (FGAC)

複数の条件を使用してアクセス要求を許可または拒否すること。

フラッシュカット移行

変更データのキャプチャによる継続的なデータ複製を利用して、段階的なアプローチではなく、
可能な限り短時間でデータを移行するデータベース移行方法。目的はダウンタイムを最小限に抑
えることです。

FM

「基盤モデル」を参照してください。
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基盤モデル (FM)

大規模な深層学習ニューラルネットワークであり、一般化およびラベル付けされていないデータ
からなる大規模データセットでトレーニングされています。FM により、言語理解、テキストお
よび画像生成、自然言語での会話といった、一般的な各種タスクを実行できます。詳細について
は、「基盤モデルとは何ですか?」を参照してください。

FM ゲートウェイ

基盤モデルへのアクセスを制御および正規化する一元化された仲介者。LLM ゲートウェイとも呼
ばれます。

G

生成 AI

AI モデルのサブセット。大量のデータでトレーニングされており、シンプルなテキストプロンプ
トを使用して、画像、動画、テキスト、オーディオなどの新しいコンテンツやアーティファクト
を作成できます。詳細については、「生成 AI とは何ですか?」を参照してください。

ジオブロッキング

「地理的制限」を参照してください。

地理的制限 (ジオブロッキング)

特定の国のユーザーがコンテンツ配信にアクセスできないようにするための、Amazon 
CloudFront のオプション。アクセスを許可する国と禁止する国は、許可リストまたは禁止リスト
を使って指定します。詳細については、CloudFront ドキュメントの「コンテンツの地理的ディス
トリビューションの制限」を参照してください。

Gitflow ワークフロー

下位環境と上位環境が、ソースコードリポジトリでそれぞれ異なるブランチを使用する方
法。Gitflow ワークフローは古いと見なされている方法であり、トランクベースのワークフローは
推奨されている新しい方法です。

ゴールデンイメージ

システムまたはソフトウェアのスナップショットであり、システムまたはソフトウェアの新規イ
ンスタンスをデプロイするテンプレートとして使用されます。製造の例で言えば、ゴールデンイ
メージを使用すると、複数のデバイスにソフトウェアをプロビジョニングして、デバイス製造オ
ペレーションの速度、スケーラビリティ、生産性を向上させることができます。
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グリーンフィールド戦略

新しい環境に既存のインフラストラクチャが存在しないこと。システムアーキテクチャにグリー
ンフィールド戦略を導入する場合、既存のインフラストラクチャ (別名ブラウンフィールド) との
互換性の制約を受けることなく、あらゆる新しいテクノロジーを選択できます。既存のインフラ
ストラクチャを拡張している場合は、ブラウンフィールド戦略とグリーンフィールド戦略を融合
させることもできます。

ガードレール

組織単位 (OU) 全般のリソース、ポリシー、コンプライアンスを管理するのに役立つ概略的な
ルール。予防ガードレールは、コンプライアンス基準に一致するようにポリシーを実施しま
す。これらは、サービスコントロールポリシーと IAM アクセス許可の境界を使用して実装さ
れます。検出ガードレールは、ポリシー違反やコンプライアンス上の問題を検出し、修復のた
めのアラートを発信します。これらは AWS Config、、Amazon GuardDuty AWS Security Hub 
CSPM、、 AWS Trusted Advisor Amazon Inspector、およびカスタム AWS Lambda チェックを
使用して実装されます。

ガードレール (AI)

エージェントの入力と出力をフィルタリング、検証、制約して、責任ある安全な AI 動作を確保す
るのに役立つ安全メカニズム。

H

HA

「高可用性」を参照してください。

異種混在データベースの移行

別のデータベースエンジンを使用するターゲットデータベースへお客様の出典データベースの移
行 (例えば、Oracle から Amazon Aurora)。異種間移行は通常、アーキテクチャの再設計作業の一
部であり、スキーマの変換は複雑なタスクになる可能性があります。AWS は、スキーマの変換
に役立つ AWS SCTを提供します。

高可用性 (HA)

課題や災害が発生した場合に、介入なしにワークロードを継続的に運用できること。HA システ
ムは、自動的にフェイルオーバーし、一貫して高品質のパフォーマンスを提供し、パフォーマン
スへの影響を最小限に抑えながらさまざまな負荷や障害を処理するように設計されています。

H 122

https://docs.aws.amazon.com/SchemaConversionTool/latest/userguide/CHAP_Welcome.html
https://docs.aws.amazon.com/SchemaConversionTool/latest/userguide/CHAP_Welcome.html


AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

ヒストリアンのモダナイゼーション

製造業のニーズによりよく応えるために、オペレーションテクノロジー (OT) システムをモダナ
イズし、アップグレードするためのアプローチ。ヒストリアンは、工場内のさまざまなソースか
らデータを収集して保存するために使用されるデータベースの一種です。

ホールドアウトデータ

機械学習モデルのトレーニング用データセットから保留される、ラベル付き履歴データの一部。
ホールドアウトデータを使用すると、モデル予測をホールドアウトデータと比較して、モデルの
パフォーマンスを評価できます。

ヒューhuman-in-the-loop (HitL)

エージェント???の実行が重要な決定時点で人間によるレビューと承認のために一時停止する
ワークフローパターン。

同種データベースの移行

お客様の出典データベースを、同じデータベースエンジンを共有するターゲットデータベース 
(Microsoft SQL Server から Amazon RDS for SQL Server など) に移行する。同種間移行は、通
常、リホストまたはリプラットフォーム化の作業の一部です。ネイティブデータベースユーティ
リティを使用して、スキーマを移行できます。

ホットデータ

リアルタイムデータや最近の翻訳データなど、頻繁にアクセスされるデータ。通常、このデータ
には高速なクエリ応答を提供する高性能なストレージ階層またはクラスが必要です。

ホットフィックス

本番環境の重大な問題を修正するために緊急で配布されるプログラム。緊急性が高いため、通常
の DevOps のリリースワークフローからは外れた形で実施されます。

ハイパーケア期間

カットオーバー直後、移行したアプリケーションを移行チームがクラウドで管理、監視して問題
に対処する期間。通常、この期間は 1～4 日です。ハイパーケア期間が終了すると、アプリケー
ションに対する責任は一般的に移行チームからクラウドオペレーションチームに移ります。

I

IaC

「Infrastructure as Code」を参照してください。
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ID ベースのポリシー

AWS クラウド 環境内のアクセス許可を定義する 1 つ以上の IAM プリンシパルにアタッチされた
ポリシー。

アイドル状態のアプリケーション

90 日間の平均的な CPU およびメモリ使用率が 5～20% のアプリケーション。移行プロジェクト
では、これらのアプリケーションを廃止するか、オンプレミスに保持するのが一般的です。

IIoT

「インダストリアル IoT」を参照してください。

イミュータブルインフラストラクチャ

既存インフラストラクチャの更新、パッチ適用、変更などを行わずに、本番環境ワークロードに
使用する新規インフラストラクチャをデプロイするモデル。本質的に、イミュータブルインフラ
ストラクチャは、ミュータブルインフラストラクチャよりも一貫性、信頼性、予測性に優れてい
ます。詳細については、 AWS Well-Architected フレームワークにある「イミュータブルインフラ
ストラクチャを使用してデプロイする」のベストプラクティスを参照してください。

インバウンド (受信) VPC

AWS マルチアカウントアーキテクチャでは、アプリケーションの外部からネットワーク接続を
受け入れ、検査し、ルーティングする VPC。AWS Security Reference Architecture では、アプリ
ケーションとより広範なインターネット間の双方向のインターフェイスを保護するために、イン
バウンド、アウトバウンド、インスペクションの各 VPC を使用してネットワークアカウントを
設定することを推奨しています。

増分移行

アプリケーションを 1 回ですべてカットオーバーするのではなく、小さい要素に分けて移行する
カットオーバー戦略。例えば、最初は少数のマイクロサービスまたはユーザーのみを新しいシス
テムに移行する場合があります。すべてが正常に機能することを確認できたら、残りのマイクロ
サービスやユーザーを段階的に移行し、レガシーシステムを廃止できるようにします。この戦略
により、大規模な移行に伴うリスクが軽減されます。

インダストリー 4.0

2016 年に Klaus Schwab 氏が提唱した用語で、接続、リアルタイムデータ、オートメーション、
分析、AI/ML の進歩による、ビジネスプロセスのモダナイズを意味します。

インフラストラクチャ

アプリケーションの環境に含まれるすべてのリソースとアセット。
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Infrastructure as Code (IaC)

アプリケーションのインフラストラクチャを一連の設定ファイルを使用してプロビジョニング
し、管理するプロセス。IaC は、新しい環境を再現可能で信頼性が高く、一貫性のあるものにす
るため、インフラストラクチャを一元的に管理し、リソースを標準化し、スケールを迅速に行え
るように設計されています。

インダストリアル IoT (IIoT)

製造、エネルギー、自動車、ヘルスケア、ライフサイエンス、農業などの産業部門におけるイン
ターネットに接続されたセンサーやデバイスの使用。詳細については、「インダストリアル IoT 
(IIoT) デジタルトランスフォーメーション戦略の構築」を参照してください。

インスペクション VPC

AWS マルチアカウントアーキテクチャでは、VPC (同一または異なる 内 AWS リージョン)、イ
ンターネット、オンプレミスネットワーク間のネットワークトラフィックの検査を管理する一元
化された VPCs。AWS Security Reference Architecture では、アプリケーションとより広範なイ
ンターネット間の双方向のインターフェイスを保護するために、インバウンド、アウトバウン
ド、インスペクションの各 VPC を使用してネットワークアカウントを設定することを推奨して
います。

IoT

インターネットまたはローカル通信ネットワークを介して他のデバイスやシステムと通信する、
センサーまたはプロセッサが組み込まれた接続済み物理オブジェクトのネットワーク。詳細につ
いては、「IoT とは」を参照してください。

解釈可能性

機械学習モデルの特性で、モデルの予測がその入力にどのように依存するかを人間が理解できる
度合いを表します。詳細については、「 を使用した機械学習モデルの解釈可能性 AWS」を参照
してください。

IoT

「IoT」を参照してください。

IT 情報ライブラリ (ITIL)

IT サービスを提供し、これらのサービスをビジネス要件に合わせるための一連のベストプラク
ティス。ITIL は ITSM の基盤を提供します。
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IT サービス管理 (ITSM)

組織の IT サービスの設計、実装、管理、およびサポートに関連する活動。クラウドオペレーショ
ンと ITSM ツールの統合については、オペレーション統合ガイドを参照してください。

ITIL

「IT 情報ライブラリ」を参照してください。

ITSM

「IT サービス管理」を参照してください。

L

ラベルベースアクセス制御 (LBAC)

強制アクセス制御 (MAC) の実装で、ユーザーとデータ自体にそれぞれセキュリティラベル値が明
示的に割り当てられます。ユーザーセキュリティラベルとデータセキュリティラベルが交差する
部分によって、ユーザーに表示される行と列が決まります。

ランディングゾーン

ランディングゾーンは、スケーラブルで安全な、適切に設計されたマルチアカウント AWS 環境
です。これは、組織がセキュリティおよびインフラストラクチャ環境に自信を持ってワークロー
ドとアプリケーションを迅速に起動してデプロイできる出発点です。ランディングゾーンの詳細
については、「安全でスケーラブルなマルチアカウント AWS 環境のセットアップ」を参照して
ください。

大規模言語モデル (LLM)

大量のデータで事前トレーニングされた深層学習 AI モデル。LLM では、質問への回答、ドキュ
メントの要約、他言語へのテキスト翻訳、文を完成させるなど、さまざまなタスクを実行できま
す。詳細については、「大規模言語モデル (LLM) とは何ですか?」を参照してください。

大規模な移行

300 台以上のサーバの移行。

LBAC

「ラベルベースアクセス制御」を参照してください。
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最小特権

タスクの実行には必要最低限の権限を付与するという、セキュリティのベストプラクティス。詳
細については、IAM ドキュメントの「最小特権アクセス許可を適用する」を参照してください。

リフトアンドシフト

「7 Rs」を参照してください。

リトルエンディアンシステム

最下位バイトを最初に格納するシステム。「エンディアン性」もご覧ください。

LLM

「大規模言語モデル」を参照してください。

下位環境

「環境」を参照してください。

M

機械学習 (ML)

パターン認識と学習にアルゴリズムと手法を使用する人工知能の一種。ML は、モノのインター
ネット (IoT) データなどの記録されたデータを分析して学習し、パターンに基づく統計モデルを
生成します。詳細については、「機械学習」を参照してください。

メインブランチ

「ブランチ」を参照してください。

マルウェア

コンピュータのセキュリティやプライバシーを侵害するように設計されたソフトウェア。マル
ウェアは、コンピュータシステムの中断、機密情報の漏洩、不正アクセスを招く可能性がありま
す。マルウェアの例には、ウイルス、ワーム、ランサムウェア、トロイの木馬、スパイウェア、
キーロガーなどがあります。

マネージドサービス

AWS のサービス はインフラストラクチャレイヤー、オペレーティングシステム、プラット
フォーム AWS を運用し、エンドポイントにアクセスしてデータを保存および取得します。
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マネージドサービスの例として、Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) と Amazon 
DynamoDB が挙げられます。このサービスは、抽象化されたサービスとも呼ばれます。

製造実行システム (MES)

生産プロセスを追跡、モニタリング、文書化、制御するソフトウェアシステムであり、工場で
は、これによって、原材料から製品を完成させます。

MAP

「Migration Acceleration Program」を参照してください。

MCP

「モデルコンテキストプロトコル」を参照してください。

モデルコンテキストプロトコル (MCP)

エージェントツーツール通信のステートレスプロトコル。

MCP サーバー

Model Context Protocol を通じて 1 つ以上のツールを公開するサービス。

メカニズム

ツールを作成してその導入を推進し、導入結果を調べて調整を行うための包括的なプロセス。メ
カニズムとは、運用中にそれ自体を強化し改善するサイクルを意味します。詳細については、 
AWS 「 Well-Architected フレームワーク」の「メカニズムの構築」を参照してください。

メンバーアカウント

組織の一部である管理アカウント AWS アカウント 以外のすべて AWS Organizations。 アカウン
トが 組織のメンバーになることができるのは、一度に 1 つのみです。

MES

「製造実行システム」を参照してください。

Message Queuing Telemetry Transport (MQTT)

発行/サブスクライブのパターンに基づく、軽量のマシンツーマシン (M2M) 通信プロトコルであ
り、リソースに限りのある IoT デバイスに使用されます。

マイクロサービス

明確に定義された API を介して通信し、通常は小規模な自己完結型のチームが所有する、小規
模で独立したサービスです。例えば、保険システムには、販売やマーケティングなどのビジネス
機能、または購買、請求、分析などのサブドメインにマッピングするマイクロサービスが含まれ
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る場合があります。マイクロサービスの利点には、俊敏性、柔軟なスケーリング、容易なデプロ
イ、再利用可能なコード、回復力などがあります。詳細については、AWS 「サーバーレスサー
ビスを使用したマイクロサービスの統合」を参照してください。

マイクロサービスアーキテクチャ

各アプリケーションプロセスをマイクロサービスとして実行する独立したコンポーネントを使用
してアプリケーションを構築するアプローチ。これらのマイクロサービスは、軽量 API を使用し
て、明確に定義されたインターフェイスを介して通信します。このアーキテクチャの各マイクロ
サービスは、アプリケーションの特定の機能に対する需要を満たすように更新、デプロイ、およ
びスケーリングできます。詳細については、「 でのマイクロサービスの実装 AWS」を参照して
ください。

Migration Acceleration Program (MAP)

組織がクラウドに移行するための強力な運用基盤を構築し、移行の初期コストを相殺するのに役
立つコンサルティングサポート、トレーニング、サービスを提供する AWS プログラム。MAP に
は、組織的な方法でレガシー移行を実行するための移行方法論と、一般的な移行シナリオを自動
化および高速化する一連のツールが含まれています。

大規模な移行

アプリケーションポートフォリオの大部分を次々にクラウドに移行し、各ウェーブでより多くの
アプリケーションを高速に移動させるプロセス。この段階では、以前の段階から学んだベストプ
ラクティスと教訓を使用して、移行ファクトリー チーム、ツール、プロセスのうち、オートメー
ションとアジャイルデリバリーによってワークロードの移行を合理化します。これは、AWS 移
行戦略 の第 3 段階です。

移行ファクトリー

自動化された俊敏性のあるアプローチにより、ワークロードの移行を合理化する部門横断的な
チーム。移行ファクトリーチームには、通常、運用、ビジネスアナリストおよび所有者、移行
エンジニア、デベロッパー、およびスプリントで作業する DevOps プロフェッショナルが含ま
れます。エンタープライズアプリケーションポートフォリオの 20～50% は、ファクトリーのア
プローチによって最適化できる反復パターンで構成されています。詳細については、このコンテ
ンツセットの移行ファクトリーに関する解説とCloud Migration Factory ガイドを参照してくださ
い。

移行メタデータ

移行を完了するために必要なアプリケーションおよびサーバーに関する情報。移行パターンご
とに、異なる一連の移行メタデータが必要です。移行メタデータの例としては、ターゲットサブ
ネット、セキュリティグループ、 AWS アカウントなどがあります。
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移行パターン

移行戦略、移行先、および使用する移行アプリケーションまたはサービスを詳述する、反復可能
な移行タスク。例: AWS Application Migration Service を使用して Amazon EC2 への移行をリホ
ストします。

Migration Portfolio Assessment (MPA)

オンラインツール。これによって、 AWS クラウドに移行するビジネスケースの検証に必要な情
報を得られます。MPA は、詳細なポートフォリオ評価 (サーバーの適切なサイジング、価格設
定、TCO 比較、移行コスト分析) および移行プラン (アプリケーションデータの分析とデータ収
集、アプリケーションのグループ化、移行の優先順位付け、およびウェーブプランニング) を提
供します。MPA ツール (ログインが必要) は、すべての AWS コンサルタントと APN パートナー
コンサルタントが無料で利用できます。

移行準備状況評価 (MRA)

AWS CAF を使用して、組織のクラウド準備状況に関するインサイトを取得し、長所と短所を特
定し、特定されたギャップを埋めるためのアクションプランを構築するプロセス。詳細について
は、移行準備状況ガイドを参照してください。MRA は、AWS 移行戦略の第一段階です。

移行戦略

ワークロードを AWS クラウドに移行するために使用するアプローチ。詳細については、この用
語集の 7 Rs エントリと、「組織を動員して大規模な移行を加速する」を参照してください。

ML

「機械学習」を参照してください。

モダナイゼーション

古い (レガシーまたはモノリシック) アプリケーションとそのインフラストラクチャをクラウド
内の俊敏で弾力性のある高可用性システムに変換して、コストを削減し、効率を高め、イノベー
ションを活用します。詳細については、「AWS クラウドでのアプリケーションのモダナイズ戦
略」を参照してください。

モダナイゼーション準備状況評価

組織のアプリケーションのモダナイゼーションの準備状況を判断し、利点、リスク、依存関係を
特定し、組織がこれらのアプリケーションの将来の状態をどの程度適切にサポートできるかを
決定するのに役立つ評価。評価の結果として、ターゲットアーキテクチャのブループリント、
モダナイゼーションプロセスの開発段階とマイルストーンを詳述したロードマップ、特定された
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ギャップに対処するためのアクションプランが得られます。詳細については、「AWS クラウド
でのアプリケーションのモダナイゼーションの準備状況を評価する」を参照してください。

モノリシックアプリケーション (モノリス)

緊密に結合されたプロセスを持つ単一のサービスとして実行されるアプリケーション。モノリ
シックアプリケーションにはいくつかの欠点があります。1 つのアプリケーション機能エクスペ
リエンスの需要が急増する場合は、アーキテクチャ全体をスケーリングする必要があります。モ
ノリシックアプリケーションの特徴を追加または改善することは、コードベースが大きくなると
複雑になります。これらの問題に対処するには、マイクロサービスアーキテクチャを使用できま
す。詳細については、「モノリスをマイクロサービスに分解する」を参照してください。

MPA

「Migration Portfolio Assessment」を参照してください。

MQTT

「Message Queuing Telemetry Transport」を参照してください。

多クラス分類

複数のクラスの予測を生成するプロセス (2 つ以上の結果の 1 つを予測します)。例えば、機械学
習モデルが、「この製品は書籍、自動車、電話のいずれですか?」 または、「このお客様にとっ
て最も関心のある商品のカテゴリはどれですか?」と聞くかもしれません。

ミュータブルなインフラストラクチャ

本番ワークロードに使用する既存のインフラストラクチャを更新および変更するためのモデ
ル。Well-Architected AWS フレームワークでは、一貫性、信頼性、予測可能性を向上させるため
に、イミュータブルインフラストラクチャの使用をベストプラクティスとして推奨しています。

O

OAC

「オリジンアクセス制御」を参照してください。

OAI

「オリジンアクセスアイデンティティ」を参照してください。

OCM

「組織変更管理」を参照してください。
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オフライン移行

移行プロセス中にソースワークロードを停止させる移行方法。この方法はダウンタイムが長くな
るため、通常は重要ではない小規模なワークロードに使用されます。

OI

「オペレーション統合」を参照してください。

Ola

「オペレーショナルレベルアグリーメント」を参照してください。

オンライン移行

ソースワークロードをオフラインにせずにターゲットシステムにコピーする移行方法。ワーク
ロードに接続されているアプリケーションは、移行中も動作し続けることができます。この方法
はダウンタイムがゼロから最小限で済むため、通常は重要な本番稼働環境のワークロードに使用
されます。

OPC-UA

「Open Process Communications - Unified Architecture」を参照してください。

Open Process Communications - Unified Architecture (OPC-UA)

産業オートメーション用のマシンツーマシン (M2M) 通信プロトコル。OPC-UA により、相互運
用の際に、データ暗号化、認証、認可の各スキームを標準化できます。

オペレーショナルレベルアグリーメント (OLA)

サービスレベルアグリーメント (SLA) をサポートするために、どの機能的 IT グループが互いに
提供することを約束するかを明確にする契約。

運用準備状況レビュー (ORR)

質問と関連するベストプラクティスのチェックリスト。インシデントや起こり得る障害を理解、
評価、防止したり、その範囲を縮小したりする際に役立ちます。詳細については、 AWS Well-
Architected フレームワークの「Operational Readiness Reviews (ORR)」を参照してください。

運用テクノロジー (OT)

産業オペレーション、機器、インフラストラクチャを制御するために物理環境と連携させるハー
ドウェアおよびソフトウェアシステム。製造分野では、Industry 4.0 への変革を進める上で、OT 
と情報技術 (IT) システムの統合に焦点が当てられています。
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オペレーション統合 (OI)

クラウドでオペレーションをモダナイズするプロセスには、準備計画、オートメーション、統合
が含まれます。詳細については、オペレーション統合ガイドを参照してください。

組織の証跡

組織 AWS アカウント 内のすべての のすべてのイベント AWS CloudTrail をログに記録する に
よって作成された証跡 AWS Organizations。証跡は、組織に含まれている各 AWS アカウント に
作成され、各アカウントのアクティビティを追跡します。詳細については、CloudTrail ドキュメ
ントの「組織の証跡の作成」を参照してください。

組織変更管理 (OCM)

人材、文化、リーダーシップの観点から、主要な破壊的なビジネス変革を管理するためのフレー
ムワーク。OCM は、変化の導入を加速し、移行問題に対処し、文化や組織の変化を推進するこ
とで、組織が新しいシステムと戦略の準備と移行するのを支援します。 AWS 移行戦略では、ク
ラウド導入プロジェクトに必要な変化のスピードにより、このフレームワークは人材アクセラ
レーションと呼ばれます。詳細については、OCM ガイドを参照してください。

オリジンアクセス制御 (OAC)

Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) コンテンツを保護するための、CloudFront のア
クセス制限の強化オプション。OAC は AWS リージョン、すべての S3 バケット、 AWS KMS 
(SSE-KMS) によるサーバー側の暗号化、S3 バケットへの動的 PUT および DELETEリクエストを
サポートします。

オリジンアクセスアイデンティティ (OAI)

CloudFront の、Amazon S3 コンテンツを保護するためのアクセス制限オプション。OAI を使用
すると、CloudFront が、Amazon S3 に認証可能なプリンシパルを作成します。認証されたプリ
ンシパルは、S3 バケット内のコンテンツに、特定の CloudFront ディストリビューションを介し
てのみアクセスできます。OAC も併せて参照してください。OAC では、より詳細な、強化され
たアクセス制御が可能です。

ORR

「運用準備状況レビュー」を参照してください。

OT

「運用テクノロジー」を参照してください。

O 133

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/migration-operations-integration/
https://docs.aws.amazon.com/awscloudtrail/latest/userguide/creating-trail-organization.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/migration-ocm/


AWS 規範ガイダンス Microsoft SQL Server データベースの AWS クラウドへの移行

アウトバウンド (送信) VPC

AWS マルチアカウントアーキテクチャでは、アプリケーション内から開始されたネットワーク
接続を処理する VPC。AWS Security Reference Architecture では、アプリケーションとより広範
なインターネット間の双方向のインターフェイスを保護するために、インバウンド、アウトバウ
ンド、インスペクションの各 VPC を使用してネットワークアカウントを設定することを推奨し
ています。

P

アクセス許可の境界

ユーザーまたはロールが使用できるアクセス許可の上限を設定する、IAM プリンシパルにアタッ
チされる IAM 管理ポリシー。詳細については、IAM ドキュメントのアクセス許可の境界を参照し
てください。

個人を特定できる情報 (PII)

直接閲覧した場合、または他の関連データと組み合わせた場合に、個人の身元を合理的に推測す
るために使用できる情報。PII の例には、氏名、住所、連絡先情報などがあります。

PII

「個人を特定できる情報」を参照してください。

プレイブック

クラウドでのコアオペレーション機能の提供など、移行に関連する作業を取り込む、事前定義さ
れた一連のステップ。プレイブックは、スクリプト、自動ランブック、またはお客様のモダナイ
ズされた環境を運用するために必要なプロセスや手順の要約などの形式をとることができます。

PLC

「プログラマブルロジックコントローラー」を参照してください。

PLM

「製品ライフサイクル管理」を参照してください。

ポリシー

次の操作を可能にするオブジェクト: アクセス許可を定義する (ID ベースのポリシーを参照)。ア
クセス条件を指定する (リソースベースのポリシーを参照)。 AWS Organizations の組織における
全アカウントにアクセス許可の上限を定義する (サービスコントロールポリシーを参照)。
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多言語の永続性

データアクセスパターンやその他の要件に基づいて、マイクロサービスのデータストレージテク
ノロジーを個別に選択します。マイクロサービスが同じデータストレージテクノロジーを使用し
ている場合、実装上の問題が発生したり、パフォーマンスが低下する可能性があります。マイク
ロサービスは、要件に最も適合したデータストアを使用すると、より簡単に実装でき、パフォー
マンスとスケーラビリティが向上します。

ポートフォリオ評価

移行を計画するために、アプリケーションポートフォリオの検出、分析、優先順位付けを行うプ
ロセス。詳細については、「移行の準備状況の評価」を参照してください。

述語

true または false を返すためのクエリ条件。一般的に、WHERE 句に記述されます。

述語プッシュダウン

データベースクエリを最適化する手法。これによって、転送前にクエリ内のデータをフィルタ
リングします。この手法を取ると、リレーショナルデータベースから取得し処理する必要のある
データの量が減少するため、クエリのパフォーマンスが向上します。

予防的コントロール

イベントの発生を防ぐように設計されたセキュリティコントロール。このコントロールは、ネッ
トワークへの不正アクセスや好ましくない変更を防ぐ最前線の防御です。詳細については、「
AWSでのセキュリティコントロールの実装」の「予防的コントロール」を参照してください。

プリンシパル

アクションを実行し AWS 、リソースにアクセスできる のエンティティ。このエンティティは
通常、、IAM AWS アカウントロール、または ユーザーのルートユーザーです。詳細について
は、IAM ドキュメントの「ロールに関する用語と概念」にあるプリンシパルを参照してくださ
い。

プライバシーバイデザイン

開発プロセス全体を通してプライバシーが考慮されているシステムエンジニアリングのアプロー
チ。

プライベートホストゾーン

1 つ以上の VPC 内のドメインとそのサブドメインへの DNS クエリに対し、Amazon Route 53 が
どのように応答するかに関する情報を保持するコンテナ。詳細については、Route 53 ドキュメン
トの「プライベートホストゾーンの使用」を参照してください。
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プロアクティブコントロール

非準拠リソースのデプロイ防止を目的としたセキュリティコントロール。このコントロールによ
り、プロビジョニング前にリソースをスキャンします。コントロールに準拠していないリソース
は、プロビジョニングされません。詳細については、 AWS Control Tower ドキュメントの「 コ
ントロールリファレンスガイド」および「 セキュリティコントロールの実装」の「プロアクティ
ブコントロール」を参照してください。  AWS

製品ライフサイクル管理 (PLM)

製品の設計、開発、発売から、成長、成熟、衰退、廃棄に至る、製品のライフサイクル全体を通
してデータとプロセスを管理すること。

本番環境

「環境」を参照してください。

プログラマブルロジックコントローラー (PLC)

製造分野で使用される、信頼性と適応性に優れたコンピュータであり、これによって、マシンを
モニタリングするとともに、製造プロセスを自動化します。

プロンプトチェイニング

1 つの LLM プロンプトによる出力を次のプロンプトの入力に使用して、より良いレスポンスを生
成します。この手法を使用すると、複雑なタスクをサブタスクに分割したり、事前レスポンスを
繰り返し改良または拡張したりできます。これによって、モデルのレスポンスの精度と関連性が
向上し、粒度の高いパーソナライズされた結果を得られます。

仮名化

データセット内の個人識別子をプレースホルダー値に置き換えるプロセス。仮名化は個人のプラ
イバシー保護に役立ちます。仮名化されたデータは、依然として個人データとみなされます。

発行/サブスクライブ (pub/sub)

マイクロサービス間の非同期通信を可能にするパターン。これにより、スケーラビリティと応答
性を向上させます。例えば、マイクロサービスベースの MES の場合、マイクロサービスは、他
のマイクロサービスがサブスクライブ可能なチャネルにイベントメッセージを発行できます。こ
のシステムでは、発行サービスの変更なしに、新規マイクロサービスを追加できます。
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Q

クエリプラン

手順などの一連のステップであり、SQL リレーショナルデータベースシステムのデータにアクセ
スするために使用されます。

クエリプランのリグレッション

データベースサービスのオプティマイザーが、データベース環境に特定の変更が加えられる前に
選択されたプランよりも最適性の低いプランを選択すること。これは、統計、制限事項、環境設
定、クエリパラメータのバインディングの変更、およびデータベースエンジンの更新などが原因
である可能性があります。

R

RACI マトリックス

「実行責任者、説明責任者、協業先、報告先 (RACI)」を参照してください。

RAG

「検索拡張生成」を参照してください。

ランサムウェア

決済が完了するまでコンピュータシステムまたはデータへのアクセスをブロックするように設計
された、悪意のあるソフトウェア。

RASCI マトリックス

「実行責任者、説明責任者、協業先、報告先 (RACI)」を参照してください。

RCAC

「行と列のアクセス制御」を参照してください。

リードレプリカ

読み取り専用に使用されるデータベースのコピー。クエリをリードレプリカにルーティングし
て、プライマリデータベースへの負荷を軽減できます。

リアーキテクト

「7 Rs」を参照してください。
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目標復旧時点 (RPO)

最後のデータリカバリポイントからの最大許容時間です。これにより、最後の回復時点からサー
ビスが中断されるまでの間に許容できるデータ損失の程度が決まります。

目標復旧時間 (RTO)

サービスの中断から復旧までの最大許容遅延時間。

リファクタリング

「7 Rs」を参照してください。

リージョン

地理的エリア内の AWS リソースのコレクション。各 AWS リージョン は、耐障害性、安定性、
耐障害性を提供するために、他の とは独立しています。詳細については、「アカウントが使用で
きる AWS リージョン を指定する」を参照してください。

リグレッション

数値を予測する機械学習手法。例えば、「この家はどれくらいの値段で売れるでしょうか?」と
いう問題を解決するために、機械学習モデルは、線形回帰モデルを使用して、この家に関する既
知の事実 (平方フィートなど) に基づいて家の販売価格を予測できます。

リホスト

「7 Rs」を参照してください。

リリース

デプロイプロセスで、変更を本番環境に昇格させること。

再配置

「7 Rs」を参照してください。

リプラットフォーム

「7 Rs」を参照してください。

再購入

「7 Rs」を参照してください。

回復性

中断に抵抗または中断から回復するアプリケーションの機能。 AWS クラウドでの回復力を計
画する際には、一般的に、高可用性とディザスタリカバリが考慮されます。詳細については、
「AWS クラウド の耐障害性」を参照してください。
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リソースベースのポリシー

Amazon S3 バケット、エンドポイント、暗号化キーなどのリソースにアタッチされたポリシー。
このタイプのポリシーは、アクセスが許可されているプリンシパル、サポートされているアク
ション、その他の満たすべき条件を指定します。

実行責任者、説明責任者、協業先、報告先 (RACI) に基づくマトリックス

移行活動とクラウド運用に関わるすべての関係者の役割と責任を定義したマトリックス。マト
リックスの名前は、マトリックスで定義されている責任の種類、すなわち責任 (R) 、説明責任 
(A) 、協議 (C) 、情報提供 (I) に由来します。サポート (S) タイプはオプションです。サポートが
含まれる場合は RASCI マトリックスと呼ばれ、含まれない場合は RACI マトリックスと呼ばれ
ます。

レスポンシブコントロール

有害事象やセキュリティベースラインからの逸脱について、修復を促すように設計されたセキュ
リティコントロール。詳細については、「 AWSでのセキュリティコントロールの実装」の「レ
スポンシブコントロール」を参照してください。

保持

「7 Rs」を参照してください。

廃止

「7 Rs」を参照してください。

検索拡張生成 (RAG)

生成 AI の技術。これにより、LLM では、レスポンスの生成前に、トレーニングデータソースの
外部にある信頼できるデータソースが参照されます。例えば、RAG モデルによって、組織のナ
レッジベースまたはカスタムデータのセマンティック検索を実行できる場合があります。細につ
いては、「RAG (検索拡張生成) とは何ですか?」を参照してください。

ローテーション

定期的にシークレット情報を更新して、攻撃者が認証情報にアクセスするのをより困難にするプ
ロセス。

行と列のアクセス制御 (RCAC)

アクセスルールが定義された、基本的で柔軟な SQL 表現の使用。RCAC は行権限と列マスクで
構成されています。
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RPO

「目標復旧時点」を参照してください。

RTO

「目標復旧時間」を参照してください。

ランブック

特定のタスクを実行するために必要な手動または自動化された一連の手順。これらは通常、エ
ラー率の高い反復操作や手順を合理化するために構築されています。

S

SAML 2.0

多くの ID プロバイダー (IdP) が使用しているオープンスタンダード。この機能を使用すると、
フェデレーティッドシングルサインオン (SSO) が有効になるため、ユーザーは組織内のすべての
ユーザーを IAM で作成しなくても、 にログイン AWS マネジメントコンソール したり AWS 、 
API オペレーションを呼び出すことができます。SAML 2.0 ベースのフェデレーションの詳細に
ついては、IAM ドキュメントの「SAML 2.0 ベースのフェデレーションについて」を参照してく
ださい。

SCADA

「監視制御とデータ取得」を参照してください。

SCP

「サービスコントロールポリシー」を参照してください。

シークレット

暗号化された形式で保存する AWS Secrets Managerパスワードやユーザー認証情報などの機密
情報または制限付き情報。シークレット値とそのメタデータで構成されます。シークレット値に
は、バイナリ、1 つの文字列、複数の文字列を指定できます。詳細については、Secrets Manager 
ドキュメントの「Secrets Manager シークレットの概要」を参照してください。

セキュリティバイデザイン

開発プロセス全体を通してセキュリティが考慮されているシステムエンジニアリングのアプロー
チ。
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セキュリティコントロール

脅威アクターによるセキュリティ脆弱性の悪用を防止、検出、軽減するための、技術上または
管理上のガードレール。セキュリティコントロールには、主に 4 つの種類があります。4 つと
は、予防、検出、レスポンシブ、プロアクティブです。

セキュリティ強化

アタックサーフェスを狭めて攻撃への耐性を高めるプロセス。このプロセスには、不要になった
リソースの削除、最小特権を付与するセキュリティのベストプラクティスの実装、設定ファイル
内の不要な機能の無効化、といったアクションが含まれています。

Security Information and Event Management (SIEM) システム

セキュリティ情報管理 (SIM) とセキュリティイベント管理 (SEM) のシステムを組み合わせたツー
ルとサービス。SIEM システムは、サーバー、ネットワーク、デバイス、その他ソースからデー
タを収集、モニタリング、分析して、脅威やセキュリティ違反を検出し、アラートを発信しま
す。

セキュリティレスポンスの自動化

セキュリティイベントへの自動レスポンスまたは自動修復を目的として、事前定義およびプログ
ラムされたアクション。これらの自動化は、セキュリティのベストプラクティスを実装するのに
役立つ検出的または応答的な AWS セキュリティコントロールとして機能します。自動レスポン
スアクションの例には、VPC セキュリティグループの変更、Amazon EC2 インスタンスへのパッ
チ適用、認証情報の更新などがあります。

サーバー側の暗号化

送信先で、それ AWS のサービス を受け取る によるデータの暗号化。

サービスコントロールポリシー (SCP)

AWS Organizationsの組織内の、すべてのアカウントのアクセス許可を一元的に管理するポリ
シー。SCP は、管理者がユーザーまたはロールに委任するアクションに、ガードレールを定義し
たり、アクションの制限を設定したりします。SCP は、許可リストまたは拒否リストとして、許
可または禁止するサービスやアクションを指定する際に使用できます。詳細については、 AWS 
Organizations ドキュメントの「サービスコントロールポリシー」を参照してください。

サービスエンドポイント

のエントリポイントの URL AWS のサービス。ターゲットサービスにプログラムで接続するに
は、エンドポイントを使用します。詳細については、「AWS 全般のリファレンス」の「AWS の
サービス エンドポイント」を参照してください。
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サービスレベルアグリーメント (SLA)

サービスのアップタイムやパフォーマンスなど、IT チームがお客様に提供すると約束したものを
明示した合意書。

サービスレベルインジケータ (SLI)

エラー率、可用性、スループットといった、サービスパフォーマンス面の指標。

サービスレベル目標 (SLO)

サービスレベルインジケータによって測定され、サービスの状態を表すターゲットメトリクス。

責任共有モデル

クラウドのセキュリティとコンプライアンス AWS について と共有する責任を説明するモデル。 
AWS はクラウドのセキュリティを担当しますが、お客様はクラウドのセキュリティを担当しま
す。詳細については、「責任共有モデル」を参照してください。

シャドウ AI

組織内の管理対象チャネルの外部で構築または使用される認可されていない AI アプリケーショ
ン。

SIEM

「Security Information and Event Management システム」を参照してください。

単一障害点 (SPOF)

特定のアプリケーションを構成する単一の重要なコンポーネントで発生し、システム稼働に支障
をきたす可能性のある障害。

SLA

「サービスレベルアグリーメント」を参照してください。

SLI

「サービスレベルインジケータ」を参照してください。

SLO

「サービスレベルの目標」を参照してください。

スプリットアンドシードモデル

モダナイゼーションプロジェクトのスケーリングと加速のためのパターン。新機能と製品リリー
スが定義されると、コアチームは解放されて新しい製品チームを作成します。これにより、お
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客様の組織の能力とサービスの拡張、デベロッパーの生産性の向上、迅速なイノベーションのサ
ポートに役立ちます。詳細については、「AWS クラウドでのアプリケーションをモダナイズす
るための段階的アプローチ」を参照してください。

SPOF

「単一障害点」を参照してください。

スタースキーマ

データベースの編成構造を意味し、1 つの大きいファクトテーブルにトランザクションデータま
たは測定データが保存され、1 つ以上の小さいディメンションテーブルにデータ属性が保存され
ます。この構造は、データウェアハウスやビジネスインテリジェンスを用途とするように設計さ
れています。

strangler fig パターン

レガシーシステムが廃止されるまで、システム機能を段階的に書き換えて置き換えることによ
り、モノリシックシステムをモダナイズするアプローチ。このパターンは、宿主の樹木から根を
成長させ、最終的にその宿主を包み込み、宿主に取って代わるイチジクのつるを例えています。
そのパターンは、モノリシックシステムを書き換えるときのリスクを管理する方法として Martin 
Fowler により提唱されました。このパターンの適用方法の例については、「コンテナと Amazon 
API Gateway を使用して、従来の Microsoft ASP.NET (ASMX) ウェブサービスを段階的にモダナ
イズ」を参照してください。

サブネット

VPC 内の IP アドレスの範囲。サブネットは、1 つのアベイラビリティーゾーンに存在する必要
があります。

監視制御とデータ取得 (SCADA)

製造分野において、ハードウェアとソフトウェアを使用して物理アセットと本番運用をモニタリ
ングするシステム。

対称暗号化

データの暗号化と復号に同じキーを使用する暗号化のアルゴリズム。

合成テスト

ユーザーとのやり取りをシミュレートして、起こり得る問題を検出したり、パフォーマンスをモ
ニタリングしたりすることで、システムをテストします。Amazon CloudWatch Synthetics を使
用すると、こうしたテストを作成できます。
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システムプロンプト

コンテキスト、指示、ガイドラインなどを提示して、LLM に動作を指示する手法。システムプロ
ンプトは、コンテキストを設定して、ユーザーとやり取りするルールを確立するのに有用です。

T

タグ

AWS リソースを整理するためのメタデータとして機能するキーと値のペア。タグは、 リソース
の管理、識別、整理、検索、フィルタリングに役立ちます。詳細については、「AWS リソース
のタグ付け」を参照してください。

ターゲット変数

監督された機械学習でお客様が予測しようとしている値。これは、結果変数のことも指します。
例えば、製造設定では、ターゲット変数が製品の欠陥である可能性があります。

タスクリスト

ランブックの進行状況を追跡するために使用されるツール。タスクリストには、ランブックの概
要と完了する必要のある一般的なタスクのリストが含まれています。各一般的なタスクには、推
定所要時間、所有者、進捗状況が含まれています。

テスト環境

「環境」を参照してください。

トレーニング

お客様の機械学習モデルに学習するデータを提供すること。トレーニングデータには正しい答え
が含まれている必要があります。学習アルゴリズムは入力データ属性をターゲット (お客様が予
測したい答え) にマッピングするトレーニングデータのパターンを検出します。これらのパター
ンをキャプチャする機械学習モデルを出力します。そして、お客様が機械学習モデルを使用し
て、ターゲットがわからない新しいデータでターゲットを予測できます。

tool

エージェントが外部システムでオペレーションを実行するために呼び出すことができる関数また
は API。
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トランジットゲートウェイ

VPC とオンプレミスネットワークを相互接続するために使用できる、ネットワークの中継ハブ。
詳細については、 AWS Transit Gateway ドキュメントの「トランジットゲートウェイとは」を参
照してください。

トランクベースのワークフロー

デベロッパーが機能ブランチで機能をローカルにビルドしてテストし、その変更をメインブラン
チにマージするアプローチ。メインブランチはその後、開発環境、本番前環境、本番環境に合わ
せて順次構築されます。

信頼されたアクセス

ユーザーに代わって AWS Organizations およびそのアカウントで組織内でタスクを実行するた
めに指定したサービスにアクセス許可を付与します。信頼されたサービスは、サービスにリンク
されたロールを必要なときに各アカウントに作成し、ユーザーに代わって管理タスクを実行しま
す。詳細については、 ドキュメントの「 を他の AWS のサービス AWS Organizations で使用す
る AWS Organizations 」を参照してください。

チューニング

機械学習モデルの精度を向上させるために、お客様のトレーニングプロセスの側面を変更する。
例えば、お客様が機械学習モデルをトレーニングするには、ラベル付けセットを生成し、ラベル
を追加します。これらのステップを、異なる設定で複数回繰り返して、モデルを最適化します。

ツーピザチーム

2 枚のピザを分け合えることができるくらい小さな DevOps チーム。ツーピザチームの規模で
は、ソフトウェア開発におけるコラボレーションに最適な機会が確保されます。

U

不確実性

予測機械学習モデルの信頼性を損なう可能性がある、不正確、不完全、または未知の情報を指す
概念。不確実性には、次の 2 つのタイプがあります。認識論的不確実性は、限られた、不完全な
データによって引き起こされ、弁論的不確実性 は、データに固有のノイズとランダム性によって
引き起こされます。
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未分化なタスク

ヘビーリフティングとも呼ばれ、アプリケーションの作成と運用には必要だが、エンドユーザー
に直接的な価値をもたらさなかったり、競争上の優位性をもたらしたりしない作業です。未分化
なタスクの例としては、調達、メンテナンス、キャパシティプランニングなどがあります。

上位環境

「環境」を参照してください。

V

バキューミング

ストレージを再利用してパフォーマンスを向上させるために、増分更新後にクリーンアップを行
うデータベースのメンテナンス操作。

バージョンコントロール

リポジトリ内のソースコードへの変更など、変更を追跡するプロセスとツール。

VPC ピアリング

プライベート IP アドレスを使用してトラフィックをルーティングできる、2 つの VPC 間の接
続。詳細については、Amazon VPC ドキュメントの「VPC ピア機能とは」を参照してくださ
い。

脆弱性

システムのセキュリティを脅かすソフトウェアまたはハードウェアの欠陥。

W

ウォームキャッシュ

頻繁にアクセスされる最新の関連データを含むバッファキャッシュ。データベースインスタンス
はバッファキャッシュから、メインメモリまたはディスクからよりも短い時間で読み取りを行う
ことができます。

ウォームデータ

アクセス頻度の低いデータ。この種類のデータをクエリする場合、通常は適度に遅いクエリでも
問題ありません。
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ウィンドウ関数

現在のレコードに何らかの形で関連している行のグループに計算を実行する SQL 関数。ウィン
ドウ関数は、移動平均を計算したり、現在の行の相対位置に基づいて他の行の値にアクセスする
といったタスクの処理に役立ちます。

ワークロード

ビジネス価値をもたらすリソースとコード (顧客向けアプリケーションやバックエンドプロセス
など) の総称。

ワークストリーム

特定のタスクセットを担当する移行プロジェクト内の機能グループ。各ワークストリームは独立
していますが、プロジェクト内の他のワークストリームをサポートしています。たとえば、ポー
トフォリオワークストリームは、アプリケーションの優先順位付け、ウェーブ計画、および移行
メタデータの収集を担当します。ポートフォリオワークストリームは、これらの設備を移行ワー
クストリームで実現し、サーバーとアプリケーションを移行します。

WORM

「Write-Once-Read-Many」を参照してください。

WQF

「AWS ワークロード資格フレームワーク」を参照してください

Write-Once-Read-Many (WORM)

データを 1 回のみ書き込むことで、データの削除や変更を防ぐストレージモデル。承認済みユー
ザーは、必要な回数だけデータを読み取ることができますが、変更することはできません。この
データストレージインフラストラクチャは、イミュータブルと見なされます。

Z

ゼロデイエクスプロイト

ゼロデイ脆弱性を悪用した攻撃 (一般的にマルウェアによる)。

ゼロデイ脆弱性

実稼働システムにおける未解決の欠陥または脆弱性。脅威アクターは、このような脆弱性を利用
してシステムを攻撃する可能性があります。開発者は、よく攻撃の結果で脆弱性に気付きます。
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ゼロショットプロンプト

LLM にタスク実行の手順は提示するが、実行のガイドとして役立つ例 (ショット) は提示しない
方法。LLM は、事前トレーニング済みの知識を使用してタスクを処理する必要があります。ゼロ
ショットプロンプトの有効性は、タスクの複雑さとプロンプトの品質によって異なります。「数
ショットプロンプト」も参照してください。

ゾンビアプリケーション

平均 CPU およびメモリ使用率が 5% 未満のアプリケーション。移行プロジェクトでは、これら
のアプリケーションを廃止するのが一般的です。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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